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I まえがき

林業において適地適木を考える場合に，ある特定の樹種をどのような環境の地に使用しうるかという問

題のとらえかたと，ある環境の地域にどのような樹種群を植栽しうるかという. 2 とおりの考え方ができ

る。前者はあらかじめ限定した種類についてはかなり厳密な判断を下すことができるけれども.環境を前

提とした樹種の選定に対しては現在少なからね問題がある。後者は個々の樹種についての厳密な適地を指

示しないが.樹木のいろいろな種類に対し，生態的な分布様式による類型分類が可能ならば.林業に対し

てうるところはきわめて大きい。換言すれば，単なる個体もしくは単一な種類を対象とするものではな

く.樹種の“群"に対する考え方と取り扱いかたである。

本研究では木本植物の垂直分布を主軸とし，高度的な，見方をかえれば温度的な分布類型を主として取

り上げることとした。すなわち，温度が垂直方向に連続的な変化をする場合をとらえ，垂直分布範囲が類
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似した植物の種類群が存在するか否か，これに付随する垂直分布帯の生態学的諮問題とともに検討するた

め， 1956年から1960年にわたり調査研究を行なった。

研究地域としては代表的な日本森林帯を有する中部地方を選ぴ司これを気候的に見て，東海・東山・北

陸の 3 地方に分け，植物群落学的，植物地理学的考察を加えつつ，調査資料をとりまとめ.事実に立脚し

て立論をすすめた。

本論を草するにあたり，終始指導と鞭援を与えられた北海道大学教授理学博士・農学博士舘脇操氏

ならびにご懇篤なる助言をいただいた同大学教授林学博士三島 慾氏，同大学教授農学博士斎藤雄一

氏，林業試験場防災部治山第二研究室長渡辺隆司氏，植物の鑑定をたまわった国立科学博物館理学博士

大井治三郎氏，東京大学助教授倉田 悟氏，林業試験場造林部植生研究室長草下正夫氏，一部調査に

協力をいただいた林業試験場防災部 堀江保夫氏に深甚なる謝意を表わし，あわせて調査に援助を与えら

れた農林省林業試験場，東京・長野・名古屋・大阪の各営林局の各位に厚く感謝の意を捧げる。

E 従来の主要な研究

木本植物の垂直分布を論ずる場合，垂直分布帯(森林帯)の問題と切り離すことはできない。わが国の

森林帯に関する調査研究は，地方的なものを入れるときわめて多数あるが，ここでは日本全土および中部

地方山岳を対象とした主要な業績，ことに垂直分布帯に重点をおいて取り上げ，先人の森林帯に対する見

方を年代順にふりかえってみる。

森林帯に関するまとまった報告を最初に発表したのは田中 擦(1887) である。問中の“大日本植物帯

調査報告"はフラシス林業を学んだ高島とともに， 1879年から1885年にわたって本州・四国・九州を調査

しまとめたもので，日本のその後における森林帯論の骨絡をなした重要な報告である。その論旨は次のご

とくである。

1. 日本を対象としたとき，気候と植物から次の数個の森林帯が区分される。なお各森林帯の名称に用

いた樹種は便宜上所生量の多い衆知のものを選んだ。区分された森林帯は，第 1 ・アコウ帯，第 2 ・クロ

マツ帯，間帯，第 3 ・ブナ帯，第 4 ・シラベ帯，第 5 ・ノ、イマツ帯である。

2. 上記のうち，間帯は他の森林帯ーのごとく，一定の区域をもち，かつ常に存在するものではなし時

として第 2 ，第 3 の森林帯の聞に出現する。その理由は，地形的には平野・丘陵が広大で，高山が海岸か

ら離れている場合3 第 2 干甘?の樹種は漸減し，第 3 帯と接しないために間部:ができる。また高山が四方を囲

み中聞が平坦な盆地は第 2 と第 3 帯の界に間帯を作る。また，人為的な乱伐のため樹種が変わってできる

場合もある。樹種はアカマツ，コナラ，クヌギなどで，第 2 帯から第 3帯にまたがって生ずる。

3. 各森林帯の位置を示すには，各森林帯の名称、に用いた樹種を指標とした。ただし，同じ気候内に生

育する植物は同一箇所で現滅するものでなく，漸移的であるから，隣接する森林帯の指標種の分布が重な

った場合は，下の森林帯の植物の上限高度と上の森林帯の植物の下限高度の中間高度をもって両森林帯の

境界とする。

4. 遷移は 4 期に分かれ，森林帯区分に際し考慮しなければならない。第 2 帯と第 3 帯の中間は両者が

変化するところで，両帯の樹種ともに生育弱く，乱伐されると優占するのは両帯にまたがっている種で，

間帯はこれに当たる。九州・四国の平地丘陵は完全に第 2 帯にはいり，固有種は変化しないのではないが，

再生カが強いため，位置の変動は著しくない。このことは他の森林帯でも帯の中心では同様にいえる。し
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かし，ある森林帯の樹種が変換して種類が代わっても，他の森林帯の定在種がこれに代わるのではない。

1890年に MAYR ， H. は Monographie der Abietineen des Ja�anischen Reiches を発表し，その

中で日本の森林帯の概要を述べている。その要点は次のごとくである。

1. 田中らのアコウ帯(亜熱帯)はさらに北へ拡張すべきである。また，単にクロマツの分布のみから

森林帯の決定をすることは好ましくない。それら以外の森林帯については田中らの区分は科学的で正確で

ある。

2. 森林帯は次のごとく区分される。

Subtropische Zone der immergr�en Eichen und Lorbeerb舫me 

Gem舖sigt-warme Region der winterkahlen Laubh�zer 

Region der Eclelkastanie 

Region cler Buche urid der Birken 

.Gem舖sigt-k�le Region der Fichten uncl Tanne 

Alpine Region der Krummholzz�bel 

20世紀にはいると，三好学(1905) が欧米における一般的な考え方，分類方法を紹介し.わが国の植

物帯の区分も論じている。その大要を次に示す。

'1. 高度・緯度を増すことにより，植物の種類および相観を異にして植物帯が区別される。

-2.・'各地の風土気候により，おのおのこれに適した種類を見るが，これらの種類中，生態的性質の似た

ものは植物分類上の類縁の有無に関係なく群生し，明りように他の群と区別できる。

3. 垂直分布帯の状態および各帯の固有種は地方により一定しないが，景観から区分すると次のごとく

である。

第 1 。山麓帯 第3 低木帯

第 2 ・高木帯 第4 草本帯

第 5 地衣帯

針葉樹帯

1911年に早田文蔵は富士植物帯論を発表した。この論文は生態学的な分布論として重要な報告で，その

論旨は次のごとくである。

'1. 富士山の植物帯は，相観と高度によって 6 帯に概略区分できる。すなわち山麓帯，落葉広葉樹帯，

常緑針案樹帯，カラマツ帯，ヤナギ・ハγ ノキ帯，高山草本帯の各帯である。

, 2. 富士山を各側面に分けて見ると，南面では標式的な植物帯の配列を見るが，北西面の青木ケ原では

常緑針葉樹群系が標高 2 ， 5∞m から山麓まで広がり，広葉樹は針葉樹に随伴するのみである。この群系の

違いは各側面の地形ことに熔岩流の存在応よる。

1912年に本多静六は.林学の立場から日本森林植物帯論を著わし，これは現代もしばしば引用されてい

る。その要旨は次のごとくである。

1. 森林帯とは緯度や高度の変化による寒暖の差に応じ，樹種と林栢の異なるありさまをいい，熱帯林

(アコウ帯)，暖帯林 (:IJ シ帯)，温帯林(プナ帯)，寒帯林(シラペ・トドマツ帯)の 4 帯に区分される。

_ 2. 森林は人為・野火・洪水・山崩などの作用により変化するが，変化した森林の帯区分には各樹木の

生育お主び陰陽についての知識によって判別した。すなわち，陽樹は数個の森林帯にまたがって生じ，か
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つ一時的なものであるから，森林帯を定める有力な標準とはならないので，これら一時的な森林をさけ，

全く天然に古くから存在した樹林，ことに陰樹の森林によって森林帯を分けた。

3. 造林学上，同一森林帯に属する主要林木はその帯全体を通じて造林事業を経営できることを原則と

し，時に人工でその帯より温暖な帯には一時植林できるが，決してその帯より寒冷な帝に造林することは

できない，したがって，各森林帯の区別にはより暖かい帯の定在樹種の造林可否を一つの目安にする。ま

た，人為・野火により固有の林木を失った時は，その帯より寒地に生ずる林木がこれに侵入してくるから，

森林帯の決定にはその帯より寒冷な帝ーに生ずる樹種の存否をもってすることはできない。

4. 量的な勢力の優劣によって森林帯の境界を定める。たとえば，本州西海岸では北緯38度以北までカ

シ類の野生を見るが，その森林帯上における勢力ははなはだ微弱で，もはやカシ帯というべきではない。

5. 森林帯の区分にあたり，遷移の考えを重視すべきで，たとえば，暖帯南部の二次選移は一部従来と

同じ常緑広葉樹を生ずるが.多くはア:hマツや次の森林帯に属する樹種を生じ，その後固有の林相となる。

また，暖帯北部では南部とほぼ同一であるが，遷移速度が遅く，長年月二次的に生じた樹種が生存し，容

易に常緑広葉樹が優占し得ない。

6. 田中の間帯は人為的な影響が加わって生じたもので，その一部は暖帯林に，他の一半は温帯林には

いるべきもので，天然固有の森林帯を示すものではない。

7. ハイマツ帯は林業の範囲外で，かつシラベ・トドマツ帯の上に必ずしも常にハイマツ帯を見るもの

ではない。また，ハイマツの生ずる所でも，その関にシラベ，ダケカシノマ，ナナカマド， ミヤマハシノキ

を混生するから，ハイマツ帯を区別する必要はない。

1928年に河田 奈は森林帯区分の一要素となっている相観の生態学的な意義について論じている。その，

要旨は次のごとくである。

1. われわれが森林や原野の植生を識別するのはその植生の外観的特徴による。この外観的特徴はそれ

を構成する主要な生育形によるのであって，系統分類上の単位である種ではない。したがって，環境因子

のなかでp 生育形にもっとも影響を与えるものが植生分布を支配するということになる。

2. 植物の栄養体の外形構造と最も密接な関係のある因子は水分で，温度は穫の分布区域を定める上に

は重要であるが，栄養体の外形・構造上の特徴とは密接な関係はない。

3. わが国の森林植生は相観によって，常緑広葉樹林，落葉広葉樹林司常緑針葉樹林，クロマツ林，ア

カマツ林に区分しうる。これら森林植生の分布は，温度と関係があるように見えるが，決してそうではな

い。その理由として，常緑針葉樹林であるスギ，モミ，ヒノキの天然林は落葉広葉樹や常緑広葉樹の植生

と温度的に相伴い，またマツ林はほとんど温度とは無関係のように考えられる。また相観を異にし，その

分布区域の大部分を異にする 2 植生が，互にその中心と思われる地域の冬期温度には大差がないという事

実がある。さらに植生を形づくる個々の生育形について見ても，わが国の樹木の生育形のあらわれ方は決

して温度では説明できない。たとえば，常緑広葉樹は温暖多雨地方のみに限られず，寒冷地にはヒメアオ

キ司ヤマグル<'.シャクナゲなどが見られる。

1926年に武田久吉は，わが国の諸高山を精査して得た資料から，主として垂直的な植物帯を厳密に論じ

た。次にその論旨をみる(武田 1941 ， 1950)。

1. 気候ことに温度は植物分布の重要な要素で，緯度の変化に伴って植物崇観も変わり，気候帯と並行

した植物帯の水平分布が区別される。また，高度に伴う変化もこれと類似した垂直的な植物帯を示す。し
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かし，両者は構成植物種類が全く同じでないから.類似であって同一ではない。

2. 垂直分布帯は徐々に変化するものであって.隣接する帯との移り目にはおのおのの分子が混在し，

またそれぞれの帯にまたがって分布するものもある。垂直分布帯の区分に際し，一線を引し、て境界を示す

ことはできないが，代表的な種類.また生育状態のやや著しい変わり目は所々にあるから.適当な部分に

境界を設けることは必ずしも不可能ではなく.この境界が大体等高線に並行して帯状に取り巻く，植物帯

を形づくる。ただ実際は.山の斜面の方位や谷筋・尾根の地形で分布高度を異にしたり，新しい火山や崩

壊地は例外であったりすることが多く.また緯度が北へ行くほど低下するといっても一定の割合で下らず，

海流・季節風・積雪量などにより地域差を生ずる。

3. 対象を本州中部地方の高山(北緯36度前後)におし、た場合の垂直分布帯は丘陵帯・低山帯・亜高山

帯・高山帯の 4 帯に分けうる。なお，低山帯にはアカマツ司 Y ガ.ウラタロモモ，パラモミ.ヒノキなど

の針葉樹林も多いから，落葉広葉樹林帯という名称は適当でない。また.亜高山帯を針葉樹林帯という入

もあるが，この帯にも落葉広葉樹の純林はあっても.常緑針葉樹の純林はほとんど無く 95，%'は必ず落葉

広葉樹の混じた針葉樹林であるから.亜高山帯と称する方が適切である。

1933年以降になると.今西錦司は日本北アルプスを研究の場として，雪線(1933). 森林限界線(1935) ，

垂直分布帯(1937 a , b) などを論じ.従来の考え方や把握方法をさらに深く掘り下げた。その論旨は次

のごとくである。

1. 垂直分布帯は山岳の垂直的な地域区分であるから.その境界は明りように認識され.かつ理論的な

根拠を備えたものでなければならないe

2. 高山地帯と亜高山地帯との境界は従来の樹木限界線をとらず司森林限界線〔森林を形成する樹種が

その高さ以上ではもはやその分布の連続性を失ってしまう限界を連ねたもの)をとる。その根拠は，森林

というものは森林という一つの植物群集の形づくる群集形態であって，その形態はそれ以上に遷移発達す

ることのない最高の段階の形態といえる。したがって，上部の低木林との相違をこのような群集形態の違

いと考えると.森林限界によって両者の限界を定めることができる。

3. 亜高山地帯以下は全部森林形態をとるから.これを細分して地域性を与えるには，森林構成種聞の

社会領域の相違によるほかはなし、。そのためには.その樹種が極相林を構成しうるものであること，また

そのような地域指標種は.なるべくお互いの分布地域が重複しないことが望ましい。日本北アルプスの亜

高山地帯と山地帯の区別に対し，上記条件に合うのはアオモリトドマツ，シラベ，ウララロモミ，ブナで

あるが.これらの分布には片寄りがあり.裏日本ではアオモリトドマツ.プナが.表日本ではアオモリト

ドマツ.シラベ.ウラタロモさが見られる。そこでプナの分布しない地域ではプナと分布上限のほぼ等し

いウララロモミを指標とするc したがって裏日本型地域ではアオモリトドマツとブナの按続点，表日本型

地域ではアオモリトドマツ.シラベとウララロモミの接続点で.亜高山地帯と山地帯の境界と定義する。

山地帯の下限は，裏日本型地域ではブナの分布下限と常緑方シ類の分布上限が接続するので，これ以上を

山地帯.以下を亜山地帯とする。表日本型地域では常緑方シ類の分布上限とウララロ毛ミの下限が直接接

続せず，ウラジロモミ下限はモさの分布上限と続くから，この点を山地帯の下限界とし，この限界から常

緑カシ類の分布上限までの聞を.今のところ一つの移行帯と考えておきたい。しかし，中部地方ではモミ

の分布下限が平地まで降りているものとみなしうるから.表日本型においてはモミ属の社会領域で垂直分

布帯を定義しえたことになるc
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ついで1942年および1943年に，中野i台房は本邦森林植物群落の組成と題して.気候帯に対する高木林群

系を考え，これが代表的群団をのべている。従来の考え方と異なるのは，群団(最上層の標徴種と優占種

から決定される)すなわち群落分類の立場からみていることである。

1. 各気候帯に対応する群団

亜寒帯(亜高山〉気候:ダケカンパ群団

冷温帯気候の冷所:ブナ群団

冷温帯気候の暖所:クリ群団

暖温帯気候:タプ群団

亜熱帯気候:クス群団

2. 亜寒帯林から亜熱帯林に至るまで決して単純な針葉樹林，落葉広葉樹林3 常緑広葉樹林から成るも

のでなく，おのおの特有の針広混交林をなしている。夏緑広葉樹林や針葉樹林の名称、は便利ではあるが，

本邦では多くの場合出現せず，落葉広葉樹でも生態的にみて針葉樹と向性質のものがあり，また針葉樹で

も常緑広葉樹と向性質のものがある。

3. 冷温帯林の下限は方シ類の上限によって定め，なおその場合，カシ類と落葉広葉樹の優占度合によ

って限界を決定する。この帯の上限はプナを混じえる各種群落で限界づけられる。本帯は群団の立場から

みると，ブナ群団とクリ群団に分かれ，欧州のものと対応している。このように落葉広葉樹林帯高木群落

は，上記 2 群団のいずれかに編入されるべきものと考えられるが，その上限および下限地域には.一つに

は針葉樹林帯樹木を，他は常緑広葉樹を混合し，推移群落を形成している。プナ群固とクリ群団の境界は，

クリとイヌプナの結合性が強いので.イヌプナの上限でこれらの境界とみなす。

4. 暖温帯から亜熱帯へは徐々に推移するので，明確に分けることは困難であるが.相観からよく分別

きれるから司この区別を設けるのはEしく，また便利である。

以上は植物の側泊、ら見た森林帯に関する主要な研究であるが，各地で集積された樹木分布の資料を引用

し，今西の方法による森林帯を気候学的な見方から論じたものに，吉良竜夫の“温量指数による垂直的な

気候帯のわかちかた" (1948)，および“日本の森林帯" (1949) などがある。

上記諸説のうち，種の分布範囲を基礎として区分された森林帯は，細部的に多種多様な方法がとられた

にもかかわらず，分けられた森林帯の数および大略の位置が，ほほ類似していることは興味深いものがあ

る。ただ異なるのは，プナ帯と方シ帯との関にモ七クリ，コナラなどからなる森林帯の存在を普遍的に

認める人 (MAYR ， H. 1890，栗田 1933，中野 1942C ，村井 19回)，全くその存在を認めない人(本多

1912，前回・吉岡 1952)，また存在を認めるにしてもプナやカシなどの森林帯と同格でない推移帯(中間

帯)的な，あるいは特殊条件の地域のものとして取り扱う人(田中 1887，吉井・吉岡 1949，吉岡 1953 ，

吉良1948) や，ブナーシラ方 γパ帯(ブナ群団)と対置せしめて.この 2 帯をあわせて落葉樹林帯(冷温

帯〕とし，方シなどの森林帯と同格においた人 (MAYR ， H. ，中野 1942 c)，あるいは垂直的なすみわけ

としての森林帯以外に，階級の違いによるモミーツガの帯を認める人(今西 1949a) などに分かれて、

一致した見解がないこと。また，亜熱帯の北限の位置が諸氏により一定しないことである。

なお，森林帯構成植物の分布範囲に関する種類的なまとまりについては，次の 3 つの考え方が代表的な

ものである。

1. 各森林帯構成種の分布範囲は漸移的な分布を示す一一回中，武田.中野(ただし各森林帯の定在種，
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推移種を区別しているから，森林帯にはある程度の種類的なまとまりはあると考えているようである)。

2. 巨視的に見ると， ある程度の種類的なまとまり (類型)はあるが， その移りゆきは漸移的である

一一今西(ただし不連続的な類型と連続的な類型との区別は明確でなし、〉。

3. 森林には分布範囲の類似した種類からなる群は存在せず.おのおのの植物の分布範囲は全く連続的

な移りゆきを示す一一吉良。

以上のように森林帯区分に際し，とられた方法からみると，大きく 2 つの考え方がある。 1 つは相観に

よって区分する方法であり.他は種を基礎とする区分方法である。以下これらについて著者の考え方を述

ぺる。

相観的な植生型の分布は地球上どのような配列を示すかをみると.低緯度地帯は常緑の降雨林から雨緑

林・サノfγナ・ステヲプ・砂漠へと，相観の著しい変化が見られる。この乾湿に対する相観の変化は中緯

度地帯でも一般的な現象である。次に問題を多雨地帯森林に限り，相観の緯度的および垂直的変化を見る

と，水平分布て・は緯度を増すに従い常緑樹林から落葉広葉樹一常緑針葉樹梓へ.さらに常緑針葉樹一落葉

広葉樹林へ移り変わるのが普通であり，垂直分布においては低緯度地帯ではすべて常緑樹林の相観を皇し.

日本では屋久島までそのような相観型の分布を示す(田中 1887，中村 1952) が.中緯度地帯にはいると

垂直分布はわが国裏日本で，常緑広葉樹林から落葉広葉樹一常緑針葉樹林へ.さらに常緑針葉樹落葉広

葉樹林へ，最も上部に常緑針葉樹落葉広葉樹の低木林と移り変わり，水平分布と相似の相観変化を見るcd書
すなわち，垂直分布における相観の推移は緯度によって異なり，中緯度以北になると落葉型の森林が普遍

的に見られる。これは降雨形式が夏季多雨で，冬季やや乾燥するネパールヒマラヤと，これに類似したわ

が国中部山岳表日本の相続分布でも，前者には落葉広葉樹林があまり発達しないが(中尾 1954)，中緯度

地帯のわが国では落葉広葉樹林は優勢となってくることと同じ原因であると考えられる。

一般に落葉生活型はある時期の水分欠亡に対する適応型ときれ，その純粋な形は低緯度地帯下部の乾季

雨季の明りような地であらわれる。中緯度地帯の落葉はこれとは異なり，低温作用が働いて，その低温は

生理的に樹木の水分吸収能の減退の形をとって作用することは，一般的に認められていることであり.そ

の場合，低温と乾燥とは環境的に切り離せない関係をもっている。しかし植物自体にとっては乾燥とし

て作用する点で，温度よりも乾燥が主体となっているともみられよう。

水分条件(降雨形式)が類似した地帯での，このような相観変化の関係から.低緯度地帯と中緯度地帯

以北の相観に，温度の年較差の大小の違いが影響していることがわかる。すなわち，低緯度地帯では山地

でも温度の年較差が少ない変化形式をとるため，植物の水分吸収は温度によって左右きれない。しかし.

中緯度地帯以北に移行するに従い，年較差の大きい山地では.冬季の低温が乾燥として作用するものと考

えられる。

このように考えてくると，中緯度地帯でも冬季の温度が吸水を妨げない範囲であれば，年変化はあって

も相観的には常緑の森林が優占することとなる。わが国本州以南の低地の常縁広葉樹林や.裏日本の積雪

下に保護される常緑低木層(ユキツバキ，ヒメアオキ‘ツルシキミ，ハイイヌツゲ.エゾユズリハ.アカ

ミノイヌツゲ・シャクナゲ類，チシマザサなど)の存在は，そのあらわれであると考えられる。

次に，対象をわが国中部山岳に限って相観の垂直分布を見ると，表日本では方シ類やシイなどの常緑広

葉樹林やクロマツの常緑針葉樹林が丘陵帯にー低山帯にはプナやミズナラなどの落葉広葉樹林とウララロ

モさやノサモミなどの針葉樹林が見られ，亜高山帯には常緑針葉樹林が優占する。そして裏日本では.低
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山帯の常緑針葉樹林がスギ，ネズコ.アスナロ，ヒパなどからなり司かつフ・ナを主とした落葉広葉樹林が

優勢となり，亜高山帯はアオモリトドマツやコメツガの常緑針葉樹林のほか，ダケカンパを主要樹種とす

る落葉広葉樹林が普遍的になる。すなわち.どこを取っても中野，武田の指摘するように，常緑針葉樹林

や落葉樹林が大なり小なり森林として存在し，その相観の分布は垂直的に低温となる温度条件とは結びつ

かない。

もし植物の温度的な機能を，何かの栄養器官の外観的な生活型で把握できるならば，森林帯の区分もこ

れによって区別しうるが，温度的な外観的特徴と台、うものは厳密にはない。冬芽の鱗片にしても，それは

直接耐寒的な機能をもたず，芽からの過剰な蒸散を防ぐ機能をもち‘乾燥に対する指標である (大泉

1951)。また低地から高山へ， あるいは南から北へ行っても生活型の似た植物がどこでも見い出されるこ

と.たとえば同属の植物は一般に生活型の似たものが多いが，モモ属・マツ属 f ハンノキ属・ヤナギ属な

どの示す生活型はp どの森林帯にも見られる。これは温度的な環境の変化に対する植物の側の適応は機能

的なものであって?形態的な適応は二次的なものであるためと考えられよう。温度因子が植物体の生活型

と間接的なつながりをもつことはあっても.水分因子がもっ直接的なものよりも意味が少ないとみるべき

であろう。

わが国の森林帯の分布を左右する主要因子は温度であるから，その観点からの森林帯の区分は，水分因

子によって左右される相観的・生活型的区分とは一応切り離して，温度と直接的なつながりをもっ種の分

布域を単位として.まず大区分をすべきこととなる。その上で相観，ことにその細部の生活型およびそれ

と関連する他の因子によって，細分されるのが妥当であろう。なお森林を構成する種類が少数であれば，

植生型の把握の方法が種あるいは相観のいずれであっても，それらの結果は類似したものとなってくる。

すなわち.相観は類種的な性格を強く帯びてくる。

次lこ種の分布域を基準にして森林帯を区分するとしても，その具体的な方法には 2 つの方法がある。 1

つは特定の種を指標とするもので，多くの区分法はあらかじめ森林帯の指標種を決定し，指標種の分布範

囲をもって森林帯の範囲を便宜的に代表せしめている。これと区分法を異にするのは武田で.多種類の指

標種を考慮において区分するもので，やや類型的な把握方法である。

筆者の研究目的が特定樹種の分布でなく p 多くの種類の温度的な分布範聞に，幾つかの類型的な群が区

BUできるか否かを検討することにあるから.前者の方法をとらないが.前者の方法において特定種に限る

べきであるとした根拠について一応の検討を必要とする。

田中は各森林帯の具体的な境界を使宜的に，所生量の多い衆知の樹種の分布範囲によって定めたとして

いるが，本多は極相を形成する陰樹によって区分すべきであり，その理由として，陽樹は数個の森林帯に

わたって生じかっ一時的なものであるから F 森林帯を定める有力な標準とはならないので，これら一時

的な森林をさげ，全く天然に古くから存在している樹林，ことに陰樹の森林について森林帯を定めたとの

べている。今西(1937) はまた，極相樹種を選ぶぺぎ理由として.遷移の初期あるいは途中相にあらわれ

る種の分布限界が不規則となる欠点をもち.局所的な分布を示すことを理由とし，ミズナラ，ダケカγパヲ

シラカシパなどをそのような種類であるとしている。

二次林構成種あるいは陽樹は，果たして分布の著しく広いものであろうか。篠かに陽樹の中には分布範

囲の比較的広い樹種も存在するが，陽樹でもコナラ噌 さズナラ，シラヵ γ ノ，，ウラタロカンノ勺ヤハズノ、

γ ノキなどの垂直分布の広がりは，モトブナ，シラベ・コメツガ・ トウヒなどの陰樹と同程度の広がり
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をもつものが多いc したがって.分布範囲が広いということと陽樹であることとは，密接な関係をもつも

のではなく，陽樹を徐かねばならない理由とはならね。

また陽樹や二次林構成種の分布域は，果たして変動の大きいものであろうか，二次林構成種の存在はあ

る森林帯のなかで.いつかは見られなくなるものであろうか0・二次林は個々の占有する場所は時間的に変

化しても，常にどこかに存在するのが普通である。例外的に長年月うっぺいした林分が，比較的広い空間

を占めている所はきがせばあるかもしれない。しかし武田.中野の指摘するように.亜寒帯の常緑針葉樹

林といっても.その中には必ずダケカシパが存在するのが常態なのである。したがって，陽樹とても調査

に際し多少の注意を払えば.その分布範囲を押えることができょう。今まで陽樹あるL、は二次林構成種の

分布は，不規則になりやすいとされたことのなかには，谷沿いと尾根との環境差を考慮せず.ある箇所l主

谷沿いにおける分布高度を.他の箇所では尾根上の分布高度を取り上げ，そのまま比較されている場合も

あり，ただ単なる高度のみによる判断は誤りをきたしやすいc 今， fjIJをミズナラにとってみても.筆者の

調査した東山地方尾根の高度ではその変動は少なく.また同様にダケカ γパの下限高度，ウラタロカンパ

の下限や上限の声度の変動も陰樹と比較して小さい(高橋 1961)。そして一般的に分布高度の変動の大小

はl湯樹・陰樹.二次林構成種・極相構成種の違いとは関係をもたない。

このように陽樹や二次林構成種を除かねばならね理由は見あたらないのみならず，むしろ樹種を限定す

ることが主観を混入する危険をもち，またしばしば森林帯の比較を困難にする場合がある。温度条件のみ

で推定した極相構成樹種の分布可能範囲により，森林帯を区分する方法をとると，現実にはその樹種が温

度以外の制限因子で分布せず.それより陽性の樹種による極盛相が成立している場合を無視することにな

る。

陰樹・陽樹といっても.その土地に分布可能な樹種聞の相対的な関係で.生態的な意義が変化する。し

たがって陽樹といえどもこれを除くことは適切でなし、c たとえば， ミズナラはプナより陽樹であるとして

あまり重要視されてし\ないが，北海道ではさズナラを主としブナを欠く極相的な冷温帯林が存在しそ

のプナは山崎(1951)によれば司沖積世の古くから現在の分布域を長年月維持しているものと考えるべき

であろうと述べている c そして.舘脇(l955~1957 , 1958 b )は水平的な森林帯としては.スウェーデン

の欧州ブナ林帯と欧州トウヒ林帯の間にある欧州、I~ ズナラを北限の指標とする汎針広混交林帯と相同であ

り，北海道のプナ林帯.以北‘宮部線とシュさ汐ト線以南の地を汎針広混交林帯とした。また.本州の山で

はブナを欠く地域は存在せず，どこでもブナ林帯は針葉樹林帯に接する所まで上がっていて，ズナラは

二次林的な存在であるとされ(吉良 1952) 司 さズナラ林の極相はないという考え方はかなり一般的である

(木村ら 1952)c しかし噌筆者が調査した中部山岳では付表のごとしブナは東山地方南部においてはき

わめて散点的な分布を示すc この現象は長野県上諏訪地方の湿原(標高 1 ， 500m) の花粉分析によって.

後氷期以降ブナがナラ類の頻度より低率であることが指摘され(中村 1952) ているから，その時代より

支配的な何かの環境因子のために.プナの分布が少ない極相的な森林であったことが推定される。

また，陽樹として代表的なダケカシパは，高山において群落平衡と生活平衡を保ち安定した林を維持す

るのではないかとしづ疑問は.すでに舘脇 (1924) によって提起され，今西 (1937) も森林限界付近のダ

ケカ γパ林は一種の極相であることを述べている。また山崎 (1943) は南樺太北部において，洪積世時代

にカンパ類が優勢な，気候的に安定な森林型があらわれていて.それは遷移の一局面的な存在とは考えら

れないと述べているように.水平分布でも陽樹が安定した林を作ることを指摘している。亜高山帯林がダ
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ケカシパ林によって優占され，針葉樹を含まない例は，北海道(舘脇 1958a) や裏目本最多雪地域に普

遍的であり，これらのダケ方 γパ林は，常緑針葉樹によっておきかえられることのない公安定した林なの

である。

ミズナラやダケ :f.J γ パはプナタシラペ， トウヒなどに比較して.水平的な分布域は広いから.温度的な

森林帯区分に対して指標をとるとしたら，むしろこれらが選ばれてしかるべきであろう。

このようl に司わが国の森林帯を種の分布の観点から研究する場合，対象を陰樹に限定することは自然を

理解する上に正しくないこと，また陽樹を対象から除くのは横のつながり.すなわち遷移を考察し得ない

ことにもなる。

従来の森林帯の区分は，隣接する森林帯の間を一線で区分する方法がとられている。その場合，境界の

判定には，本多の熱帯林や暖帯林の北限決定に際してとられた，量的な勢力の優劣による区分，中野の優

占度による区分，また今西が亜高山帯の上限に森林構成樹種の分布の連続性を失う限界をとるなど，量的

な基準が考慮されている。これらの量的な値は，温度条件以外の多くの要因により変動しやすいものであ

り，それ自身生態学的な意味を持つが，これをあらゆる場合，ことに温度的な分布範囲を定める場合に，

適用することはできないであろう。また，種の自然における社会的存在様式は 2 本群生するから社会であ

り 1 本であるから社会的存在でないとする考え方は正しくない。たとえ 1 本でも， その自然における

存在(取り出された個体でなく)はその種の社会にとっては，社会的な存在の一つのあらわれであるとみ

なすべざであろう。また，各森林帯の境界は上下の指標種の重なった場合における取り扱い方により変動

し，田中はそれらの中央値をとり，あるいはいずれか一方の樹種の限界高度をもって代表させる諸氏の方

法がとられているが，これによる境界の高度の遠いは森林帯の概念的な把握を目的とするときには 重要

な問題ではないと忠、われる。

以上のように，従来は日本の森林帯の分布を環境と結びつけて考える場合には.主として温度因子が取

りとげられてはいるが，森林帯そのもののとらえかたは必ずしも温度的な反応のみでなく，他の要因によ

る植物の反応(生活型・量的な値)も考慮され，概念的にとらえられていることが多いといえよう。

また，森林帯が特定の樹種の分布範閤で区分されている場合は，森林帯が植物の類型的な集まりとして

ではなく，厳密には取り出された樹種の帯としての意味しか持たない。この樹種限定が森林帯の応用的意

義，森林帯の成因解明などに発展することの少なかったプ因であると思われる。

これらの観点から，温度の緯度的・垂直的な推移にともなう森林帯の変化を分析し，すでに概念的に区

分された帯を細部にわたって裏付けていくには植物の種の分布を基本的な単位として，特定の種類に限ら

ず，多数の種類の分布様式から検討する方法をとる必要があろう。植物の温度的な分布類型は，それら植

物の分布範囲によって具体的にとらえられる。またこの調査方法をとれば，得られた植物の分布資料から

求めた広義の生活型組成により 7 森林帯の成因や生態的な意義を明らかにし，さらに地方的な小区分が可

能となり，過去から現在に至る気候と植生の関係を明らかにしうるので.将来に対する基礎的・応用的な

意義も大きいものとなろう。

E 調査地域と方法

調査地域はわが国で最も高度差の大きい山岳をもち，その低所は常緑広葉樹林帯の領域にあり，その高

所は高山帯におよぶ中部地方を対象とした3 中部地方は気候的にみて大きく 3 地域(東海・東山・北陸)
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に区分され(福井 1939)，各地域は南アルプス，北アルプスをはじめとする諸山系を気候界として，それ

ぞれ特徴ある気候を有する。

東海地方は中部地方の南部に.太平洋に面して位置し.夏季は高温多湿な小笠原気回が直接山体に衝突

するため雨量多く，冬季は 3地域中最も寡雨な気候を示す。

東山地方は中部地方の中央部に位置するため内陸性の気候を示し，気温の較差は大きく.西および南に

山脈をめぐらすため夏冬ともに寡雨地帯である。

北陸地方は中部地方の北部に.日本海に面して位置し.東海地方に比し夏季の降水量やや少なし冬季

は日本海上で変質した湿潤なシベリヤ気団の影響をうけて，豪雪地帯として有名である。

各調査地域の具体的な範囲は次のごとくである。

東海地方:静岡県(伊豆半島を除く)

東山地方:長野県(伊那・木曽地方を除く)

北陸地方:新潟県南西部・富山県・石川県(能登半島を除く)・福井県北部

植物分布を調査する場合‘調査範囲を幾つかの地域に区分して.その各地域の中では，植物の分布に影

響する気候要因が比較的均一な値と変化勾配を示しかっ他の地域との境界は，気候要因が急な傾度を示

す境界で分けられることが望ましい。本研究では温度因子を主体とするから.調査地域を緯度的な違い.

内陸性の違い，気温の年変化形式の遠いを考慮して上記の 3地域に区分した。

各地域内において，海抜高の低い地点から高い地点へ，幅約 10m の連続したベルトを設け，各ベルト

は高度 1∞m ごとに区切って調査単位区とし，その中に生育する植物の種類と量を調査した。高度測定は

山岳用アネロイド高度計を用い，三角点などを通過するたびに更正した。調査にあたって地形の関係で連

続したベルトを設定し難いときはベルトを 2~3分して調査し，取りまとめの際はこれを 1 本として取り

f及った。

ベルト数は各地域内における植物分布高度の変動に応じ.必要数をとることが望ましいが，現実には地

形や歩道の有無が調査経費とあいまってベルト数を制限し.少数に限られた地域もある。

高度 1∞mごとに区切られた調査単位区内の植物出現量は次の階級に分けてその量的表現をした。

(+) : :まれに出現する植物

(1) :出現量が少ない植物

(2): 普通に見られる植物

(3): 多数出現する植物

対象とした植物は高木・低木・亜低木・藤本など，すべての木本植物をとりあげた。

調査に当たって問題となるのは，分類学的な単位である種.変種，品種の取り扱い方である。種は系統

的な基本単位であると同時に，生態学的にも基本単位であるから，本研究では種を基本単位とした。しか

し，現在変種や品種として取り扱われていても‘その生態的な分布域が母種と異なる場合すなわち生殖的

に隔離していると見られる場合は.外部形態の差異の大小にかかわらず種と同等の位置を与えて調査し，

一方，母種と混在して生態的な分布域が全く重なる品種は，母種に含めて論ずることとした。また，これ

らの関係が不明のものは，母種とは一応分けて取りまとめをおこなった。さらに，筆者が単位として取り

扱った種集団の中には，形態土は近似していても，幾つかの機能的に異なった型に分けられるものがある

かもしれない.それらは今後の研究にまつほかはないが，それらは分布域の広レものとなる可能性が高い。
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なお，植栽木の分布は天然分布とは全く異なったもので，種の生活環を全うする範囲でなくとも分布して

いる。ことに種子の生産散布稚苗段階は人為的に管理されたものであり.本研究では除外すべきであ

るが，参考のため記号を付して載せたものもある。

各地域内における植物分布高度を求めるためには.片寄った資料の取り方を避けねばならない。以下種

々の条件について吟味してみよう。

尾根と谷沿いとでは植物の生育する下層大気の気候的な環境に違いがあり，一般に凹状谷では気候厳酷

で，凸状地形では温和であることは WOEIKOF ， A. により明らかにされている(福井 1941)。 また植物

生活に最も関連の深い夜間温度は谷間で著しく低いから，たとえ昼間の温度が高くて平均気温としては尾

根と差を示さなくても，植物分布高度に強く影響すると考えられる。また. 土壌的には尾根は乾性土壌

を，谷沿いは湿性土壌をそれぞれもつのが一般的な傾向であり，このため植物の種類相もかなり異なって

いる。これらの理由から.ベルトは尾根と谷沿いに層別してとることとした。

本調査ではおのおのの高度に適応する植物は，すべてが該当する高度範囲に出現することが望ましい。

この場合陽光の十分に入射する植相，移行相，うっぺい相の各相が高度 100m の調査単位区内に存在して

いれば，陽性植物から陰性植物にいたる各種植物の分布が一応調査できるが9 もし里山近くで移行相が続

き，上に至って急にうっぺいした林相が続く場合を例として考えると，陽性樋物は長期間うっぺいした林

がなければ，さらに限界は上昇しうるのにもかかわらず，見掛け上の限界が林相の変化点に現われる。ま

た，八ヶ岳や富士山の山麓のごとく，永年のあいだ大面積の草原となっているところでは.陰性植物は生

育範囲内であっても生じ難い場合もありうる。このようなことは大面積の山火二次林にも現われる。陽光

から見て，この左右両極端の中間の林相においては，陽性植物も陰性植物も生育範囲内であれば，出現す

る可能性が大きいと見てきしっかえないであろう。森林帯.の調査地の条件として.従来極盛相であること

が要求されているが，これは従来の森林帯の研究が.極盛相の相観あるいは樹種による地域区分を目的と

するためで，本調査では相観をはなれ，種の分布類型による森林帯の区分を目的としている。 したがっ

て，調査地域が極盛相でなくてもさしっかえない。平野部における植物分布は長し、間人為的影響をうけ

て，植物の天然分布を知ることは困難であるが，山地を対象とする垂直分布の場合は，水平分布に比して

人為的影響が少なしたとえ二次林であっても.植物の分布はより自然の状態に近い。たとえば，極盛相

を形作るシイノキ・カシ類・ヤプツバキなどが二次林の下層に，あるいはスギやヒノキの人工林下に生ず

る例を本調査において数多く見ることができ.また吉井・吉岡(1949) は.筑波山において同様の例を挙

げている。谷口(1956) も神奈川県三浦半島において.十数年ごとに伐採されている二次林で句シイノキ

・アカガシ・アオキの出現頻度が約田%に達することを述べている。北海道の山火跡地でも‘種子散布の

可能な範囲の面積で，その立地が適していればカ γパ類やドロノキなどとともに， トドマツやエゾマツが

ほとんど同時に侵入していることもある。したがって本調査では，草原が広大な面積を占めている八ヶ岳

山麓や，うっぺい相が調査単位区全体におよぶとき，および伐採跡地の場合のみ，ベルトの位置を移動し

たり，補足調査をなして誤りを防ぐこととした。

地質が異なっている場合に起こる植物の不規則な分布について，過去の諸研究によれば.蛇紋岩と石灰

岩地帯においては特有な種や群落をもつこと(舘脇 1933 ‘ 1938 ，北村 1950，吉井・吉岡 1949 ， WHITTAKER , 

R.H.1954)，また一般に植物の北限・南限や上限・下限がこれらの地lこ出る之と(山中 1954，清水 1958)

など，異常な分布をすることが明らかにされているc 調査したペルトにおいては，この蛇紋岩や石灰岩の
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露出する地域は面積的に小部分(東山地方)であり，たとえ不規則な分布高度がででも統計的に除きうる

ので，まず問題にはならないと考えられる。また富士山のごとく.火山活動が比較的近い時代においてみ

られた地域は，種類によって分布にかたよりがある(高橋ら 196û c ) ので除いた。

植物分布高度と方位については種々論議されているが，ある地域の中で.長いベルトを設定するとき，

地形的な制約をうけて各方位ともむらなくベルトを設定することは困難となる。たとえば，東海地方では

谷沿いのベルトは南面，尾根のベルトは東~南~西の範囲にはいる。東山地方では谷沿いのベルトは東商

が多く，尾根のベルトは山脈が南北に走っているため，東面と西面がその大部分を占めるc 北陸地方では

北~西面の尾根が地形的に多く，ベルトもこの方位に集中する。したがって.方位f.二よって分布高度に差

があるとしても.その検討は行なわなかった。なお.調査対象地域のうち，南北方向に広がりをもっ東山

・北陸地方においては，続度に応じてベルトを配分し，南北のいずれかに備することを避け司各地域内に

おける植物の平均分布高度を算出しうるようにした。

N 各地域における植物の垂直分布

各地域内におけるベルトの位置および調査高度の範囲は第 1 表および第1， 2 図に示したc 東山地方の

ベルト位置図は既報(高橋 1961)を参照されたい。

第 1表ベルトの位置と調査高度

Table 1. Locality and investigated altitude of each belt. 

地域 ベルト 4、.、 ノレ ト の fl� 置
調査問J 度
Altitude 

District Belt Locality investiga!ed 
(m) 

根 ~ I 福大和用~八高山・大関角~前黒千法師岳・ 小西俣~塩屋見岳 ω0~3 ， 047 

海東望 JE 同M 

尾 2 墓瀬~高~670m 三 点， 頭岳~板堪取山，二軒岳小 ~悪沢岳 ω0~3.100 

Ridge I 3 田 山.千頭~天狗石， 島~赤石 100~3.100 

谷沿い I � I 大安井川(五和島~東大俣~井川越東方小沢)
Valley I 2 倍}II (郷 ~ 谷筋)大井川西俣(二粁小屋~三伏峠) 100~2.580 

l 八方尾根根黒喜 (細野~岩近尾唐五E線松竜霊長法岳〈大]) 

I 800~2 ， 696 

2 

滋遠官披見制度尾 沢峠流大〈神点滝.域赤中付山 冷缶沢~爺子岳〉
800~2 ， 700 

3 800~2 ， 670 

尾根
4 I 800~2.763 

5 ーの沢 流点~蝶ケ岳 800~2.664 

東 Ridge 
6 オヒ4、倉~ , 800~2.600 
7 島々~鉢盛山 I 800~2.446 

山屯S N 

8 八ヶ岳西東面(青海柳. 富白士見尾~西岳， 辰野舘~中山) . 800~2.493 
9 八ヶ岳面(小~樺根~天狗岳) 800~2.646 

地ト4

! 制平11 ( 蜘
方 2 川下流，松川l南俣 700~2 ， 800 

谷沿い 3 鹿島川 700~2 ， 300 

4 箆中島烏 )11 
Valley 5 房川 700~2.300 

6 I.~ )11 700~2 ， 500 

7 々谷 700~2.135 

1 

片鶴笹t瀬津t竜~八全~法幡型岡恩~前川寺7家山ケケ43:河原岳山!11m1里~p=市浮早北~山角熊又月ノ士点瀬猫尾尾山小，幅恨屋山~岩御~z~間〈薬馬朝前ス口師陣場ゴ日~号尾島岳大恨~汝餌~峰薬岳師〉岳北 Z 2 200~2 ， 680 

陸・己 尾根 3 200~2 ， 900 

地方 旦占
4 200~2 ， 900 

5 尖山.千 200~2.800 
Ridge 

6 釈宇泉奈寺月~~僧寿高 朝 200~2 ， 700 

7 200~2 ， 418 
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第 1 図東海地方におけるベルトの位置
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Fig. 1 Locality of each belt in T�ai c1istrict. 

•••• Belt 

05  10 1520Km 

L 
L 

、、 N36."

第 2 図 北陸地方におけるベルトの位置

Fig. 2 Locality of each belt in Hokuriku c1istrict. 

A附 YARI
3180 

東海地方では大井川と安部川の 2流域において，尾根は 3 本のベルトを，谷沿いは 2 本のベルトを設定

した。東海地方においては高山が大井川流域の上流部に集中しているため.同一高度の各ベルトは近接し

た地点に集中しp かつ開発も登山の歴史も比較的新しいため，ベルト数も多くを望みえなかった。

東山地方は日本北アルプスの中心地を含み，本地方の西部に後立山・常念などの各連l峰や鉢盛山塊が南
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北に速なり，さらに本地方の東南部に八ヶ岳連峰が存在するため.同一の基準高度から高山に至るベルト

を多数とることができ，尾根のベルトは 9 本を.谷沿いのベルトは 7 本を設定しえた。なお，基準高度を

700 例(谷沿い)， 800 m (尾根)にしたのは，それ以下は平坦地で農地・集落が発達しているからである。

北陸地方は北アルプス後立山連除の北端に位置する朝日岳と.叙岳・立山・薬師岳などの高峰を連ねる

立山連峰およびその西にそびえる白山に至る関の.日本海に直接面する山地に‘尾根のベルト 7 f.:を設定

した。しかし海岸平野から急傾斜でそそり立つこれらの山々から流れ出す諸河川は.常願寺川や手取川

など有名な荒廃河川であり.上流の両岸は火山の温泉作用により植物の正常な分布を許さない崩壊地が連

続し，また年々の雪代水や豪雨時の洪水により河岸林の発達は不良で司谷沿いのベルトは設定しえず噌や

むなく除外した。

以との各地域内各ベルトの植物分布の調査結果を.尾根・谷沿い別に整理して.付表 1-5 に示す。

これらの表を見ると，すべての植物が温度的に分布可能な範囲内に連続して分布するものではなく，散

点的に不規則に分布するもの， 分布が地域的にかたよっている種類も多い。この理由は種々考えられる

が.例をあげると.谷沿いに生ずる植物の種子(浮水性)が水流により運ばれ，温度的な適応範囲外に自

生することがありうる。特にわが国のように渓谷状の河川が多いときは. 多くの山地植物も例外ではな

い。著者の資料からその影響を検討する手段としては.尾根と谷沿いに共通に分布する植物が.温度的に

分布可能な範囲を示すとしたら，谷沿いにおける分布高度は上限も下限白尾根における分布高度に対し

ほほ似た範囲だけ下がっているのが通常であるから.もし水流に流されて生じたものがあれば，尾恨と谷

沿いにおける植物の上限高度の差よりも下限高度の差の方が大きく.谷沿いの下限高度が下がっているこ

とが予想される。しかし，尾根と谷沿いに共通な植物で，上・下限が得られた種類はきわめて限られ.東

海地方のウララロモミと 5 ズナラのみであった。この両種については下限高度の差が上限高度の差より著

しいという結果はでなかった。他の多くの種類については.今後の検討により補正を必要とする場合があ

るかもしれない。また中部地方において，太平洋側山地と日本海側山地のそれぞれ特徴ある気候(積雪の

多少)に左右され，分布が地域的に限定される種類もある。たとえば東山地方で見られる例として，裏目

本型植物といわれるエゾユズリノh マルパ7ンサク，ハイイヌツゲなどが東山地方の北部のベルトには出

現するが，南部のベルトには散点的に生ずるのみで.地域的な分布の片寄りを生ずる。また，北陸地方に

おけるカラマツ.シラカシノ久ウラクロガシなどの分布はきわめてまれで，その場合の分布は温度的に分

布可能な範囲を示さない。その他.東山地方尾根のベルトにナガパヤナギやノ、ルz レなどが時にはいって

し、るが.本来は谷沿いの湿潤な立地に適生する種類でも.時に尾根上の一局部に存在する湿潤地に生じて

いたものが資料にはいる場合もある。このように，尾根といっても基岩を裸出した立地を含む調査単位区

もあれば，湿潤な凹地を局部的に介在することもあるし.谷沿いのベルトにおいてもその細部の立地環境

はさまざまで，肥沃な河岸段丘，渓谷林.岩礁地など土壌的に異質な立地が含まれている。また.部分的

に温泉や蛇紋岩の露出地などが介在し，植物の分布は散点的.不規則分布をするものが出てくる。これ

ら不規則な分布をする場合を含めて分布高度範囲を求めても，きわめて変動の大きい値しか得られないの

で.一定の客観的な飾忙かけてこれを除き，各地域.各地形.各ベルトで普遍的に分布する種類を取り

出して，以下の各項目について論ずることとしたい。不規則な分布資料を除く簡は主観のはいらないよう

な，各植物に対して平等に‘しかもできるだけ簡単な方法がよい.複雑なほど仮定がはいるからである。

ベルト内で‘ある植物が出現する高度範囲は，もちろんその地方の気温減率や，植物自体の適応温度範
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閉などによって異なる。しかし.分布可能な垂直分布範囲がわずか 200m や 300m にすぎないような種類

は，調査地域においてはまず無いであろう。また高度的に連続して分布しているものが，急にある高度か

ら出現しなくなる場合は，その限界高度は一応温度的な分布限界として信頼しうると考えられるがp 分布

範囲内に出現しない区数が多いときは，その限界高度の信頼度は劣る。

そこで，ベルト内における各植物の分布が垂直的に分布可能な範囲を示すと判定する場合の最低条件を

次にかかげる。

1. ベルト内で出現する区数が 5 個以上あること。ただし，調査範囲の最低あるいは最高の区に出現す

る植物はその調査高度外にも分布するものとして，この数にこだわらない。

2. ベルトにおいて，出現範囲内の欠区は 2 区以下であること。ただし分布範囲の上限あるいは下限の

いずれかにおいて，出現する区数が 4 区以上連続する種類は，その連続する側の限界高度は信頼しうると

考えられるので採用する。

以上の 2 条件を満足する種類の限界高度をもって，以下の各項目について検討するこ]ことした。

なお，限界高度の算定にあたっては，限界の区の中央値，たとえば限界高度が L400m"-'1 ， 500m の区

にある場合は 1.450m として計算した。

V 緯度と植物分布高度

一般に緯度が高くなるにしたがい気温が低下し，植物の分布高度もそれにともなって低下するといわれ

る。

東山地方ではN35045 "-' N36 045・，北陸地方ではN3505û・~ N36 051'の各範囲にベルトが分散しているの

で，各地域内におけるベルトの位置と.植物分布高度の関係をまず検討する。

付表 3~5 の各資料において.それぞれ 2 本以上のベルトに限界高度が得られた植物のすべてをとりあ

げ， 2 ベルト(南に位置するベルトと北に位置するベルト〕聞に共通な種類の限界高度の差を求め.それ

より 2 ベルト聞の植物分布高度の較差を算定した。その結果を第 2 表に示す(東山地方の結果は既報(高

橋 1961) を参照されたい)。なお.全ベルトを一括して差を見ず. 2 ベルトごとに差を検討したのは，地

域内のベルト全部に限界高度が得られる共通な種類が，きわめて少数に限られてくるからである。

第 2 表 各ベルト聞の植物分布高度の較差(北陸地方，尾恨)

Table 2. Vertical difference of plant distribution belween southern belt 

and n�thern belt (Ridge , Hokuriku district). 

ベルトの地理的位置 北 North ← →南 South

Situation 

of belt 

~t 
North 

• 

• 
南

Belt 7 6  5 4 3 2 

No.1 
6 I 109土 38汽 75) Vertical difference (m) 
5 I 113土 52汽76) -31 土 32 (85) 

4 I 84士 38汽73) 40士 42 (93) 12士 32(104)

3 I 78土 48努(68) 7士 38 (70) 5土 32 (93) - 1 土 26 (80) 

2 I 98土 32汽63) -28士 22汽74) -22土 26 (87) ←35土 50(100) - 1 土 48 (80) 

South 84士 54汽63) 103土 44普(88) 165土 44汽79) 127士 58汽75) 145士 36汽62) 104土 40汽73)

〕内は標本数，持 p=ひ.05 で有意差のある値。

( ) ......Number of common species. 器 5% level of significance. 
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表の値は，南に位置するベルトとそれより北のベルトとの共通分布種の高度差の平均値と，その信頼範

囲および共通種の種数 (N) を示す。

次に各地域において，緯度から見て中央に位置するベルトを基準として，それより南北に位置するベル

トとの植物分布高度の較差を，信頼範囲の狭い，すなわち，平均値の変動の少ない値を用いて計算した結

果を第 3表に示した。

第 3表基準ベルトと他ベルトとの植物分布高度の較差

Table 3. Vertical di妊erence of plant distribution between 

th巴 standard belt帯 and the other. 

d東ge 山地方・尾根 東山地方・谷沿diい 北陸地方・尾根
Ridge of T�an district Valley of T �an district Ridge of Hokuriku district 

ベル ト "" ノレ ト
Difference 

ベル ト D較ifference 差(m) 
Belt Dihrencei 

(m) Belt (m) Belt 
( 1 ) (2)栄養

- 110 ;ft Vl - 149 
Noih rth 

R7 - 125 
Noph I 2 - 63 

North 
2 - 145 6 + l - 40 

- 120 3 - 112 5 一 5 

4 - 50 4 - 37 4 + l 。

基準 5 

+9O 0 i 1 基 d準ar 
5 - 41 基準 3 。

Standard 
6 6 。 Standard 2 - 27 

7 + 98 11 Stan~ard 7 - 27 1 + 145 + 63 

南 9 
南

South 8 + 163 南 South South 

制北陸地方のベルトのうち，夏期残雪や湿原が見られるベルトを除き， R4 のベルトを基準と

して算出した値。

発 Standard belt is situated at the central part of each district. 

栄養 In this case , it makes an exception of partially snowy belts. 

またベルト聞の緯度差が 10' 以上あるベルトの組合せのうち，南に高く北に低い正常な有意差をもっ例

数と，それをもたない例数をみると，東山地方尾根では前者が24例.後者が 3 例 (R4 ・ R 1 , R4 ・

R2 , R9 ・ R 6) であり，谷沿いでは前者が11例，後者が4 例 (V7 ・ V2 ， V7 ・ V3. V7 ・ V4 ，

V7 ・ V 5) である。北陸地方尾根では前者が10例，後者が 5 {?1J (R 2 ・ R3 ， R2 .R4.. R2 ・ R 5 , 

R2 ・ R 6 , R 3 ・ R 6) である。

以上の結果から一般的にいえることは，一部の例外はあるが，植物の分布高度は北に行くほど低下し，

比較する 2 ベルト聞の緯度の開きに比例して植物分布高度の較差は大きくなること，また内陸部の東山地

方は，北陸地方よりも緯度にともなう分布高度の較差が顕著にあらわれていることである。

これをさらに細部についてみると，北陸地方では最北のベルト R7上の植物分布高度は，他のベルト上

における分布高度より低く，最南のベルト R1上の植物分布高度は，他のベルト上におけるよりも高い

が， それらベルト聞における分布高度の較差の大小と，緯度の聞きとの関係は顕著でなかった。また R

2 , R3 , R4 , R5 , R6 の各ベルト聞には，植物の分布高度に顕著な差は認められなかった。 R3"'-'

R6 の各ベルト関は緯度的な開きが少ないため，差が顕著でなかったとも考えられる。またR2 と R6 の

差は， R2 における植物分布高度の方が低い結果となった。この原因については?著者 (1960 a) が北陸
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地方におけるハイマツの下限高度が異常に下降する原因について述べたごとく， R 2 の尾根の標高 1 ， 500

m以上は緩傾斜の幅広い尾根が発達し，一部に残雪が初夏の候まで見られ.る地形が存在し.そこでは植物

生育期間が短いため植物の限界高度が低下するのに対し， R 6 はそのような地形をもたず司南に位置する

R2 は北に位置する R6 よりも植物分布高度が低くなる現象を生じたものと考えられる。 R2 のごとき地

形はR3 ， R5 , R7 にも見られ，それぞれ標高 L900m 以上，標高 1， 600m 以上，標高 1 ， 7∞m以上に

幅広い緩傾斜匂尾根をもち.夏期残雪が見られ，湿原も発達している。これに対して尾根幅狭く.傾斜も

200~40。で，局所的な凹凸が少なく，残雪や湿原の少ない尾根はR6 のほか， R 1 , R4 がほぼこれに

該当する。第 2 表においても R2 ・ R3 ・ R5 の各尾根はそれぞれ，それより北に位置する R4. R 6 と

の聞に負の較差あるいは僅少な較差を示す傾向をもち，これに対してR l， R4 , R6 はそれぞれそれよ

り北に位置するベルトとの聞に正の較差を示す傾向をもっ。

北陸地方と東山地方の気候的な相違点のーっとして，北陸地方では平均最高積雪深や平均根雪期間は緯

度と関係なく全般に多く，たとえば白山では平均最高積雪深は 3 11! 以上，飢岳や朝日岳では 2.5m 以上，

また平均根雪期聞はいずれも 120 日以上となっている。これに対し東山地方の山岳では・平均最高積雪深

や平均根雪期聞は，北へ行くほど増加していることがあげられる (農林省農業総合研究所:積雪分布図

195;;)。これは北陸地方の山々が冬季の季節風に直接面するのに対し，東山地方では南になるほど冬季の

北西季節風をさえぎる山脈の数をますためと考えられる。このように東山地方では，ベルトの位置が北に

なるほど積雪量をまし，植物の生育期間も短くなる。このことは緯度による影響とともに北に行くほど低

狙な環境をもたらし，植物分布高度を低下せしめていることになる。すなわち，東山地方で比較的規則E

しい植物分布高度の変化が見られるのに対し，北陸地方で不規則なのは，一面総皮にともなう低温の影響

のほかに雪の分布の違いにもとづく低温の影響も考慮すべきものであろう。

VI 各地域における植物の平均分布高度

ある植物の分布範囲内における密度や頻度は決して一様ではなく，他の植物や各種環境の影響をうけて

変化するものであるが，一般的にはその種類の分布範囲の中心に密で，縁辺に疎である。したがって，植

物の垂直分布範囲はそれぞれ最上限，最下限の各点を地域的につないで，上・下の限界線ではさまれた地

域を分布範囲として図上に表現しうる。しかしこの方法では，ある地域内における分布範囲の平均値は得

られず.地域単位の比較に困難をともなう。また同一気候下でも，局所的な環境のために特異な値を含む

とき.これを区別できない。そこで，各地域ごとに正常な分布限界高度を求めるため，緯度などによる定

差を修正し垂直方向のみの環境の違いによる平均限界高度を求めた。これによれば，各限界高度の偏差

が求められ.かつ特異な値は一定の危険率で除きうる。除かれた異常分布値はその原因を探求することに

より.その種類の生態的性質をいっそう明らかtこすることができょう。

各地域で尾根・谷沿い別に各植物の平均分布高度を求めるため，前項の緯度などによる各ベルト聞の較

差を修正し，各ベルトにおける同種植物の分布高度値を同一母集団の値として取り扱いうるように，第 3

表を用い各地域の緯度的に中心となるベルトを基準として，南北の各ベルトにおける分布高度を修正した

イ直を用いることとしたc

東山地方はベルト数 CN) が 7 本以上えられたので，各植物の各分布限界高度値が 4 個以上えられた種

類について，限界高度の平均値(主)とその信頼範囲 (U正 x t 0・ 05) を求め，以下の検討をおこなうこと
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とした。各分布限界高度値が 3 個以下の種類は，その平均限界高度の信頼度が劣るので対象外とした。分

布限界高度が調査範囲外にあると推定される種類(各ベルトの調査範囲の最上部・最下部の区に分布して

いるもの)は平均値のみ求め.真の限界高度値は計算値より高所あるいは低所に存在することを示す。た

だし.真の限界高度を示すベルト数が，対象となったベルト数の70~五以上を占めるときは.計算値が真の

平均値に近似するものとして取り扱うこととした。

北陸地方のベルトのうち， R2 , R3 , R5 , R7 は前項でのべたように異常な分布を示すため，垂直

分布の資料としてはこれを除き， R l, R4 , R6 の各ベルトについて検討する。北陸地方や東海地方で

はベルト数が少ないので，それぞれ全ベルトで限界高度がえられた種類の平均値のみを算出して.比較に

供することとした。

この結果，垂直分布範囲の明らかとなった種類数は，東海地方の尾根で57種類，同谷沿いで 127 種類，

東山地方尾根で 79種類，同谷沿いで 83種類，北陸地方尾根で 49種類である。これらを第4~6表に示

す。なお東山地方における各植物の垂直分布限界高度は，既発表の報告(高橋 1961)を参照されたい。

第 4 表 垂直分布限界高度(東海地方・尾根)

Vertical limits of the ligneous plants on the ridge in T�ai district. 

平均下限 平均上限
高度高度

Average Average 
lower upper 

limit (11) limit (m) 

119 I ヤマウルシ I 150持 ト 417
122 I イヌツゲ 150梼ト 183
125 I アオハダ- I 1.583 
126 I ソヨゴ 150吐し217
127 I ナナメノキ 150持 283 

133 I ゴシズイ 150普 550 
143 I コミネカエデ 950 -
146 Iツタ 150持 583
147 I ノブドウ 283持 ヲ83
152 I ヤブツバキ 150特 517 

154 I ヒサカキ 150持 883 
156 i ツルグミ 150持 683 
158 I センノキ 283梼 1.783
159 'コシアプラ 450 1.750 
165 :イワウメ 2.950 3.050餐

166 ，リヨウプ 150梼 1.817
175 I コヨウラグツツタ 1.650 i 2.717 
177 1 アセビ 150* 1.417 
182 1 モチツツヲ I 150伺 1.117 
188 1 シヤシャンポ 150梼 417 

190 コケモモ 2.750 3 ， 050梼
191 I クロマメノキ 2.850 3 ， 050勢
192 1 ヤプコウ:/ : 150持 650 
193 i ャマガキ 217*， 583 
195 1 エゴノキ 150* 1 , 183 

196 I コハクウシポク I 917 1 , 450 
199 i コノマノトネリコ 150餐 1 ， 350
2021 テイ方方ズラ I 150*, 550 
204 I ムラサキシキブ I 150脅 し 350
213 1 コノマノガマズミ 150* 1 , 317 

218 1 サルトリイバラ l 15OA61 1 183 
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第 5表 垂直分布限界高度(東海地方・谷沿い)

Table 5. Vertical limits of the ligneous plants along the valley in T�ai district. 

平高均下度限 平高均上度限 平均下限 平均上限

植 物 名 植 物 名 高ー 度 高 度
No. Average Average No. Average Average 

Name of plant lower upper Name of plant lower upper 
limit (m )1 limit (m) limit (m )I靖mit (l1�) 

イ ヌ jf ヤ 150養 900 77 ノ ウツギ 550養 1,750 
3 モ 、、、 150発 I ,Coo 78 タマアラサイ 150"快 1,450 
4 ウラデロモミ 1,000 1,750 81 シ 弓壬 ツ ケ 1.850 
5 シ フ ""'・ 1 ,600 2 ， 600'決 82 ヤ -マ ブ キ 250脅 1 ,050 
6 アオモリトドマツ 1 ,750 2 ， 600梼 83 J イ 2 ミt フ 150* 1.200 

7 カ フ てr ツ 1 ,300 2 ,200 84 クマイ チゴ 2 ,000 
B ト ウ ヒ 1 ,400 2 ,450*! 88 フユ イ チゴ 150後 300 
9 コ メ ツ すf 1,400 2 ,150 89 クサイ チゴ 150持 650 
10 、7 すf 250持 1,300 90 ノマ フ イ チゴ 1,400 
11 ア カ "7 ツ 150"後 850 91 シナノキイチゴ 1,550 2 ， 450特

12 ノ、 イ 留守 ツ 2 ,600 2 ,600* 95 ナナ方マ 1,450 2 ,500 
13 ロ ノ キ 1,350 2 ,250 96 ウララロナナ方マド 2 ,200 2 ， 600持

14 オオパヤナギ 1,350 2 ,250 99 ウラタロノキ 1, 100 
18 シパヤナギ 150* 1,100 102 リ ツ ボ ク 150後 450 
20 コゴメヤナギ 150努 700 104 、、、 ネザク フ 1,450 2 ， 600特

22 サワク.ノレ 、、、 350* 1,700 105 キ ノ、 ギ 150者 1,550 
23 ケヤシヤプシ 150* 1,600 108 ネ コ ノ、 ギ 200"発 700 
24 ケヤマハンノキ 150長 1,400 109 コマツナギ 150"後 750 
25 ヤハズハンノキ 1,450 2 ,050 110 フ :; 150養 1,050 
26 ミヤマハンノキ 1,500 2 ,450 111 ク ズ 150* 900 

27 オオパヤシヤブシ 150長 500 112 ネ ム ノ キ 150者 700 
28 ウララロカシノマ 1,500 2 ,050 113 サシシ ヨウ 150梼 1, 150 
29 ダケカ シパ 1,450 2 ， 600後 114 イヌザンショウ 150後 500 
32 喧ー ワ シ ノミ 550 1,500 115 アカメガシワ 150後 750 
33 ク "7 シ ァ， 150* 1.550 118 ヌ ノレ ア 150持 1,050 

34 ア カ 三ノ ア 150兼 1,400 119 ヤマウルシ 150普 1.050 
35 イ ヌ シ ア 150* 1,300 122 イ ヌ ツ ゲ 150持 950 
36 ス ゲ γ イ 150l時 250 129 ツ ノくt ナ 2,200 
37 ア フ カ 、:ノ 150後 600 130 クロツリパナ 2.200 2.600発
38 ウラジロカ'シ 150者 750 131 ユモトマユミ 1,050 1,750 

39 ツクノぐネヵーシ 150* 600 134 ウ カエデ 350後 1,000 
40 シ フ カ γ 、 150栄 600 136 オオモ 、、、 :; 400 1, 150 
41 コ ナ フ 150持 900 138 イロハカエデ 200梼 1,100 
42 、、、 ズ ナ フ 600 1,650 139 コハウチワカエデ 650 1,800 
44 ク 150焚 1,100 141 イタヤカエデ 200'後 1,800 

46 ケ ヤ キ 150持 1.150 142 オガラパナ 1,500 2.550持

47 ヤ "7 ク. ワ 150袈 1,050 143 コミネカエデ 1,900 
48 イタピカズラ 150l時 350 145 チ ド / キ 450 1,400 
49 イ ヌ ピ ワ 150持 250 146 、y タ 150* 650 
50 コ ア :!J ソ 150者 1.650 147 ノ ブ ウ 150* 1,050 

51 フサザク フ 150持 1.450 148 サンカクヅル 150後 1,050 
53 :!J ツ フ 2.300 150 シ ナ ノ キ 850 1,850 
54 クサボ タ γ 150発 1,750 151 サ Jレ ナ ン、 150* 1.500 
55 ボタシヅル 250* 1.300 152 ヤプツパキ 150l降 750 
56 セシエシソウ 150発 300 154 ヒ サ :!J キ 150* 700 

57 ア ケ ピ 150持 1,000 155 キ ブ シ 150l時 1, 100 
58 E ツパアケビ 150袈 1,100 157 ア キ グ 、、、 150梼 1,600 
60 ピナシ方ズラ 150後 300 161 タ フ / キ 150持 1,850 
65 ク ロ モ :; 250後 1.550 162 キ 、プ タ 150梼 450 
67 カナクギノキ 150持 750 163 ア オ キ 150後 450 

69 タ ブ ノ キ 150後 400 164 、、、 ズ キ 150者 1,450 
70 ク ヌ、 ノ キ 150持 250 166 ヨ ウ ブ 150後 1,800 
71 コマヵ・タケスグリ 1,450 2.450 169 サラサドウダン 1,350 2.050 
72 ウ ツ ギ 150後 1,500 174 ネ さP キ 150* 900 
73 マル>，ウツギ 150持 1,200 175 コヨウラクツツタ 1,500 2 ,600* 

74 パイカウツギ 300 1,800 178 ヤマツ ツ :; 350努 1, 150 
76 カ'ク ウ ツ ギ 150* 900 182 モチツツ て、ノ. 150持 850 
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第 5表 垂直分布限界高度(東海地方・谷沿い) (つづき)

Table 5. Vertical limits of the ligneous plants 舁ong the valley in T�ai district. 

No. 植 物

平均下限|平均上限 11
名高度|高度['

!Average l Average ||N0 ・
lower 1 upper 

平均下限|平均上限

植物名 l 高度|高度
1 Average 1 Average 

Name of plant Name of plant lower 1 upper 
i Jimit (m)1 limit (m)11 L一一一一一一一一一 |limit (m)1 limit (m) 

189 1 クロウスゴ
192 I ヤブコウテ
195 I エゴノキ

2.200 I 2.600持 l
150六 550
15C判 950

205 1 ヤブムラサキ 1 150判 500 
206 i スイカズラ 150発 850
207 I スルガ 1.800 ! 2 ,350 

197 I イボタ 150川 450 ! ヒョウタンポク
198 I ミヤマイボタ 1.000 I 1,700 210 i ニワトコ 250*1 2 ,350 

199 1 コパノトネリコ 20C司 1.250

9C引 1 ， 600
450 I 1,450 
150判 650
150利 1.050

211 1 ツクパネウツギ 1 20内 1.900 

2001 アラゲアオダモ 212 I ガマズミ 150*， , 1.000 
201 1 フラウツギ 215 I オオカメノキ- I 2.200 
202 1 テイカカズラ 1
203 1 クサギ}

216 1 ケウツギ 1 150判 1.000
217 ニシキウツギ I 1 , I 00 1 ' 1 ,950 

204 I ムラサキシキプ 1 150利 1.150
218 I サルトリイバラ 150内 850 

* clitto 

第 6 表 垂直分布限界高度(北陸地方・尾根)

Table 6. Vertical limits of the ligneous plants on the ridge in Hokuriku district. 

! 平均下限 平均上限| 平均下限 平均上限
植物名高度高度| 植物名高度高度

No. '118. ,"" 1=l Average 1 Average 1 ・ Average 1 Average 

Name of plant :.lo~~t" ..up.p~i j Name of plant I ..lo~~t J :.~~p~~ 
1limit  (791)|limit (m) 1 I limit (m)1 1iITIi t(m) 

2 ハイイヌガヤ 276*1 1 ・ 042 11 119 ヤマウルシ 276勢 1,74 
6 アオモリトドマツ 1.576 I 2.442 11 121 アカミノイヌツゲ 942 I 1,97 
11 アカマツ 242後 609 11 123 ノ、イイヌツゲ 242後 1.74 

12 ハイマツ 2 , 109 I 2.709者 ウ ノ D・ 2L 4726判吋25 ヤハズハシノキ ;-:409 1 7:909 11 ~~~ リ、 y カ デ 342*1 1.50 
137 ヤマモ~ ~ 1 276*i 1,37 

26 1 ~ヤマノ、シノキ 1 , 6421 2 可 642養 140 ハウチワカエデ 676 I 1,70 
29 ダケカンパ 1 ， 342 1 2 町 54♂ 141 イタヤカエデ 276持 1,30 
31 ツノノ、シパモ 276持 ト 576 11 142 オガラノごナ 1.476 I 2.30 
41 コナラ 242誕I 642 ミ
42 ミズナラ 342器* 1509 143 コ、ネカエデ 7421 1,50 

144 モネカエデ 1,442 1 2 ‘ 30 
44 ク リ 242普 742 11 147 1 / ブドウ 24之後 80
45 プ ナ 7421 1.77611149 ヤマブドウ 609 I 1, 37 
58 ミツバアケビ 242者 776 11 153 ユキツバキ 242持 87 

64 オオノマクロモテ 242養 l 守~~? 11 154 ヒ サ カ キ 242帯 50 
72 ウ ツ ギ 242餐 376 11 ÎS9 コシアブラ ー 1.84
801 '7ルパマンサク 409持 1 ・ 709 11 166 リ ヨ ウ プ 309梼 1,74 
84 クマイチゴ 4091 - 11 170 アカモノ - 1 2.00 
86 ナガノマモミライチゴ 242梼 776 11 175 コヨウラクツツタ 1.309 I 2 , 20 
93 ゴヨウイチゴ 1.642 ー
94 ベヱマナイチゴ 1 � : 876 1 2 , 509 11 ~ ~~アオノツガザクラ 2 ,209 I 2.67 

ノ i ー・ 町 180 ムラサキヤシオ 1.009 I 2 ,07 
も有長

95 ナナカマド 3922222744744466引2222「「「31 可1 2.176184 ホツツラ 242脅し7496 ウラタロナナカマド 1.976 1 2 , 642*11 189 クロ ウスゴ 1,609 ..1; 2 ,67 
97 夕方ネナナカマド 2.242 1 2 ， 676器 195 エ ゴ ノ キ 242餐 44 

103 ウワミズザクラ 1.~~? 11 200 アラゲアオダモ 709 I 1,37 
110 フ ジ 7761 1215 オオカメノキ 576 r 2.17 

111 ク ズ~;~:[ ~~~ i[ 218 サルトリイバラ 242*1 60 
112 ネムノキ 442 i 

6'守

持 clitto
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w 尾根と谷沿いの植物分布高度の比較

東海・東山両地方は尾根と谷沿いにベルトを設定しえたので，同一地域の rf-'で，尾根と谷沿いという位

東 海 地

上下限別

No. 植 物 名 Distinction 
。f

尾Name of plant upper and 
lower limit 

3 モ 、、、 上
4 ウララロモ E 下

/1 ーヒ
5 シ フ Fく 下
6 アオモリトドマツ ド

9 コ メ ツ うf 上
10 、、J 守f 上
12 ノ、 イ て? ツ 下
34 ア 方 シ デ ーヒ
36 ス ダ.~ f ーヒ
37 ア フ カ シ ーヒ
38 ウラタロカe シ 上
41 コ ナ フ 上
42 、、、 ズ ナ フ 下

// ーヒ
44 ク と
58 さツパアケビ ーヒ
65 ク ロ モ ~ ヒ
88 フユイ チゴ J-. 
91 シナノキイチゴ 下

112 ネ L / キ ーヒ
115 アカメガ「シワ 上
119 ヤマウ ルシ ヒ
122 イ ヌ ツ ゲ トヒ
146 ツ タ ←ヒ
147 / ブ ド ウ ←ヒ
154 ヒ サ カ キ 上
166 ヨ ウ プ ヒ
175 コヨウラクツツラ 下
182 モチツ ツ ~ 』ヒ

192 ヤブコ ウ ~ ーヒ
195 エ

コ司. ノ キ 上
199 コパノ lトネリコ ーヒ
202 テイ方カズラ ーヒ
204 ムラサキシキプ 上

218 サルトリイバラ ーヒ
8 ト ウ ヒ 下
33 ク " 士ノ デ ヒ
83 / イ ノミ フ 上
152 ヤプツバキ 上

Note: 

平均高度差 Average difference (p=0.05) 

東海地方 Tôkai 157土 45川

東山地方 Tôzan 108士 46川

第 7表尾根・谷沿い共通

Table 7. Vertical -difference of common 

方 T�ai 

F艮 L界imit 高(m) 度
高度差

根 谷 沿 し、
Difference Ridge Valley 

1, 383 1,000 383 
1 ,083 1 ,000 83 
1,817 1 ,750 67 
1, 717 1, 600 117 
2 ,050 1 , 750 300 

2 ,483 2 , 150 333 
1.483 1 ,300 183 
2 ,617 2 ,600 17 
1, 450 1 ,400 50 
650 250 400 

850 600 250 
983 750 233 

1.017 900 117 
650 600 50 

1 ,850 1,650 200 

1 ,417 1 , 100 317 
1 ,250 1, 100 150 
1 ,650 1, 550 100 
317 300 17 

1 ,817 1.550 267 

650 700 -50 
883 750 133 

1 ,417 1 ,050 367 
1 司 183 950 233 
583 650 -67 

983 1.050 -67 
883 700 183 

1 ,817 1 ,800 17 
1 司 650 1 ,500 150 
1 , 117 850 267 

650 550 10C 
1.183 950 233 
1.350 1 ,250 100 
550 650 -100 

l ‘ 350 1.150 200 

1, 183 850 333 
1,850 1, 400 450 
1 ,383 1, 550 -167 
850 1.200 ---, 350 
517 750 -233 
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置の違いがもたらす地表の気候差などが.植物分布高度におよほす影響を検討してみよう。

川喜回・吉良 (1952) は大興安嶺北部の波状山地で.平らな谷底に比し.両側の山腹のほうが樹木の芽

生えが数日も早かったことを観察している(今西編 1952)。

種の分布高度差

species between two topographical positions. 

東 山 地 方 T�an 

上下限別 限 L界imit (高m) 度
No. 

植 物 名 Distinction 高度差
。f

尾 根 谷 沿 し、
Name of plant upper and Di妊erence

lower limit Ridge Valley 

9 コ メ ツ ヲf 下 1.429 1,304 125 
11 ア 1J .. ツ 上 1.410 1,052 358 
12 ノ、 イ ヨヨF ツ 下 2.232 2 ,224 8 
15 パツコヤナギ 上 1.646 1.578 68 
28 ウララロカシノマ 下 1.639 1.570 69 

29 ダケカ シ ノマ 下 1.578 1,337 241 
31 ツノノ、シノマさ 上 1.604 1,466 138 
41 コ ナ フ 上 1.143 966 177 
42 、、、 ズ ナ フ 上 1,819 1.594 225 
43 カ 、ユ/ ワ 上 1.141 947 194 

44 ク 上 1,272 1,078 194 
55 ポタ γ ツ. ノレ 上 904 1,066 -162 
58 ミツパアケビ 上 1.102 1,203 -101 
59 アオツヅラフラ 上 8314 894 - 60 

。66 ダ γ コウパイ 上 1, 147 1,212 - 65 

77 ノ ウ V ギ 上 1.894 l ヲ 678 216 
83 ノ イ .1, フ 上 1.223 1, 219 4 
92 ナワシロイチゴ 上 1.064 945 119 
94 ベエパナイチゴ 下 2.157 1.884 273 
95 ナナカマ 下 1.432 1,423 9 

96 ウララロナナカマド 下 2.235 1.974 261 
101 ズ 、、、 上 1.365 1.214 151 
103 ウワミズザクラ 上 1.546 1.617 --71 

110 フ ? 上 1.108 1,094 14 
111 ク ズ 上 979 1.060 -81 

119 ヤマウルシ 上 1.766 l 司 431 335 
126 ソ ヨ コ. 上 1.074 1.020 54 
135 ウリノ、ダカエデ 上 1,583 1,594 -11 
139 コハウチワカエデ 上 1.661 1.402 259 
"140 ハウチワカエデ 上 1,611 1,577 34 

142 オガラ パナ 下 1.491 1,294 197 
147 ノ ブ ウ 上 1.096 981 115 
149 ヤマブ ドウ 上 1.519 1.509 10 
155 キ プ シ 上 1.144 1,228 -84 
166 ヨ ウ プ 上 1.725 1,479 246 

175 コヨウラクツツタ 下 1.523 1, 151 372 
180 ムラサキヤシオ 下 1.136 1.198 -62 
183 ミヤ 7 ホツツヲ 下 2 ,281 1.939 342 
189 グロ ウスゴ 下 2.124 2.017 107 
197 イ ボ タ 上 842 896 -54 

215 オオカメノキ 下 1.176 921 255 
26 ミヤマハンノキ 下 2.035 1.547 488 
30 ンフ カ シ ノぐ 上 1.628 1.167 461 
87 キ イ チ コ. 上 970 1, 195 -225 
128 コ て7 ニL 、、、 上 1.257 1.499 -242 

171 シラタマノキ 下 1.920 2 司 558 -638 
181 レンゲツツタ 上 1.5ll 999 512 
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気候的に谷沿いは冷気流の集まり流れる通路となり司また多雪地の谷底には松川の白馬雪渓や箆川の針

ノ木雪渓などの大小の雪渓があり，直接低気温の造成が行なわれ.また.日照時聞が尾根に比して短いな

ど，温度ことに夜間温度が低い環境をもっ。その低温が植物分布高度にどれほどの差を生ぜしめているで

あろうか。

第 7表は第 4 ， 5 表および既発表の資料から，尾根と谷沿いに共通に分布する種類の限界高度を抽出

し.各植物の尾根と谷沿いにおける分布高度差を示したものである。

各植物は一定の温度差に対し，ある程度異なった反応を示すと考えられ，種類によっては谷沿いにおけ

る限界高度が尾根における限界高度より高い場合もある。しかし一般には.尾根における限界高度が谷治

いにおける限界高度より高い.すなわち同一高度における尾根と谷沿いの蹴度環境は，尾根の方がより温

暖であるといえよ|う。この尾根と谷沿いの一般的な温度環境の違いを，植物分布高度の較差として表から

求めてみた。

表示した各植物わ高度差を棄却検定し，東海地方では36種につし、て検討した結果.尾根は谷沿いよりも

高度階 尾

ー
現出』 上 E

Altitucle 限一

i 種類 。. 5 種類 。1-;
(m) i-aω ω u . 数記」邑号数三

3. 000~2 ， 900 4 。

2 ‘ 900~2 ， 800 4 l 
2 ， 800~2 ， 700 5 2 
2 ， 700~2 ， 600 6 2 
2 ， 600~2 ， 500 5 。

2 ， 500~2 ， 400 5 。

2 ， 400~2 ， 300 5 。

2 ， 300~2 ， 200 5 。

2 ， 200~2 ， 100 5 。

2 , !OO~2 ， 000 5 。

2 , OOO~ 1,900 4 。

1 ， 900~1 ， 800 8 4 
1. 8C コ ~1 ， 700 9 3 
1, 700~1 ,600 9 l 
1 ， 600~1 ,500 8 。

1 ， 500~1 , 400 15 7 
1 ， 400~1 ,300 20 5 
ト 300~1 ， 200 23 3 
), 200~ 1, 100 27 4 
1 , !OO~ 1 , 000 29 2 

しOOO~ 900 30 2 
900~ 800 34 5 
800~ 700 33 。

700~ 600 37 4 
600~ 500 41 5 

500~ 400 41 I 
400~ 300 40 l 
300~ 200 39 l 
200~ 100 39 。

東 海

第 8表各高度 iごおける出現

Table 8 , Frequency of the limits and number 
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。 。 。 22 2 。 9 。 19 2 
2 50 25 28 6 l 21 4 19 2 

33 11 33 6 18 3 23 4 
11 11 37 5 14 3 25 5 

。 。 。 42 6 5 14 12 28 5 

。 47 。 44 7 7 16 16 28 4 
。 25 。 40 3 4 8 10 28 4 
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。 15 。 49 10 l 20 2 39 7 
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157m土4砂開高く，東山地方では 41 種について.尾根は谷沿いよりも 108m土46m 高く，いずれも有意な

差がでた。

このことは，たとえばミズナラやウララロモその分布が見られなくなり，アオモリトドマツやシラベの

林がこれに代わった谷沿いから山腹を登って尾根へ行くに従しりふたたびミズナラやウラクロモミが出現

するというような.植物分布の逆転現象が限界付近では起こりうることを示す。ことに冷気流の停滞する

盆地形や雪渓の発達する場所では，この差が著しくなりやすい。

VIIl 限界出現率などによる垂直分布帯の区分と各帯の組成

第4~6表などにかかげた植物のうち p 垂直分布範囲の明らかとなった植物は主観的に取り出したもの

ではなしまた特定の種類でもない。これらが示す垂直分布様式は，自然における垂直分布様式の縮図で

あるとみなしうるだろう。以下これら植物を対象として検討を加える。

植物の種類数は第 8表に示したごとく，低地から高山へ登るに従い，しだいに減少し，高山地帯に近づ

種類数と限界の出現率

of species in each altitude gradeo 

東 はl 地 方 T�an 北陸地方 Hokuriku

根 Ridge 谷 沿 し、 1アalley 尾 根 Ridge

} ー '+司 』巴
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26 4 3 15 12 
27 4 2 15 7 
26 1 4 A 

27 2 7 
28 4 
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くと各 10ω叫聞の出現種類数の差が顕著でなくなるが，大局的にみれば，その減少は直線的である。吉良

(1957 , 1959) は植物の垂直分布について.各種の植物はいろいろな高度に分布限界をもち.特にある高

度に多種類の限界が集まるということはありえないだろうと述べている。その推定が正しいならば.各高

度における上限や下限の種類数は，各高度の出現種類数の増減に応じて低山に多く，高山に少ない傾向を

示すだろう。

第 8表に各高度における出現種類数， ヒ限・下限の種類数，出現種類数に対する上限や下限の種類数の

百分率(限界出現率)を示した。これをさらに第 3"-'5 図に各地域別にまとめて，限界出現率の高度分布

曲線を示す。図において東海・東山両地方は尾根と谷沿いの植物分布高度の較差だけずらして，尾根と谷

沿いの曲線を対比せしめ，尾根と谷沿いに共通な種類の限界の高度分布も示した。

尾根

Ríd.~e 

ー一一-J:.~良 U印刷、 lill lÎ t

-一一ー下 F艮 Lowet' I il1lit 

;~ 50 40 30 20 10 

限界出限率
rreQUぼIKJ ot limit 

A!?:;fi 共通種の限界 Xlnnm 'n 

j の高度ザト布 一 島市
0, ~，~~'，;~ ~::_ ~ ~C , Vo.llev 川 Distl'ibuJio 門 0十 I \II,J. "cl 

2叫∞I1H11Q"n spec1es 1 

l ト 27

28 

]7' 

o 10 20 % 
限界畠限卒
F同aはe l1 cy ot limiι 

第 3 図 限界出現率の分布曲線と尾根・谷沿い共通種の限界の高度分布(東海地方)

Fig , 3 Figure showing the frequency of limit to the altitude togethet with 

the distribution of common species between two topographical 

positions (T�ai district). 
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これらの結果を資料の多い東山地方を例にとって考察すると.第 4 図のごとく，上限および下限出現率

の高度分布曲線は.それぞれほぼ 3 個の凸部をもっ曲線を示す。上限出現率の高度分布曲線の最上部の凸

部，中央の凸部 最下部の凸部をそれぞれ n'. m'. IV' としまた下限出現率の高度分布曲線において

も.それぞれの凸部を I ぺ E ぺ m"とすると.尾根と谷沿いの各同一記号の凸部の位置はほぼ対応して

出ている。また尾根と谷沿いに共通な種類の上限および下限の高度分布を見ると，下限では尾根において

高度 2 ， 100m 以上. 谷沿いにおいて高度 1.叩Om 以上に下限の集まりがあり， さらに尾根における高度

1. 400~ 1,650 m， 谷沿いにおける高度 1.15D~1 ， 600m の範囲に別の下限の群， また種類数は少ないが.

その下に l つの群が認められる。上限の高度分布では尾根において高度1，5叩~1，9叩飢谷沿いにおいて

高度1.4∞~1 ， 7∞mの範囲に 1 つの群があり. さらに尾根において高度 8叩~1，4∞m ， 谷沿いにおし、て

高度開O~1 ，25ω悼の範囲に別の群が認められるc これらの群は上限あるいは下限別にみると，隣接する

群とは明りように区別することができる。これらのことから各植物の上限および下限が，それぞれある高

度範囲内に集まって幾つかの群を作っていることがわかる。そして.一般に上限出現率の高度分布曲線の

n' の部分に上限をもっ植物は， 下限出現率の高度分布曲線の n" の部分に下限をもち，同様に m' の部

分に上限をもっ植物は m" の部分以下に下限をもっ. また IV' の部分に上限をもっ植物の下限および 1 " 

共通種の限界
ニ Itillιε

の息度づト布 " 
尾根 Ridqe XIOO I Dis恒 bLlti加点・ IXIOO

d - I common soecles I 
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第 4 図 限界出現率の分布曲線と尾根・谷沿い共通種の限界の
高度分布(東山地方)

Fig. 4 Figure showing the frequency of limit to the 

altitude together with the distribution of common 

sp巴cies between two topographical positions (T�an 

district) • 
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第 5 図 限界出現率の分布曲線、

(北陸地方)

Fig. 5 Figure showing the fre-

quency curve of limit to the 

altitude (Hokuriku district). 
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の部分に下限をもっ植物の上限は，調査範囲外にあるため第 4 図にあらわれていない。以上のことは東山

地方における植物の垂直分布において，分布範囲の類似した種類からなる群が 4 個 (1 ~IV) 存在するこ

とを示すものと考えられる。

東海地方と北陸地方ではこれらの群のほか.上限出現率の高度分布曲線において‘ IV' の下に V' の群が

認められ，合計 5 個 (1 ~V) の群が存在している。ただこの両地方ではベルト数が少ないので，限界出

現率の変動がやや大である。

なお.各群の具体的な分布高度範囲を決めるとき，限界出現率の算出基礎となった各高度の限界の種類

数が少ないときは，限界出現率をあまり重視することはできない。その場合はその高度の限界出現率のみ

でなく，隣接高度の限界出現率の増加や減少の傾向.尾根・谷沿い共通種の限界の高度分布，ならびに尾

根・谷沿いの限界出現率の対応などを考慮して決定した。

以上のように，植物の垂直分布において，分布範囲の異なる幾つかの群が存在するが，ある群に属する

すべての植物の限界高度が一定の高度に裁然と集中するものではなく，ある程度ぱらついて，しかもある

高度範囲内でまとまりを作っている状態を示す。これらの群の存在は.連続的な推移現象に対する類型分

類とは異なった類型把握ができることを示すものである。

これらの群は地域によって，ある程度構成種が異なっても存在し，また生活型とも関連なく，特定種と

結びっくものでもないので，それらの名称はそれらを形作ってきた温度の寒暖などによって，つけるべき

ものであろうが，水平分布で用いている温度的な名称、と同一視することは正しくないので，ここでは.か

りに前記のごとく高山から低地へ 1 • II ・ E ・ IV ・ V帯とした。

各垂直分布帯の種類構成を地域別，尾根・谷沿い別に示したのが第9表である。

表中，東海地方と北陸地方の資料はベルト数が少なく，信頼度が劣るが参考として併記した。したがっ

て，他の地域と異なった垂直分布帯にはいっている種類も一部あり，今後の検討の余地がある。しかし，

大部分の植物はその所属する垂直分布帯が.各地域でほぼ一致している。

I~V帯の各構成種と従来の垂直分布帯の指標種の比較から.各種類群は従来の垂直分布帯のいずれに

類似するかを示すと，次のごとくである。

I 帯一高山帯，ハイマツ帯(指標種ノ、イマツ)

E帯一亜高山帯，常緑針葉樹林帯，シラベ帯(指標種シラベ.アオモリトドマツ.ダケカ γパ)

皿帯一低山;p払落葉広葉樹林帯上部.ブナ帯(指標種ブナ，ウラヲロモミ〕

IV帯ークリ帯，暖帯落葉樹林帯(指標種クリ?モリ

V帯ー丘陵帯，常緑広葉樹林帯.カシ帯(指標種スダライ，カシ類.タブ)

元来，極盛相形成種に主千三をおく垂直分布帯の区分や地域指標種による区分にしても，実際の区分の基

礎は特定種といえども種の分布範囲による区分である。種の分布範囲を基礎とするかぎり，結果的には種

の集まりである垂直分布帯から抽出された種によって決定きれることになるから，区分された各帯はお互

いに類似してくることは当然といえよう。もし.分布範囲の似た種の集まりがなかったとしたら，きまぎ

まな垂直分布帯が区分されたことであろう。

吉良 (1953) は中部地方における針葉樹類の分布を，温度軸に対する傾度分析によって示すため.林

(1951, 1952) の資料から24種の針葉樹の分布曲線を求め，それらを重ね合わせてみた。その結果どの曲

線も両端の位置が遣い.幾つかの種類群を識別することさえも困難であったと述べている。このような結
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ーさー |E J'布 iNo 植物名ーさニ!~
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;442 ズナラ-EEE 而 J
1 4こプ ナー- III III - 4 

50 コアカソ 一一回 4
51 1 フサザクラ i 一一一一 III ' 1 
54 クサボタン一 一回 1
641 オオパクロモラー- III - - 2 

65; クロモテ|ー -III IIl I2
74: パイカウツギ一一 - III 1 1 
751 コアラサイ 一回一， 1 
771 ノリウツギ III III - - III 1 
78: タマアクサイ一一一一皿 1 

79: イワガラ~ - III 一一一 1
8α マルノごマンサゲ ー- III - -, 3 
81 シモツケ一一一一面 1 4 
84 クマイチゴ: - III 一一 II 1 2 
90 パライチゴ i 一一 -III12 

98 アズキナシ， III----i 2 
99 ウラジロノキ l 一一一一皿 2 

103' ウワ t ズザクラ，IIl IIIIII--: 2 
105; キ ノ、 ギ一一一 -III'4
119，ヤマウルシ皿皿 IIIIVIV ， 2

123 ハイイヌツゲー- IIl?一一， 2 
125 アオハダ一一-IIl- 2 
13J:ュモトマユそ一一一- III 2 
135 ウリハダカエデ IIIIIIIII 一一 1
137 ヤマモミク -IIIIII-- 1 

139 コパウチワカヱデ III III - - III 1 
140 ハウチワカヱデ III III III - - 1 
141 イタヤカエデ- III III - III 1 
143 コ E ネカヱデ - III III III' 1 
145 チドリノキ l 一一一一皿 1

149 ヤマブドウ IIIIIIIII-- ， 2
150 シナノキ j--- -，-- III 4 
151 サルナシ， - III 一一 III 2 
157，アキグモ i----III 2 
158 セ γ ノキ -IV-III- 2 

159 コシアブラ III--III- 2 
161 タラノキ -III-- 1II 12
1641 ~ズキ， -III--IIII2
166 リヨウブ皿皿皿 III III 4 
172 アクシパ阻一一 2 
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Component species of each zone (group) in vertical distributiGu 

分

布 JNo

耐|

名

9. 

物

Table 

植

2
1
2
1
1
1
1
2
2
2
2
 

Name of plaut 

121 ハイマツ 11111112
941 ベニバナイチゴ 1111--12
961 <7アヲロナナカマ FIIII-112
9引タカネナナカマド 1 1 - 1 一一 1 2 

1161 ガシコウラン 1 1 一一一一 1 2 

13訓クロツリパナ|ー I 一一 I
16出イワウメ 1 1 一一 1-
16引ウラシマツツヲ 1 1 一一一一
16創コメパツガザクラ 1 1 一一一一
17訓ミネズオウ 1 1 一一一一

176，アオノツガザクラ
1831 ミヤマホツツラ
18\刊クロウスゴ
19α コケモモ
1911 クロマメノキ

20創オオヒョウタシポク

一
一I

一
一

一
一
一
I
I

I

一
E

一
一

一I
I

一
一

I 

184 ホツヅラ III-III-- 4 
1861 ウスノキ1II---- 2 

1 1941 サワフタギ E 一一一一 2
: 198 ~ヤマイボタ III 1 2 
! 200，アラゲアオダモー III-III! 1 

l201 フラウツギ ~ 1 ~ 
2101 ;õ..ワ トコ i 一一一 -III'2

211 ツクパネウツギ III 1 
! 2171 エシキウツギ l 一一一- III I 1 

11 イヌガヤ|一一一 IV 1 2 
21 ハイイヌガヤ 1 - IV 一一 1 2 
31モ~ 1 - - - IV-IV 1 1 

101ツガ1 - - - IVIII-IVi 1 
111 アカマツ IIVIVIV-IV 1 

皿

- 1 一一一

51 シラベ III 一 -IIIIll
61 アオモリトドマツ III-IIIIIIll
引カラマツ|一一一- II 1 1 li 
剖ト ウ ヒ III 一一一一 1 1 11 
引コメツガ 1 II II - II II 1 1 1I 

1副ドロノキ|一一一- II I 1 1
' 

1引オオパヤナギ|一一一 - II 1 1 j 

2同ヤハズハ γ ノキ I-IIII-III1!
2副ミヤマハ γ ノキ 1--II-IIll
2刊ウララロカシバ I II II - - II I 1 11 

2到ダケカシパ IIIIIIIIIIIll
521 ヒロノ、カツラ I - II 一一一 i 1 
悶カ ツ ラ|一一一- II?I 1 
711 コマガタケスグ 1) I 一一 --III2
911 シナノキイチゴ 1---IIIII2

9司ナナカマド IIIIIII-III2
1041 ~ネザクラ III---III2'
1211 アカさノイヌツゲ 1 - - II 一一 1 2 
12引ツルツゲ III 一一 1 2 
13剖ヒロハツリパナ 1- II 一一一 I 2 

14判オガラパナ IIIIIII-IIll
14引さネカヱデ 1 1I -II--ll
16引サラサドウダン|一一一- II 1 1 
1751 コヨウラクツヅラ 1 1I -II lI IIII
17\引シロパナシャクナゲ III 一一一 1 1 

18α ムラサキヤシオ
18引オオノてスノキ
20η スルガFヒョウタシオさク

21日オオカメノキ

41 ウラヲロモ tlm E E 
151 パツコヤナギ IIIIIII---
191 ナガバヤナギ I - III 一一
221 サワグルモ 1- 1II --m
241 ケヤマハンノキ|一一一一 E

311 ツノハシバミ IIII 皿皿ー
321 サワシパI----m
33: クマシデ I - III 
34: アカシデ !---IVIII

-
a

つ
L
っ
L
勺
L

1
1
1
1
1
 4
1
1
1
 

一
一E
E

一
一
一
一

E

一
一
E

一
一
一
H

一E

一
E

E 
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第 9表各垂直分布帯の組成(つづき)

Table 9. Component species of each zone (group) in vertical distribution. 

名

M

M
ι
ν
E
 

Q
l
v
 m

 

植

M

。N
 ω

ロ

C
N

分
布
帯

161 ネコヤナギ
17! イヌコリヤナギ
18i シパヤナギ
20! コゴメヤナギ
211 オエグルミ

23! ケヤシヤブシ
35! イヌシデ
411 コナラ
431カシワ
441クリ

461ケヤキ
471 ヤマグワ
551 ボタンツ.ノレ

57i アケビ
58' ~ツノマアケビ

ω| ァオツヅラフタ
621 ホオノキ
631 キタコブシ
661 :ダ γ コウノマイ
681 アブラチヤシ

72 ウツギ
73，マルノぞウツギ
761 :ガクウツギ
821 ヤマブキ
83i ノ イノマラ

IV I 85 1 ニガイチゴ
86: ナグパモミヲイチゴ
921 ナワシロイチゴ
100 カマツカ
101，ズミ

106' マルパハギ
107 1 ヤマノ、ギ
109，コマツナギ
110:フタ
1111クズ

1131 サシショウ
114' イヌザシショウ
117: ドクウツギ
118 ヌルデ
120 ツタウノレシ

122! イヌツゲ
126' ソ ヨ コ・
129 1 ツリパナ
134 ウリ方ヱデ
136 オオモ~ :; 

138，イロハ方ヱデ
1471 ノブドウ
1481 サン方グヅル
153 ュキツバキ
155 キブシ

160 ヤマウコギ

分
ω
《
-
h
H

U
{
=
5
5
2
m一
(
【
一

『

h
ω
=国
〉
一

定
』
G
'
H
{
3

一

戸
国
宝
肖
一

口
』
℃
ロu
-
o
Eむ
国
主
出
一

『
k内ω
-
-司
〉
一

口
司
N
O

司
、
一

‘

i
F
U

国
七
一
区
一

V
 

I
l
l
i
2
1
1
4
4
4
4
2
1
4
2
2
2
2
2
2
4
1

ょ

1
4
1
4
2
2
2
2
2
2
4
4
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
2
2
4
2
2

一

一
一W
V

一
E
W
W一
w
w
w
p
w
w一
一
一
一
一
E
w
w
w
一
一
一
一
一
一
一
一
v
w
w
w
v
-
w

一
w

一E
w
w
w
w
w

一
町
一
一

田
一

一
一
一
一
一
一
一

w
一
w

一
一
一
一
w

一
w

一
w
一
一
一
一
一
一

w
一
一
W
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

w
w

一
一
一
一
V

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
町
一
W
一
一
一
一

w

一
一
一
一
一
V

一
一
一
一
一
W
一
一
一
一
一

-
w
w

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
町
一
W
一
一
一

w
w

一
w
w
w

一
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

一
w
一
一
一
町
一
一
W
一
W
一
一

w
w
w

一
w
w
w
w

一
w
w
w

一
一
W
一
一
w
w

一

一
一
一
一
一
-
一

w
w
w

一
一
W

一
w
w

一
一
w
w

一
一
一
一
w

一
一
w
-
w
w
w

一
w
w

一
一
一
一
一
一
町
一
一
一
一
町
一
一
町
一
一

布 INo.1 植
ω 
ロ

帯占

物 名

む
《
-
h
-

1
4
4
2
4
4
2
1
2
2
2
2
2
2
2
1
4
2
2
 

2
=
三
E
E

広
三

『
む-
-
3
J一w
-
w
w

一
町
一
v
w
w
w
w

一
W

一
一
w
w

一

百
u
A
d
'
H
〆

J

一

戸

ω
国
-
v一
回
一
一
W
一w

一
w
w
-
w

一
w

一
一
一
w
一
一
w
-

2

」
τ
2
M
A
D
Zむ
国
司
一
出
一
一
一
一
一
一
V

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

w
­

『
h
丘
一
回
〉
一
一
一
一
一
一
一
一w
一
一
一
w
w

一
一
一
一
一
一

N

唱
伊
{
D戸国
主
出
一
一
町
一
町
一
一

w
w

一
一
一
一
一
w
w
一
一
w

Name of plant 

1741 ネラキ
1771 アセピ
1781 ヤマツツラ
1821 モチツヅラ

1851 ナツハゼ
1951 ヱゴノキ
1961 コノ、クウシポク
1971 イボタ
199: コノマノトネリコ

203; ク ザ・ ギ
2041 ムラサキシキブ
206! スイカズラ
2091 キシギシポク
2121 ヵ・マズミ

2131 コパノガマズミ
2141 ミヤマガマズミ
2161 ケウツギ
2181 サルトリイパラ
2191 サルマメ

27 オオパヤシヤプシ
36 スダタイ
37 アラカシ
38 ウラジロガシ
39 ツクノマネガシ

40: シラカシ
48: ィタピカズラ
49: イヌピワ
56; セ γzγ ソウ
60 ピナシカズラ

61 1 シキミ
671 カナクギノキ
69 タブノキ
70 クスノキ
88' フユイチゴ

89: クサイチゴ
102 リ γ ボク
108 ネコハギ
112' ネムノキ
115 アカメガシワ

127 ナナメノキ
133 ゴシズイ
146ツタ
154 ヒサカキ

i 156! ツ Jレク.ミ

! 162 キヅタ
1 163; アオキ

188: シヤシャ γ ポ
192 ヤプコウラ
193 ヤマガキ
2021 テイカカズラ

i 205 ヤブムラサキ

1
4
4
4
4
4
2
2
1
-
2
3
2
2
2
2
2
2
4
3
4
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
 

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

一
v
v
v
v
v
v
v
v
v

一
一
V
V

一
V
V

一
V

一
V
V

一
V
V

一
一
一
一
一
一
一

V

一
一
一
V

一
一
一
V
V
V
V
V
V
V

一
一
V
V
V
V

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

V

一
一
一
一
V

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
←
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(備考) 東海地方のカツラは上方でヒロハカツラを.また北陸地方のハイイヌツゲは下方でイヌ

ツゲを含むおそれがある。
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果が出たのは.種の分布範囲の連続性・不連続性を検討するのに適当な細部資料がなく，やむを得ず広域

の分布資料(水平分布と地方ごとの概略的な垂直分布の範囲を求める)を用いたことに起因するものと思

われる。

従来の垂直分布帯と種類群からみた垂直分布帯の大きな相違点は従来の垂直分布帯区分が隣接する帯と

の聞に一線を幽した形で区分されてきたのに対し，おのおのの垂直分布帯はそれを構成する種類の分布範

囲によって特徴づけられ，不連続な類型として把擬されている‘したがって，その分布範囲が隣接する垂

直分布帯と重なり合っても，問題とはしなかった点にある。この分類法は一見して複雑な形であるかもし

れないが，応用的に見ても，また今後の生態学的な研究の立場から，垂直分布帯の成因や同位構造の発達

などを明らかにして行く点からも，より現実に即した取り扱いができる点において‘従来の区分法より有

用であろう。従来の区分法では.その各森林帯の周辺部にいずれに属するか不明りような地域が広く出て

きて.具体的な現実にそれを適用するときに，非類型的な場合にあまりにも多くぶつかつて.困難をまね

く欠陥がある。

区垂直分布帯の成因について

2種類以上の植物が，全く同じ分布区域をもつことは厳密にはありえない。しかし対象を大きな視野で

みたときに，調査地が高度的に連続していても，垂直分布範囲の似た種類からなる幾つかの種類群が存在

する。以下にこれに関する生態的意義を考察する。

垂直分布範囲にまとまりをもっ各種類群の成因について.植物分布に関連をもっ，諸環境因子の垂直的

変化に不連続をもつためと解することは.前述の諸現象からみて困難であり，むしろ多くの種の生育適応

範囲をグループ化する，過去地質時代の周期的な気候の変動と，それにともなう種の淘汰および種の変異

率の集積による種の分化に，原因があるかもしれない。

武田 (1913) が氷河時代の後，日本現代のフロラが構成されたと述べているように，現存する植物種類

の生い立ちと分布は，地質学的な時代における植物分布と環境の変動および進化の問題と切り離すことは

できない。

現存する植物種類と近縁なもの.あるいは同一種類が生じていた第三紀以降の植物分布は‘諸氏の化石

の研究によると，新第三紀前半(中新世)は全般に，現在より暖かい湿潤な気候下の植物が分布し.その

後半には寒冷な気候の時期があり，さらに鮮新世には数回の気温変化が記録されているが，生物は暖地系

の種類が多かったといわれる。第四紀の洪積世には，欧州では 4 回以上の氷期と現在より温暖な間氷期が

交互に出現し，氷期にはアルプス山脈の雪線も現在より1，2∞m 前後下がった所にあったといわれる

(PENCK. A. 1909)。植物の分布範囲は. そのため南下北上をくりかえし，海や山脈で南下をさえぎられ

た種類は絶滅したとされる。わが国でも第三紀終末は生物化石からみて，かなりの温暖気候に支配されて

いたと解きれ，また洪積世には少なくとも 2 回の山骨氷河の発達した時期があったとされる。日本アルプ

スでは第四氷期最盛期に約 1 ，7'∞ m ， その末期には 1 ， 4∞ m も雪線が降下したといわれp 最盛期には現在

より 8 0 C 内外，間氷期に比.Uooc内外の気温降.下が推定されている。わが国の氷期が幾回あったかまだ

明確でないが，気候が幾度か大きく変動したことは，小泉 (1940)，遠藤 (1935)，山崎 (1943， 1951) , 

三木(1953， 1957) , 中村 (1953) などによる.化石・半化石・花粉分析の研究でも明らかにされつつあ

り.山崎によると南樺太や北海道では上部洪積世に 2 回.下部i洪積世に 1 回の寒冷期が存在したという。
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。沖積世にはいつでも寒暖の変動があり，その初期は現在より 6.C前後低かったと推定され，紀元前 6 ， 0∞

年前後には急激な変化があり，現在より温暖な気候があったといわれる(湊・井尻 1960)。

上述のごとき非常に寒冷な気候が山地にもたらされると.恒雪をともなう低温な気候が降下し.その場

合に散布カの大きい種ほどそれにともなって降下し.種の淘汰消滅をまぬがれる可能性は高い。次の温暖

期には，低温な気候の上昇により生じた新しい育地へ侵入する植物も，散布カの大きい種がより早く.か

つ広い領域を占め，自己のもつ変異性により，その集団の遺伝的構成をより環境に適する方向に変化.す

なわち進化しやすい条件をもっ。この現象がくりかえされたとすると，高山ほど散布カの大きい型の種類

が主体となり，また恒雪地帯に近いほど分布範囲の似た種類からなる群ができやすく.また淘汰が働くた

め種類数は低地から高山へ少なくなる傾向を示すことが予想される。それを解明する足がかりとして.所

属する帯が判明している種類(第 9 表〕について.種子の散布能力の大小の種類数百分率を各垂直分布帯

ごとに検討してみる。

植物の散布能力は古くから研究され，最近は散布体の形態，構造および散布の動因から各種散布型が分

類され，それらの順位づけが行なわれて，群落遷移や群落構造の解析に用いられている(沼田 1959)0 筆

者ら (1960 c )の富士山における植生調査においても.散布カの犬小は群落の種類構成や量的構成に大き

い影響を与えていることを明らかにしその場合においても.海抜高の高い地域 (II帯)における安定林

と‘低い地域 (IV帯)における安定林の散布型組成は著しく異なり， II帯の安定林は散布力の大きいもの

から成り立つことを明らかにした。

散布体の散布カの大小の順位づけは垂直分布の観点から.次のごとく区分した民

D，一一風散布(翼散布・羽毛散布・微細散布〉

D，一一動物による散布(肉質果散布・付着散布)

D 3--横物自体のカで飛散する(裂開散布)

D.←一重力落下による散布(重力散布)

Ds一一散布体による繁殖を行なわず.無性繁殖によるもの

しかし，各植物がいずれの散布型に属するかの判定は.必ずしも容易でなしことに D2 型の判定はこ

の方面の研究があまり進んでいないため，ある程度推定がはいるのはやむを得ない。たとえば，ハイマツ

は形態上からみると D. であるが，武田 (1956) によるとホシガラスが散布せしめるといわれるから D2

にはいる。またD，型の中には形態はD.Iこ属しでも， ぎわめて微細な種子で明らかに風散布するもの(コ

メパツガザクラ， アオノツガザクラ， モネズオウ，コアラサイ， タマアクサイなど〕を含めた。この場

合，種子重量はヤマツツヲ，モチツツ少などの D. 型のものとは明りような差があり区別しやすい。ま

た， D3 型にはたとえ朔果でも関裂時に種子を飛散せしめないものは含めなかった。さらに D，には水散

布を含めない。これは垂直分布の際，上への移動がないためである。

きわめて長年月の移動を問題とするときと，比較的短い. たとえば崩壊地の群落選移を論ずる場合と

で，散布型の判定を異にする場合がある。ある植物の散布がD，型と D.型の両型により同じ量的分布が行

なわれているとき，群落遷移では両型とも考慮しなければならないが，ー地質学的な長年月の移動を問題と

するとぎは，種の地域的な分布の広がりは D2 型におもきをおかねばならないっすなわち，対象を大地域

的にとらえる場合と小地域的にとらえるときの違いである。

*厳密にいえば，後述する少数の例外を除いて，各植物の散布体の形態と構造によって区分したっ
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なお，植物の散布力の一例をあげると D，型のタンポポはわずかな気流で 8~40km， 時に 200km も飛

散するといわれる (SMA.LL， J. 1919)0 D，型の種類はこの能力が劣り，かりに，種子から生じてふたたび

種子を生産するまで20年を要するとし，種子の飛散距離を平地で 10m としても， 10 ，0∞年で 5km の速

度となり，いかに遅いかが推定される。傾斜地になると D. 型でも，上から下への移動は水の流れや重力

によって移動しやすいが，下から上への移動は遅々たるものであろう。前川(1958) によると.タマノカ

シアオイの一群の分布速度は水平移動で 10 ， 0∞年に 1伽ほどと思われるとのべている。したがってD，型

に属する種類で，温度に対して変異性をもたないときは，長期の気候変動でも淘汰作用が働くものと見な

ければならない。

以上に述べた考慮のもとに，各植物の散布型を判別して第 9表に示しさらに各垂直分布帯ごとに，種

類数に対する各散布裂の種類数百分率を示したのが第 10表である。

第10表各垂直分布帯の散布型組成表(種類数百分率)

Table 10. Spectrum on disseminule type in each zone , which made on a basis 

of the results of the investigation in Table 9. 

散 布 型 組 成(%)
種類数

垂直分布帯
The percentage distribution of the species among the 

disseminule types後
Number 

Zone D , D2 Ds D , 。f

specles 

I 31 69 。 。 100 。 16 

E 64 36 。 。 100 。 28 , 

国 44 39 2 15 83 17 59 

IV 25 52 4 19 77 23 75 

V 10 59 6 25 69 31 32 

持 Disseminule type : D,".anemochore , D2".zoochore , Da' ・ .bolochore ，. D" ・ .clitochore

表によれば 1 帯およびE帯の散布型組成は散布しやすいD，型と D2型が主体をなし，その百分率の合

計は 100% を示して， Da型やD，型の種類はない。すなわち I 帯と E帯の森林は， 散布の容易な生活型を

もっ種類によって構成されていることを示す。 E帯になると D. 型がやや多く現われて構成種類数の15

%を占め.またDa型がわずか 2%ではあるが現われる。しかし，散布の容易なD，型と D2型の種類が主体

をなし，その合計は83%を示す。 IV帯になると，散布カの劣る Da 型およびD.型の占める割合が前帯より

多しそれらの合計は23%となり，散布しやすいD ，と D2の割合は前帯より少なく，合計 77%となる。 V

帯になると Daと D，の構成種類数に対する割合はさらに多く， それらの合計は31%となり，これに対して

Dl と D 2の割合は合計 69%となっている。

すなわち各垂直分布帯において，構成種類数に対する各散布型の種類数百分率は，いずれの帯でも散布

しやすいD，と D2がその過半を占めているが，海抜高の低い帯ほどD，と D2 の割合が少なしこれに対し

て.散布力の劣る DsやD，型の占める割合が多くなっている。 これは海抜高の低い帯よりも高い帯ほど，

DsやD.型の種類の生存や，進化に対して不利な環境条件が働いたことを示すものであろう。

しかし，上記の考えには仮定が含まれており，各種類の示す散布型が過去においても同様であったか否
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か，また D2 型の散布をするためには， 運搬者としての動物の種類や量および食性が，現在とはたして同

ーないし類似していたとみなしてよいかなどの問題がある。これらは今後の研究にまたねばならないc

前章で述べた.限界出現率の高度分布曲線の凸部や尾根・谷沿い共通種の上限・下限カ~.ある高度範囲

に群をなす現象は高海抜地ほど明りように現われ，高度が下がるとそれらが漸次不明りようとなってくる

傾向をもっ。またE帯構成植物の下限の現われる範囲がW帯からV帯にはいっても，なお続いてし、るとこ

れらは植物に対する過去地質時代の気候変動による作用が，海洋などの影響で漸次弱くなったために生じ

たものとも考えられる。

植物の種類数は気候変動にともなう淘汰により，一般的に高度を増すほど減少すると考えられるが.高

山帯にはいると，各 100m聞の出現種類数の差は顕著でなくなる。この現象は蝦夷富士においてもみいだ

されている(桑原 1951)。この原因には，環境がE帯より I 帯の方がより多様であり，ベルトがこれをき

るための影響があろう。また集団遺伝学の立場から，環境が多様であると種の分化が著しくなることが予

想されるといわれ(行中 1956)，その影響も考慮すべきかもしれない。

なお第 10 表で， 1 帯の植物には D 2 型に属するものが多いことは注意すべきで ， BIRGER がスカンタナ

ピアの槌相中で‘植物の散布に大きな働きをするのは衆果を常食とするものであり，新しい地に植物が侵

入してくる場合.しばしば築果をもっ植物が他の型の果実のものより多い場合があると述べているが.こ

れと関連をもっ数字かもしれない。

垂直分布帯が以上のごとき成因によって作られたとすると，垂直分布帯は温度環境に対する評価を異に

する種類群の配列である。もちろん，ある帯に属する個々の種類の外的温度環境に対する評価は，その生

活型の違いからわかるようにさまざまである。しかし，多くの種類が気候の変動という大きな外国温度条

件下で，それぞれの系統のもつ評価の仕方ではあるが，種の温度的な性質が固定されたとするならば.個

々の種類の反応の仕方に遠いがあっても，それら個々の種類の温度条件を包括する外国環境に対して司一

つのまとまりを外観的な分布様式にもつに至ったものと考えられる。

以上によって，中部地方森林の垂直分布帯は，地質時代の気候変動と，それに由来する自然淘汰や種の

進化によって形作られてきたと考えられる種の集まり.不連続的な分布類型によって，類型的な把握がで

きることを明らかにした。

類型的な垂直分布帯は必ずしも同一構成種をもたなくともよく，日本海側山地も太平洋側山地も，また

尾根も谷沿いも，温度的なまとまりの条件が同一であればよく?これはさらに成因が世界的な規模をもっ

ていることから.世界の垂直分布帯との比較も可能であろう。

X 植物分布の地域的なかたより

前章までは植物の垂直分布に重点をおき検討を加えてきたが，本章では，太平洋側山地から日本海側山

地にかけて設定したベルト上の植物分布から，地域的な分布様式を検討する。

植物分布上における日本海側山地と太平洋側山地の違いについては，すでに河町 (1940). 今西 (1937

b) らが一部の樹種について，鈴木 (1949b)，前田 (1951) はブナ林やヒノキ林の群落組成から司 また

前川 (1949) はフロラ的な観点からそれぞれ論じ，四手井 (1956， 1957) は日本海側の多雪な亜高山帯に

常緑針葉樹林を欠く原因を，雪害の観点から論じた。また高等植物のみならず，蘇苔植物(堀川 1953)

や着生生活型をとるシダ類やラ γOE宗 1952) についても分布のかたよりが報ぜられ， 正宗は上記シダ
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類やラシ類が冬季降水量の多い日本海側に少ないことから. この地帯を寡少着生植物地帯とした。筆者

(1960b) も本調査資料を用いて.木本植物の分布と積雪との関係について.その概要を述べた。本章で

はその後の検討により補足すべき点について述べる。

調査した28本のベルトを対象とし，そのうち 5 区以上出現するベルトが 4 本以上ある種類をとりあげ

て.太平洋側山地から日本、制則山地にかけての地域的な分布様式を検討する(ただし，調査範囲の限界の

区に出現するものは出現区数にこだわらない)。総数 491 種類のうち，上記条件に合うもの以 271 種類で

あるがァこのうち，東海地方の低海抜地域(海抜高約 600m以下)に垂直分布範闘をもち.北陸地方の海

抜高 2∞m以上の山地では.その温度的条件(第15表参照)から分布し難いと忠われる種類，たとえばシ

ヤシヤγ ポ.ツルグ~，テイカカズラ，イヌピワなどの 6種.およびカヤ(北陸地方ではチャボガヤをこ

れに含めて調査したため〕を対象から除き，結局 264 種類がこの対象となった。

これらの種類のなかには尾根あるいは谷沿いのいずれかのベルトに主として分布するものや.尾根・谷

沿いの違いにかかわらず各ベルトに広く分布するものがあり，前者の種類の地域分布を検討するについて

は，それぞれ尾根あるいは谷沿いのベルト上における資料から求めねばならない。次にその主なものを掲

げる仔印は特にその性質が顕著な種類を示す〉。

主として谷沿いにおいて.所生量多く，垂直分布範闘も明りような種類 (65種類).

ハイイヌガヤ持.オオパヤナギ発.キツネヤナギ矢ナガパヤナギ矢コゴメヤナギ恭.ネコヤナギヘィ

ヌコリヤナギ矢オエグルさえサワグル三矢ケヤマハγ ノキ.コパノヤマハンノキ恭.ハシノキ. さヤ

マカワラハシノキ.ヤハズハンノキ.クマシデ.サワシパ.ハル三レ発.ケヤキ梼.エノキ.ヤマグワ，

フサザクラ(ヒロハカツラ矢クサボタシ*.ポタシヅル，アケビ.. "?ツブPサ，キタコブシ， コマガタ

ケスグリ(ケパイカウツギ，ヤマアテサイ，タマアラサイえツルアラサイ，ヤマブキ梼‘クマイチゴ，

ナワシロイチゴ，ネコハギ，コマツナギ九サシショウ， ドクウツギえオ三ツルウメモドキ.ツルマサ

キ，ユモトマユミ矢 ミツノマウツギ久カラコギカエデ，アサノハカエデ， テツ方エデ， トチノキ矢エ

ピヅノレ，サルナシ矢 モヤママタタピ.アキグ三栄.ウリノキ長.ヤマウコギえキヅタ. 三ズキ.クマノ

ミズキヘハナイカダえイボタ， ミヤマイボタ持.クサギ，スイカズラ，キシギシボクタニワトコ後.ヤ

ブデマ 1) ，エシキウツギ養。

主として尾根において，所生量多く.垂直分布範囲も明りような種類 (34種類)

チョウセ γ ゴヨウヘゴヨウマツ~ヤマネズ.ネズコ. シキミ，タムシノマヘガシコウラシ九アカ

ミノイヌツゲペツルツゲ.夕方ノツメ.イワウメ持.ウラシマツツヲヘイワヒゲ矢コメノマツガザク

ラ矢アカモノ矢シラタマノキ，コヨウラクツツジ司キパナシャクナゲ詩句シロパナシャクナゲヘオオ

コメツツヲ，アクシノぐ矢ウスノキ矢ヒメウスノキヲオオノ守スノキ九ナツハゼ，コケモモ九クロマメ

ノキ脅.ハナヒリノキ，ウラヲロハナヒリノキ. さネズオウ後.イワナシ持. ミヤマシグレ.コパノガマ

ズ~ ，オトコヨウゾメ。

上記以外の 165種類は，尾根にも谷沿いにも普通に分布する種類である。ただし，川沿いに主として出

現する種類でもそのベルトのおかれた地理的位置，あるいは土壌条件などから尾根にも分布することがあ

り.北陸地方の各尾根と東山地方のR 8. R 9 のベルトにおいては，イヌコリヤナギやナガノぐヤナギなど

さえ生じている。北陵地方では年聞を通じて雨量が多く，かつ東山地方の R 8 , R9 と同様，地形的にや

や緩斜な広い尾根面が介在したためと考えられる。
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きて，これら各植物の分布を調べると，次の 3 つの主要な分布様式が自然に分離されてくる c

多雪地型一一北陸地方と東山地方北部の各ベルトに主として分布する種類で，それより以南の各ベルト

では分布しないか，分布しても量的に少なくなり，垂直分布範囲も狭くあるいは不明りようとなる種

類。

少雪地型一一東山地方の南部と東海地方の各ベルトに主として分布する種類で，それ以北では北陸地方

のベルトのうち，内陸部にあって，前山が冬季季節風をさえぎる位置にある Rl ・ R3 ・ R4 の各ベ

ルトの一部を除き，所生量少なし垂直分布範囲も狭くあるいは不明りようとなる種類。

広布型一一全地域に広く分布する種類，ただし谷沿いに主として分布する種類についてはネコヤナギ，

コゴメヤナギなどのごとく北陸地方に分布しなくともこれに含める。

上記 3 様式のほか， ヒノキ，サワラ，シラカ γ ノマ，方シワ， さヤマウラタロイチゴ，カラコギカエデ，

レ γゲツツ少などのごとし東山地方に主として分布する内陸型とでもいうべきものがあり，また，アカ

シデ，コアラサイ，シモツケ，ナッツバキ，サルトリイバラなどのごとく，東山地方に分布畳少なく，東

海・北陸の両地方に主として分布するものがある。これらは種類数も少ないので，前記 3 型のいずれかに

含めておくこととする。

264種類のうち，広布型の種類は 171 種，多雪地型は 45種類，少雪地型は 48種類で，つぎのごとき種

類があげられる。

多雪地型作印の植物は大町以南のベルトには分布しない)

ハイイヌガヤヘ ミヤマネズ矢アスナロ，ネズコ，ヒメヤシヤプシ養，ヤ 7 :tJ ワラハシノキ久キタ

コブシ(タムシノマ，オオパクロモヲ，マルパマンサク久イワシモツケえ ナガパモミタイチゴ.ベ Z

パナイチゴ，チシグルマ，キシキマメザクラ，ツルシキミ，エゾユズリハ矢 ガ「γ コウラシ，アカモノ

イヌツゲ.ハイイヌツゲ，ヤマモミヲ，テツカエデ矢ヒトツパカエデ， トチノキ， ホナガクマヤナギ，

ユキツノマキ.ヒメアオキ，ヤマボウシ，ヒメウスノキ，アクシノ勺 コメパツガザクラヘウラクロハナ

ヒリノキ，ハナヒリノキ，シラタマノキ，ミネズオウ矢アカモノ矢ツガザクラ叱オオコメツツヲえ

サイコクミツバツツ~*，シロパナシャクナゲ，ムラサキヤシオ， イワナシ， オオヒヨヴタ γボク，キ

シギシボク久タエウツギ持。

少雪地型作印の植物は大町以北のベルトには分布しない)

トウヒ矢ツガ矢モミ，ウラタロモミヘシラベ九ネズミサシ(サワラ久方ラマツ，チョウセシゴヨ

ウ矢オオノマヤナギ矢シラカシノ勺ケヤシヤプシ矢コパノヤマハシノキ久イヌシデ，スダタイ，アラ

カシ.ウラクロガシ司シキミ，方ナクギノキ，アプラチヤγ，マルパウツギ，コアラサイ，タマアヲサ

イえコゴメウツギ，ヤマブキ久三ガイチゴ，キイチゴげ，シナノキイチゴ， ミヤマウラヲロイチゴ久

ウララロノキ矢カマツ方ヘヵスミザクラ矢キハギ， 7}レノマノ、ギ矢 イヌツゲ‘ z シキギ九オオモミ

テ，アサノハカエデヘアワプキ叱アセビ， ミツバツツタ，モチツツヲ，ヤプムラサキ，コパノガマズ

ミ矢オトコヨウソ・メ矢ケウツギ，三シキウツギ矢コウヤボウキ。

広布型

コメツガ，アオモリトドマツ，ヒノキ，ゴヨウマツ，アカマツ，ハイマツ，パツコヤナギヲキツネヤ

ナギ，ナガパヤナギ，コゴメヤナギ，ネコヤナギ，イヌコリヤナギ，オ z グル E ，サワグルミ，ツノハ

シパミ，ウダイカ γ ノマ， ヨグソミネノf リ，ウララロカンノマ，ダケカ γノマ，ケヤマハ γ ノキ.ハγ ノキ，



本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋) - 37-

ヤハズハンノキ. ミヤマハγ ノキ.アカシデ.クマシデ『サワシノにコナラ‘ モズナラ.カシワ，クリ.

ブナノキ‘ハルz レ，ケヤキ司エノキ‘ヤマグワ，フサザクラ.ヒロハカツラ，クサボタン.ボタ γヅ

ル.アケビ， ミツノ守アケビ.アオツヅラフジ.ホオノキ.マップサ.クロモタ司ダシコウパイ‘コマガ

タケスグリラウツギ，ケノぞイカウツギ(パイカウツギ含む)，ノリウツギ，ヤマアヲサイ司ツルアクサ

イ，イワガラミ，マンサク.シモツケ.ノイパラ.クマイチゴ.フユイチゴ.ゴヨウイチゴ. モヤマニ

ガイチゴ，ナワシロイテゴ.ナナカ 7 ド.ウララロナナカマド，タカネナナカマド.アズキナシ.ズミ.

ヤマザクラ.ウワミズザクラ.ミネザクラ.オオヤマザクラ.ヤマハギ.ネコハギ，コマツナギ，フラー

クズ，ネムノキ.イヌエシクユ.サシショウ.イヌザンショウ.アカメガシワ， ドクウツギ.ヌルデ.

ヤマウルシ，ツタウルシ アオハダ.ソヨゴ.ツルツゲ，ツルウメモドキ，オz ツルウメモドキ，ツ Jレ

マサキ，コマユミ，ツリパナ.クロツリパナ.ユモトマユ~ . ヒロハツリパナ， さツパウツギ，ウリカ

エデ，ウリハダカエデ.コハウチワカエデ.ノ、ウチワカエデ.イタヤカエデ.オガラパナ.コミネカエ

デ. ミネカエデ，カラコギカエデ.クマヤナギ.ツタ司ノブドウ，サγ カクヅノレ，エピヅル，ヤマブド

ウ.シナノキ，サルナシ. さヤママタタピ.ヒサカキ.ナッツバキ.キブシ.アキグ~ .ナツグ~ ，ウ

リノキ.セγ ノキ.タカノツメ.コシアプラ，ヤマウコギ司タラノキ.山リブキ，キヅタ，ミズキ.ク

マノさズキ.ハナイカダ.イワウメ.リヨウプ.ウスノキ.オオパスノキ，クロマメノキ，クロウスゴ，

コケモモ.ナツハゼァウラシマツツク.イワヒゲ.サラサドウダシヲネタキ.コヨウラクツツヲ，アオノ

ツガザクラ，ヤマツツヲ，キパナシャクナゲ，レ γゲツツタ‘ ミヤマホツツラ，ホツツ:/，ヤプコウヲ.

サワフタギ.エゴノキ.ハクウンポク.イボタ~ヤマイボタ.アラゲアオダモ，コパノトネリコ，コ

パシクノキ，クサギ.ムラサキシキプ.イプキジャコウソウ，スイカズラ.エワトコ，ツクパネウツギ.

:ff マズミ，ミヤマガマズミ.オオカメノキ，ヤブデマリ. さヤマシグレ.サルトリイバラ，サルマメ。

少雪地型や多雪地型の各種類が.東山地方の調査地域内のどのベルトを境として南北に分布するかをみ

ると，両型の種類のうち.東山地方に分布していないもので.温度的に東山地方に分布が不可能と思われ

る種類.すなわち東海地方で.垂直分布範囲が海抜高 1 ， loom 以下のもの 6 種類(スダライ.ウラクロガ

シ.アラカシ.シキミ.ヤプムラサキ.コウヤボウキ)と.北陸地方で垂直分布範囲が海抜高7oo-8oom

以下のもの 3種類(アスナロ.ナヵ・パモさ y イチゴ.キンキマメザクラ)を除き，多雪地型のもの42種類

のうち， 17種類 (40，%)は大町 (V 4) 付近できわだった分布の境界をもち，また少雪地型のもの42種類

のうち， 24種類 (57，%)が同様に大町付近以北には分布しないか，まれに生ずるのみとなる。この大町付

近は環境的にも積雪量の分布が急変する地点である。第11表は東山地方の平地における平均最深積雪深と

根雪期間(日数)を示したもので.大町市の平均最深積雪深 51 cm ， 根雪期間 59日を境として，それより

南の各地ではそれぞれ 2O-35cm， 10-38日であるのに.大町市以北ではその約4 倍の 120-184 cm , 109 

~122日を示している。山岳地でも大町市から北の後立山連峰は有名な白馬や針の木の大雪渓があり，沢と

いう沢には夏でも残雪の豊富な地域であり.大町市より南の常念連峰には雪渓はもちろん，夏には残雪も

ほとんどないという積雪量の面からきわだった境界になっている。

なお出現したベルト数がやや少ないため?対象から除いた種類のうち.イヌガヤ，シパヤナギ，ツクパ

ネガシ，シラカシ，イヌブナ.ザリコミァガクウツギーエピガライチゴ， ミヤマザクラ， ミツデ方エデ，

チチブドウダγ. ウスギヨウラク， トウゴクミツノマツツテ，コノ、クウ γポク，スルヵ・ヒョウタ γ ポク.ナ

ガパノコウヤボウキなど、は少雪地型に.ヒメモチ.ツリガネツツ少などは多雪地型に所属する可能性が高
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第 11 表東山地方における積雪深と根雪日数

Table 11. Variation of the clepth of snow ancl the cluration of continuous snow 

cover in the range of the southern station (Suwa) ancl the northern 

station (Minarr�otari) in T�an clistrict. 

観 調。 地 平均最深積雪深 根雪期間(日) 統 計 年
恥1ean annual Duration of 

Station maximum (dcemp) th contmuous Years of obs. 
of snow snow cover 

i取 訪 市 Suwa 26 24 1935~1955 (1953欠測)

に〆Iま=ミ' 賀 村 Sôga 35 26 1935~1955 (1953欠測)

松 本 市 Matsumoto 30 18 1935~1955 (1952. 1953欠測)

豊 科 町 Toyoshina 30 24 1935~1955 (1953欠測)

1車 l高 町 Hotaka 31 ~8 19ト1952(附， 19421944)
1947 , 1948欠損U

池 回 町 Ikecla ~2 12 43~1知 (lWlm)
1953欠測

大 町 市 Ömachi 51 59 1935~1955 (1952 、 1953欠測)

大町市木崎 Kizaki 120 116 1935~1950 

白馬村北城 Kitashiro 132 109 1935~1955 (1952. 1953欠測)

南小谷村 Minamiotari I 184 115 1935~1955 (1952. 1953欠測)

(農業総合研究所積雪地方支所編:積雪調査(昭1O~30年ト農林水産技術会議事務局司 (1961) による。)

し、。

このような分布様式の調査は.太平洋側山地から日本海側山地にかけて.さらに多くの断面について調

査することによって.より正確を期することができょう。 1 断面のみでは偶然にある分布様式に類似した

ものまではいってしまうおそれがある。ことに地史的な原因で分布がかたよっているものは.今後の検討

にまたねばならない。

植物の種類については.上記のごとき顕著な分布のかたよりが見られたが.積雪量の違いが直接・間接

に植物にもたらす影響は，その生活型にも反映している。積雪の多少によって分布がかたよっている多雪

地型と，少雪地型の各種類の生活型組成を比較すれば，この違いが端的に示されよう。多雪地型45種類.

少雪地型48種類のなかで，高木・小高木・低木の各生活型の占める種類数百分率は，多雪地型においてそ

れぞれ18% ・ 13~:(. 69%，少雪地型においてはそれぞれ42% ・ 12% ・ 46%となり，多雪地型は少雪地型に

比し低木の種類数が多く.高木の種類数が少ない。また低木のなかでも多雪地型は常緑のものが多く.後

者にはそれが少ない。積雪が植物に与える最も著しい影響は，積雪の熱伝導率が小さいこと，したがって

積雪深が厚いと保温作用が大きく，一般に 5Dcm 以上の積雪深であれば地表温度は o OC以下には下がら

ず.雪の被ふくにより風にあたらせないこととともに，植物の乾燥害を起こりにくくすることである。こ

の積雪のもつ有利な作用を全面的にうけるのは.いうまでもなく低木である。一方，高木は積雪のもつ他

の一面，すなわち雪害をうけやすく.高木は積雪深の約 2 倍以上の高さに成長するまでは雪圧の害が大き

いといわれる(四手井 1954)。低木は埋雪しても柔軟で強じんな地上部をもつため.この害は種の分布に

対して重要ではない。これら積雪のもつ作用が前記生活型組成の遣いに反映しているものであろう c

41地における垂直分布帯はこの生活型組成の違いによって，温度的な類型区分とは異なった立場から細
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分できる場合がある。

なお積雪と植物分布に関連して.次のことを補足しておきたい。

吉岡 (1953) は東北地方におけるモミ イヌプナーアズマネザサ群落の主要構成林木の北限にっし、て.

アカシデ，クリーコナラは北海道まで分布するが，モミ，イヌプナ，イヌシデ.イヌガヤは東北地方の太

平洋側中部を北限としていることを述べている。前者の各樹種は，積雪の多少とは関係なく広く分布する

種類であり.後者の各樹種は雪の少ない地域に分布している種類であるため.太平洋側山地の垂直分布で

は.これら各樹種の垂直分布範囲が類似しても.水平分布では上記のごとく著しく離れるものと考えられ

る。本多はクリは陽樹で分布が広く.二次林構成種で森林帯の目じるしとして不適当であるとしたが.ク

リやコナラの水平的な分布域が広いのは陽樹であるためではなく.多雪な環境にも耐えるからであろう。

この立場からいえば，モミ，イヌプナは雪の少ない地域に限られ，分布の適応性が狭く.温度的な森林帯

区分に対して適当な目じるしとはならないといえる。

吉岡 (1953) のモさ林帯の考え方は.森林帯を類型的に考える立場とは異なって.ある群落構成からな

る地域をその帯の地域とする考え方に立つ。したがって，モさ林帯は偏在的な存在として認識されてくるe

これを筆者の立場からみれば・温度的なIV帯はどこにでも見られる類型的な存在であり.これを積雪の多

少にもとづく生活型の違いから細分すると，太平洋側山地のモ~ .イヌプナ，コナラ.クリ.イヌシデな

どの区域と，日本海側山地のコナラ.クリなどの地域に分けられ.その前者のうち.なにかの原因でカシ

類あるいはプナの分布が制限されたために.比較的この帯の性質がきわだった地域が.吉岡のモモ林帯に

相当するものと考えられる。したがって.温度的なW帯の水平的な北限は，コナラやクリが北上する札幌

付近まで入れるのが類型的な区分である。このようにして.区分された森林帯は従来の研究によって.区

分された森林帯とつながりをもちつつ.生態学的な意味を明らかにしていくことができるc

刃向位種のすみわけ

同位種およびすみわけという用語(今西 1958，森 1952) はここでは次の内容に限定して用いる。すな

わち，近縁の種と種あるいは種と変種の群が空間的・時間的・機能的にお互いに生活の場を違えている場

合，それらの種類はすみわけているといい，同位種はそのようなすみわけをする種類を示すものとする。

元来，種は生態学的にみても基本的な単位であり.ある種と生態的な性質が全く同一な他の種は存在し

ない。しかし近縁の種類聞では生態的諸性質の類似する例が多く.たとえば.ハγ ノキ属の種類は暖地

でも寒地でも崩壊地に先駆種として侵入する性質をもち.またヤナギ属の種類は.河川沿いの湿った立地

に生ずることが多いなどその例である。これは種の遺伝性・変異性・進化の面からみて当然のことと思わ

れる。このような生態的な諸性質が類似した近縁な種類聞には，しばしばすみわけ現象が見られ.垂直分

布についてもその分布範囲を異にしていることがある。

前述した地質時代の気候変ー動による種の進化は.温度的な機能の分化という形であらわれる。その場合

に近縁な種類の温度反応は質的な違いをもたず.量的な違いをもつのである (VVENT ， F.vV. 1957) 。

近縁な種類の聞には“ガウスの法則"としてガウス (1934) により実験的に示された.， 1 つの地位には

1 つの種"という原則 (ODmr. E. P. 1953) があてはまるから.自然界では近縁な種類は.お互いに明り

ようなすみわけ現象を呈するように進化するものと思われる。したがって.調査箇所を異にしてもすみわ

けている両種類の相対的な垂直分布範囲はp 常に相ともなった変化を示すと考えられる。これが全く異な
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った科に属する種類聞であれば，ある地方で一方の種類にとって温度条件以外の不利な環境，あるいは温

度にしても機能的に質的な差があるとき.両種類の各地方における相対的な位置はしばしばくい違い，同

位種間より変動の大きレものとなる。すなわち，すみわけ現象は見られないであろう。

今西が北アルプス日本海側で用いたように.プナとアオモリトドマツを垂直分布帯の地域指標種にとる

と.両種の温度に対する質的反応、やその他の生態的性質が異なるから司それら両種の境界は地方によって

離れたり，接したり，重なったりする変動がある限度内でおこり.太平洋側山地のモミ属の同位種による

垂直分布帯の区分と同等に取り扱いえない。吉良 (1959) は垂直分布帯指標種の裏日本型配列において，

プナとカシの分布域は.温度条件によって重複したり離れたりするし東北地方ではアオモリトドマツと

ブナは.高度数百封!とにわたって重複分布することがあるから.これら指標種は厳密な同位関係にあるとは

いい難い.そしてそれら樹種の地域指標種としての価値は北アルプスの日本海側斜面においてのみ認めら

れるものであろうと述べているc 筆者の調査結果から，これら 3 種類の分布域の変動を見ると，北アルプ

ス日本海側斜面においても大きく重なったり，接したりし，変動が大きいことを見いだすことができる。

今西がこれらの異なった系統の種類聞にすみわけを認めたのは.選んだ尾根において.これに類似した現

象を見.それを重要視して普遍化したことに由来する。

第12表は近縁な種類問にみられる温度的なすみわけの例である。この温度的，すなわち垂直的なすみわ

けの現象は，武田(1926， 1941など)が各垂直分布帯聞における指標的樹種の“おきかえ"として記述し，

諸例(シラカ γパーソウシ方シパ.ツガーコメツガ，ヤマハシノキ ヤハズハシノキ，ウララロモミーシ

ラベ. シャクナゲーハクサシシャクナゲ)をあげているが，生態学的にこの現象を重要視したのは今西

(1937, 1958) であり.北アルプス太平洋側山地の垂直分布帯をモミ属の同位社会で区分することを提案

しているほか，ツガとコメツガの垂直分布範聞は重ならず，上下に接続すると述べている。その後，吉良

(1954) もツガーコメツガ.ハリモ三一トウヒ，マツ類は温度的な同位関係をもっと述べている。

温度的なすみわけをする各同伎種間の境界は.明りように一線を画する場合もあるが，時に離れること

がある。たとえば，シラカンパとダケカシパの分布範闘が，東山地方北部の各ベルトで離れている。この

場合はシラカンパが多雪環境に適しないため，温度的に分布可能な高度まで上昇しなかったことによるも

のと考えられる。また多少とも分布が重なる場合もあり，この理由には次のごときことが考えられる。両

種類は境界付近ではともに温度的に限界条件におかれていて.いずれか一方が温度的に有利であるとは考

えられない。この状態では地形的な因子，たとえば局部的な方位の違いなどが関与して，両種類はしばし

ばモザイク状に分布し.これを 1 本のベルトできって表現すれば，分布が重なることになる。また同ーの

尾根上でも，地形的に積雪の吹きだまりを生ずる凹所が存在する地には低温種が分布し，それ以外の尾根

上は高温種が分布して，これを 1 本のベルトで切ると，同様に混生として表現されてくる。ナナ方マドー

ウラタロナナ方マドの重なりはこのよい例で，現実には両種の混生は少なく，局地的な温度環境の違いを

とりあげればすみわけはさらに明りようなものとなる。また，分布範囲が重なっても量的な分布を考慮に

入れると，かなり明りようにすみわけている場合がある。これは種子の散布によって生じた個体でも，そ

れぞれの領域内のものは次の世代を生産するが，領域外に散布されたものはその世代で終わり，次世代を

作らない場合もありうるc このときは種子の散布が可能な範囲内で.分布が重なる現象がみられよう。

本調査では表にかかげた例のほか.シロパナシャクナゲーキパナシャクナゲ，ホツツラ-~ヤマホツツ

ヲ.コパノトネリコーアラゲアオダモ.ヨグソミネノぐリーウララロカシパ.オオパヤシヤプシーケヤシヤ
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第 12表垂直分布範囲をすみわける同位種

Table 12. Habitat segregation of related species according to the vertical distribution. 
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ケヤマハシノキ

Alnus hirsufa 

(ヤハズハ γ ノキ)

(Alnus Matsumurae) 

T�ai 

東山地方

T�an 

北陸地方

Hokuriku 

ブシ.コナラーミズナラ.ナナカマドーウララロナナカマド.サγカクヅルーヤマブドウ，モモ ウラタ

ロモ E シラベ，ツガーコメツガ.コミネカエデーさネカエデなどがあり.今後の精査によってさらに増

加しよう。たとえば.ツクパネウツギ ペ三パナツクパネウツギ.ツリパナーヒロハツリパナ クロツリ
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パナ.カツラ ヒロハカツラなどはその可能性の大きいものである。

近縁の同位種聞に見られるすみわけの原因について司同佼種聞の相互作用を重視するのと.おのおのの

種がそれぞれの環境を選択する面を重視するのと 2 とおりの考え方がある。今西 (1937) は，種の現実の

分布限界は無機的環境によって制限きれるものではなく司それと境を接する同位種に対して相対的なもの

け日互作用による限界)であると述べているが，これは前者の考え方である。しかし近縁の同位種聞で

のすみわけは必ずしも相互作用のみでなり立つとはいい切れない，少なくともIV帯以上では，おのおのの

種が無機的環境をすみわけている場合が多いのではなかろうか。人為的に作られた品種聞であれば.それ

らの品種は自然淘汰をうけていないから，両品種を混合して植栽したときは，相互作用によってすみわけ

る場合がありうるが，長い年月の聞に同t立種は温度的に重ならない方向に自然淘汰が働き?しかも進化し

た種はその長い過程において.それぞれ量的に奥なった温度環境を主体化する傾向をもつことが考えられ

る。すなわち司最初のすみわけは相互作用であっても，長年月の聞にはすみわけた温度環境が主体化き

れ，生理的にもすみわけることがありうるのではなかろうか。一般に植物聞の相互作用が.重要な制限要

因として働くのは恵まれた環境条件のもとであって.同位種がともに不利な環境条件のもとにあっては.

むしろ無機的環境要因が強く働くのが通常であろう。いずれにしても，この問題は個々の同位種について

実験されるべき問題である。大串 (1956) は同位種であるタマキピとアラレタマキピの分布の実験によっ

て， 2 種間の相互作用は認められず，両種のすみわけはそれぞれの種が好適な環境条件を選択するため生

ずるものであることを確かめているが，こうしたことの裏付けであろう。

同位種lま両種の分布境界付近で雑種を作る場合がある。たとえば.オオパヤシヤプシとケヤシヤブシの

境界付近では，形態的にいずれとも判別しがたい個体を見いだすのが通常であるしまた変わった例とし

て，雪の多い低温な凹地に下降したノ、イマツと，尾根に生ずるゴヨウマツが地域的に接する所には.ノ、ッ

コウダゴヨウ裂のものを見いだすことがある。また高杉(1961) はウラタロモ E とモモの接触帯に往々中

筒形の個体群が見られると述べている。このような事例は，相互作用や環境的なすみわけとは異なうた存

在様式を示すものである。

隣接する垂直分布帯聞を 1 つの境界線で分けて示したいならば，今西のおこなったモモ属の系列のごと

き同位種によって垂直分布帯を区分することは可能であり.正確な方法である。しかしそれも I 帯からV

帯まで近縁な同t\L種がおのおの存在し，しかもそれらの分布がある特定の地方に限られず，広い地域に分

布する系列であることが望ましい。モミ属の系列はアオモリトドマツを除くと，し、ずれも雪の少なし、地域

に分布を限定される種からなる。したがって，それによって区分された垂直分布帯は，多雪地域の別の系

統の同位種群と対比することはできない。そこにこの方法の限界が存在する。

またかりに、モミ属の同位種によって垂直分布帯が分けられたとしても，実際には温度的なまとまりを

もっ種類群を，同{立種によって人為的に代表せしめたのであって，それは対象のレベルが大きい種類群に

対する把握方法を，小さいレベルのモミ類の同属集団による把握方法にすりかえたにすぎない。すなわち

特定の同位種によって，系統的に異なった多くの種類を含む垂直分布帯を代表させること自体が許されな

いことである。それはある植物の生態的性質を論ずるとき，個体を対象にするのと，種集団を対象とするの

とでは対象のレベルを異にし，その把握方法は別個のものであるのと同じで，対象の次元が異なる。

以上は垂直的な，見方をかえれば温度的なすみわけをする同位種について述べてきたが，中部地方の日

本海側山地と太平洋側山地における環境の著しい違いとしてあげられる積雪の多少に対しても，同位種の
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Table 13. Habitat segregation of related species according to the amount of snow cover. 
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存在が見られる。すなわち，温度的なすみわけを縦とすれば，積雪の多少によるすみわけは横の立場から

のすみわけである。第13表に積雪に対するすみわけの例を示す。

積雪の分布は温度分布よりも地域的な変化が多い。たとえば，富山一高山一岐阜を結ぶ線は明りような

気候界をもたず，積雪の分布は漸移的に変化していく，このような所では.植物の地域的なすみわけもモ

ザイク状になっていて，明りようでない場合が多い。しかし，季節風の風向に対して直角に高い山脈が横

たわり，それによって明りような気候界が作られていると，積雪環境の地域的な傾度が急に変化するので

同位種のすみわけは地域的に明りようなものとなる。

積雪に対するすみわけの顕著な例をあげると，ケヤシヤプシとヒメヤシヤブシ‘三シキウツギとタェウ

ツギヲアオキとヒメアオキ，ヤプツバキとユキツパキなどE帯以下の植物に多い。

なお，同位種のうち常緑低木の生活型をもつものにおいては，多雪な環境に適する種が，雪の少ない環

境に適する種の属する帯より寒冷な帯に所属することが多く，これは生活型からみて注意しなければなら

ないことである。たとえば，ヤブツパキ (V帯〕とユキツパキ (IV帯)，アオキ (V帯)とヒメアオキ (ill

帯)，イヌツゲ (IV帯〉とハイイヌツゲ (ill帯)などがその例である。これを逆の観点から見ると.雪の

少ない環境が，常緑の生活型をもっ植物にとって不利な環境であることを意味しよう。これと関連して，

多雪地の各垂直分布帯にシャクナゲ類，ヒメアオキ，ツ Jレシキミ，ノ、イイヌガヤ.エゾユズリノ、，ユキツ

バキ，ハイイヌツゲ，ネマガリダケなど常緑の種類が多く，低木層を優占しているのに対し，雪の少ない

地では低木層に常緑の種類は少なく.その量も貧弱で，ササ類も山地全般をみると著しく分布が少ないこ

とも，同様な理由によるものと考えられる。

積雪に対するすみわけの例は上記したほか，イヌガヤとハイイヌガヤ， ミヤマシキミとツルシキ~， 7 

ンサクとマルパマンサク，コブシとキタコブシヲクロモ少とオオパクロモヲ， トウゴクミツバツツ?とサ

イコグミツバツツ少などがあり，さらに精査すれば増加すると考えられ，イチイとキャラポク.ユズリハ

とエゾユズリノ勺カヤとチャボガヤなどはこれにはいるであろう。

また，上記した各同位種のごとき明りようなすみわけをしないが.シラベとアオモリトドマツの関係は

シラベが積雪に対する適応性をもたず，分布が太平洋側山地に限られるのに対し.アオモリトドマツは広

く日本海側山地にも針葉樹林を作り，青森県まで分布する。従来アオモリトドマツはシラベより耐寒性を

もっとされているが，その傾向を多少もつ一面，多雪な環境に対する耐能性が大きい点を，より重要視し

なければならない。

このシラベーアオモリトドマツ的な関係は，シラカ γパーダケカンパ.ツガーコメツガにおいて，温度

的なすみわけ関係とは別に上位の種が多雪地にも広く分布すること，下位の種が雪の少ない地に限定きれ

ていることとつながりをもち，これらは種の進化における類似現象であろう。

垂直分布における種類群や同位種の存在と，各垂直分布帯内の遷移系列との関係を概括的にみると，遷

移の各相を構成する種類はそれぞれの垂直分布帯で異なっていて，あたかも各垂直分布帯内において，初

期相から安定相に至る聞の種類的な変化に.有機的なつながりがあるかのような傾向を示す。しかしこ

の遼移的な検のつながり.たとえばV帯のオオノマヤシヤプシとカシ類司 E帯のヒメヤシヤプシとブナ， II 

帯のさヤマハγ ノキとシラべなどの種のつながりは結果的にそのようになったのであって.そこに有機的

なつながりの存在する理由はない。局地的に見ればーケヤシヤブシとカシ類の分布が重なっている地域で

は.ケヤシヤプシ林からカシ林への移行がありうる。しかし上にあげたオオノマヤシヤプシ? ヒメヤシヤ
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ブシ~ヤマハシノキなどを例にとると.これらの種類は共通な性質(たとえば，土砂に埋まっても不定

根を生じやすしまた根癒をもつなど〕をもち.これを生活型で一括すると.遷移を取り扱う場合一つの

単位として用いうる。遷移の問題はしたがって生活型的な見方からこれを解明していくのが主軸になると

考えられる。

XII 垂直分布帯の分布と温度因子

わが国のごとき多雨気候下にある地域を対象とする場合，垂直分布帯の分布範囲を決定づける環境因子

としては，まず温度因子がとり上げられねばならないであろう。

温度因子といっても，わが国の従来の諸研究における温度の量的表現には.かろいろな方法が試みられ

てきた。これを大きく 4 類別しうる。

1 :年平均気温一本多(1912)

2 :植物生育期間の平均温度-MAYR ， H. (1890) 

3 :植物期間一鈴木(1949 b , 1951 a 司 b)

4 :積算温度一吉良(1948)，加藤 (1951)，四手井 (1952)

これらは植物分布の状態と‘気象観測資料から求めた値との相関から.主として経験的にとらえられて

きた。これに対して， LUNDEGÄRDH , H.(1954) のように実験生態学の立場からまず解明してゆくべきで

あるとする考え方がある。これは個々の種を対象とする場合と.多くの種の集まりからなる垂直分布帯を

対象とする場合とでは，おのおのの温度条件に対する把握方法を異にしてもよいと考えられる。各垂直分

布帯に含まれる個々の種の環境の認識の仕方は， 系統や生活型の違いから予測しうるように異なってい

る。後述するが，温度的にすみわける近縁な種類の温度反応の遠いは.量的な違いで質的なものではな

い。この意味から，外囲環境は新しく進化した種の温度反応の量的範囲を規定するが.質的な変化に影響

を与えることはでき芯い。質的な性質は植物の側の内在的・遺伝的なものであって.新しい種もその意味

で環境を主体的に認識するのであるつすなわち.環境は植物のすべての温度的性質を左右するとはみられ

ない。種の量的な温度の適応範囲は，進化の過程における一般的な気候変動によって規定されてくると考

えられるから，われわれはこのわく(外囲環境の)で包括的な種類群の温度条件を把握しうるのではなか

ろうか。なお，おのおのの種が進化してきた地質学的な時代の温度環境と.現在の温度環境とを比較する

と.両者の聞に寒暖の違いが存在するが.中緯度の温帯以北では年較差が大きく.低緯度の熱帯では年較

差が小さく，日較差が大きいという変化形式には変化がなかったと考えられるコ

きて，この方法ではある垂直分布帯に属する個々の種類の聞で.生育開始温度や時期が異なっても.ま

た温度が制限的に働く危期を異にしても，問題とはしない。異質な個々の種の主体環境をそれぞれ成立せ

しめ.個々の種の制限的な主体環境をおのおの満足せしめ，包括する年変化を示す温度環境を問題とする

のである。具体的にどのような方法が適しているかは，植物の生活と温度との聞に存在する一般的な関係

に拠って検討すべきことである。

近時，アメリカではファイトトロシ(植物環境制御装置)により，この方面の基礎的実験がすすめられ

ている。まだ一般樹木については僅少な資料にすぎないが.草本類については多くの意義ある結果が報告

されている (W悶T ， F.W. 1957)。以下に本論に関係をもっ点を摘記する。

1. 植物の生育や花成は.日平均気温や明期温度よりも夜間の暗期温度に大きく支配される。
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2. 暗期温度が高いと栄養成長はよくとも，花の発育結実が不良となり.落花が起こりやすい。そして

それ以上高温となると，成長自体も減少し，遂には枯死する。

3. 植物が若いときは，たとえば 170 C 以下では化学作用が上長成長を支配し， 260 C 以上で高温の害

作用(糖の転流が制限される)が上長成長を支配するが.その聞の 17~260C の温度範囲にわたっては，

成長率の変化しない拡数現象が見られる。

4. 発育段階の初期は適正温度が高いが，植物体が大きくなると適温はしだいに低下する。すなわち，

植物の適温は個体の一生を通じて一様ではない。

5. 気候要因中，いずれが植物の生育に強く働くかは‘一般的にいって，近縁植物では同一要因が，科

が違えば別の要因が働く。したがって.環境に対する植物の反応は科あるいは属によって質的に異なる。

6. 同一科内の属間あるいは同属内の種間，同種内の品種間の環境に対する反応の差異は，通常質的で

あるよりも量的である。

7. ある種類の最適成長条件は一般に原産地の生育環境かあるいはその種類の自然生息条件にきわめて

よく類似する。

WENT は積算温度の考え方を生理学的な根拠から否定し，カリフォル三ヤ州の中央部山地の各高度にお

ける植物の生育季節の長さと，各種温度因子との聞には.平均温度.平均明期温度，平均最高温度，平均

最低温度よりも平均暗期温度 lSC 以上の日の継続日数が最も関連をもつことをのべている。

本報告では生理的に根拠のある，この平均暗期温度1.50 C 以上の継続日数をもって，垂直分布帯の分布

との関連をみることとした。

もちろん，すべての地域でこの方法を適用するのは正しくない。前述のごとく，年較差の少ない低緯度

の熱帯に生育する植物と，季節的な気温変化のある中緯度の温帯以北に生育する植物の，温度的な反応の

型は，おのおのの種のそれぞれの環境下における分化を考えると同ーとは考えられない。そして，熱帯も

温帯以北の地帯も同一性質の環境値で垂直分布帯を区分することは，本来無理なものであろう。したがっ

て，わが国のような場合は，年変化の著しい気候様式に適した値で区分されるべきである。カリフォル三

ヤ州、!と緯度的にほぼ同位置にあるわが国中部地方の植物分布を論ずる場合.上記方法であまり無理のない

結果がえられるのではなかろうか。

1SC以上の継続回数(以下，これを植物期間という)は.裏返せば1.50 C 以下の寒さの継続日数とな

か季節温度周期効果をもっ温帯以北に生育する木本植物にとっては.二重の意味をもっている。

以下に述べる植物期聞は個々の種類まで算定されているが.厳密には既述したごとし種類まで適用で

きない。むしろ算定された個々の種類の植物期間の変動から.その種類の分布に温度以外の制限要因が働

いているか否か.あるいはまた，温度因子に対するその種類の質的な性質などを知る手がかりとして参考

にする意味で，算定されていることを注意されたい。

温度資料を集める場合，低海抜地域の観側所数は十分あるが‘山岳地帯の観側所はきわめて僅数に限ら

れる。したがって，温度の垂直分布を知るためにはその減率によって推定するほかなく，少数の資料を活

用して，現実に近い値をうるために，いかなる方法をとるべきかについてまず検討を加える。

植物分布の資料は各地域内の平均値として算出されているから.気温資料も各地域内の平均値として把

握していく方法が誤差も少ない。従来，多くとられてきた方法は.たとえば三島と富士山，岩村田と浅間

山，高回と赤倉などのように，個々の観側所聞の資料によって減率を算出するもので，いずれか一方が地



本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋) - 47 ー

形的に，あるいはその他の原因で特殊な値を示すとき，減率は一般的な値より過大あるいは過小となる危

険をもっ。

山地の減率はその地域の地理的位置，地形上の特性，ならびに季節ごとに支配する気団の性質などによ

って変化する。したがって，温度資料は必ず各地域内の資料を使用し，かっ，地域内においても地理的に

かたよりのないように観測所を選ぶことに留意した。

地形的に見て.盆地底や湖畔などの冷気塊の停滞する地形に位置する観測所?また海岸に近い観測所の

資料は，対象とする山地の一般的な温度資料としては避けねばならない。ことに計算の基礎となる最低気

温は，地形による影響の大きし、因子である。

一般に.低地付近では気温の逆転現象が起こりやすい(福井 1941)。そのため，各地域内の低海抜地帯

に含まれる観測所聞の減率値を用いることは好ましくない。 EXHART ， E. (1939) によれば，最も変動の

少ない観測資料として，山頂の資料がすぐれているという。また，比較する観測所聞の高度差が大きけれ

ば大きし、ほど，観測所の地形的な影響などによる温度の定誤差が消却されてくる。

減率は季節によって変化する(平田 1922)。いいかえると，支配する気団によって減率を異にする。一

定温度以上の継続日数を求めるときは，特に各季節ごとの減率を使用しないと大きい誤差を生ずる。

以上の諸点、に留意して，次の方法で植物期間を算出した。

各地域内で基準となる低海抜地の観測所を地理的にかたよらないように選び，特殊な地形に位置するも

のは避けて選んだ。尾根・谷沿い別に基準の温度を算定するため，谷沿い資料には山間の谷沿いの観測所

を，尾根の資料には開けた地形の山麓の観測所を選んだ。基準の温度に対し，比較する高海抜地の資料は

きわめて少数で，ことに谷沿いの資料はまったく得られなかった。そのためやむを得ず，各地域内の減率

そのものは温度自体が異なっても，尾根と谷沿いとでさほど大きな差を示さないと仮定し，谷沿いの減率

は各地域の尾根の減率を使用し，谷沿いの基準温度から温度の垂直分布を求めることとした。高海抜地の

尾根の資料は，東海地方では富士山，東山地方では霧ケ峯・乗鞍岳・浅間山を，北陸地方では立山(浄土

山〕・赤倉の各観測値を用いることとした。

各観測所の月平均最高温度と同最低温度から.月平均の暗期温度の近似値を次式 (WENT ， F. W. 1957) 

によって求めた。

t nyc. = t min. + 1/4 ( t max. ー t min.) 

次に各地域の月平均の基準暗期温度と，山地暗期温度との月別減率を求め，さらにその平均値を算出し

て.各地域の月期jの平均減率を求めた(第14表)。

各地域における平均暗期温度の年変化を表によって見ると p 各地域によって暗期気候 (nyctoclimate)

に特徴がある。年変化形式のうち，海洋的なのは東海地方で年較差が少なし尾根で 21.7" C ，谷沿いで

22.3 0 C である。ただ富士山は 25.90 C でやや大きい年較差を示す。東山地方は年較差が大きし尾根お

よび谷沿いともに 25.9 0 C ，霧ケ蜂で 27.1 0 C で，内陸性の年変化を示す。北陵地方は前記両地方の中間

の年変化を示し，尾根で 23.8 0 C. 赤倉で 24.80 C である。富士山がやや大きな年較差を示すのは，北に

高い山脈がなく冬季直接シベリヤ気団の影響をうけ，山麓に比して地形的な影響が少ないためと考えられ

る。このように一般的に見て，基準暗期温度と山地暗期温度の年変化の傾向は，各地域で独特の特徴をも

ち，地域内の年変化の傾向は高度を異にしても非常に似ている。

第14表から各地域の尾根・谷沿い別の平均暗期温度の高度分布がえられるが，さらに平均暗期温度1.5
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第 14表各地域の暗期

Table 14. Nyctotemperature and 

地域|地 形 i

Districtl Topographical position I 

東 尾根

t riyc. On the 

foot of a 

mountain 

TEJ2] l J l 

z下τ~
9772 1 -21 ・ 11

観測所

Station 

Mishima 
Yokowari 
Toyoda 
Shimada 
Fukuroi 
Kanasashi 

Average 

tn叩1
mountain I HH.  ~ U J  

L丘pse-rate of tnyc. 減率

谷沿い I t nyc. on the 

東

T�ai I Valley I valley 

海
Ridge 

地

方

t nyc. On the 

foot of a 

山
尾根 mountain

Ridge 

地

方

T�an I 谷沿い

Hokuｭ
riku 

Valley 

北
陸
地

尾根

[thnyc 叩
mountalll 

Sano 
Mutsuai 
ﾖk�hi 
Setodani 
Mikura 
Shizutama 

Averag巴

Tamagawa 
Hata 
Iwamurata 
Nezu 
Hirotsu 
Kitashiro 
Hirano 
Nagano 

Average 

Mt. Norikura 
Mt. Asama 
Mt. Kirigamine 

Average lapse-rate of tnyc. 

t nyc. on the 

valley 

Kawagishi 
• AZl1mi 
Nagakubofl1ru 
Saka� 
Taira 
Kinasato 

Average 

Arai 
t nyc. on the I Funami 

I Yatsuo 
foot of a Kanazawa 

Fukui 
mountain 

Average 

t nyc. on the I Akakura 
mountain IMt. Tateyama 

Average lapse-rate of t nyc. 

2 司 760

1.947 
1.925 

910 
2 ,836 

147 1 司

696 1 -4.71 

143 
147 
190 
80 
121 
200 

5
0
2
0
2
9
5
8
 

0
3
2
8
6
0
4
1
 

9
6
7
6
8
7
6
4
 

765 
750 
622 
650 
825 
730 

A
A
 

つ
L

マJ -5.51 

-0.8 
0.1 
0.6 
0.7 
0.4 

MI Mar.1 Apr 

JJ d 

叶叶 4三
方 I Ridge 

67 
125 
175 
27 
10 

-
Q
U
 

J
J

一
一
一
的

0

5

 一

O
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温 度 と そ の 減 率

Japse-rate in each district. 

l¥lay June JuJy Oct. Nov. 
|観測年

Dec. Years 
of obs. 

19.5 23.8 24.1 21.0 14.9 9.7 4.3 1936~1950 

15.1 18.9 23.3 24.2 20.9 15.5 10.5 5.7 1926~1940 

15.5 19.5 23.7 24.3 21.3 15.5 10.3 5.6 1916~1935 

15.1 19.3 24.0 24.4 21.3 15.7 10.6 5.7 1916~1940 

15.3 19.1 23.7 24.4 21.9 15.5 10.0 5.4 1916~1940 

15.2 19.5 24.1 24.4 21.5 15.7 10.7 5.5 1916~1940 

15.2 19.3 21.3 I 15.5 I 10.3 5.4 ! 

-6.0 : 4.8 -10.91 ー 17.4 i 1933~1952 

0.57 I 0.53 ! 日41 0.61 

14.4 
15.0 
14.2 
14.2 
13.8 
13.8 

10.3 15.4 20.1 20.1 16.1 9.8 3.9 -1.8 I 1936~1950 
12.1 16.2 20.9 22.2 17.8 10.4 4.8 0.0 1950~1955 

10.3 15.2 20.3 20.8 16.7 9.6 3.5 -1.5 1916"-'1940 
12.0 16.6 21.4 21.6 17.3 10.7 4.5 -1.0 1936"-'1950 
11.2 16.0 20.5 21.0 16.2 10.9 4.7 -0.4 1955"-'1958 
9.5 14.1 19.3 20.2 15.8 8.4 2.8 -3.4 1919"-'1940 
11.2 15.8 20.6 21.1 17.1 10.3 4.6 -0.9 1916"-'1940 
11.8 16.9 22.0 22.7 18.3 11.0 4.8 -0.6 1916"-'1940 

12.7 13.4 - I 1916"-'1924 
4.5 9.8 13.5 14.7 10.3 4.9 -9.9 I 1944"-'1948 

0.461 

10.7 15.5 20.5 20.8 17.0 9.7 3.7 -1.9 ¥ 1916"-'1940 
10.5 14.4 19.1 19.6 15.6 8.8 3.4 -1.5 i 1919~1940 

10.7 15.5 20.4 20.7 16.8 9.9 3.9 -1.7 1916~1940 

10.4 15.2 20.3 20.8 16.6 9.3 3.6 -1.7 1919~1940 
9.8 14.4 19.2 19.9 8.7 2.9 -2.1 1926~1935 

10.1 14.8 20.0 20.7 16.6 9.5 3.5 -2.0 1919~1940 

-1.8 I 

18.0 23.1 24.1 20.0 13.5 8.0 2.6 I 1916"-'1940 
13.8 17.8 22.3 23.3 19.4 13.3 8.1 3.2 : 1926~1940 
13.7 18.3 23.2 24.2 20.2 13.7 8.1 3.4; 1916~1940 
13.6 18.5 23.0 24.2 20.3 14.1 8.7 3.7 ' 1916~1945 
14.2 18.9 23.8 24.4 20.1 13.4 8.1 3.2 ' 1916~1940 

23.1 ! 20.0 I 13.6 ! 8.2 I 3.2 , 

-1.8! 1951~1958 
8.3 9.1 4.8 一 I 1947"-'1948 

0.581 0.56 i 0.60 I 
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第 15表各地域における植物期間の高度分布

Table 15. Vegetative period at various 

altitude grades of each district. 

植物期間 Vegetative period 

k-Hoku-
A1.d T6 a l T 6 z a n  k titude I I nKU  

尾根 い尾根 、尾根(m) ω|諸eyulge|舘yl Ri 

3 ,000 120 117 121 115 113 
2 ,900 126 123 128 121 119 
2 ,800 132 129 134 126 127 
2 ,700 139 136 140 133 135 
2 ,600 145 142 146 139 142 

2 ,500 152 149 152 145 147 
2 ,400 160 156 158 151 152 
2 ,300 167 163 165 157 157 
2 ,200 172 169 170 164 162 
2 , 100 179 176 176 169 168 

2.000 186 183 181 175 173 
l 司 900 193 188 187 180 179 
1,800 199 195 192 186 184 
1,700 206 202 197 191 190 
1,600 213 209 204 197 196 

1,500 221 215 209 203 201 
1 ,400 227 223 213 208 207 
1, 300 233 229 219 212 212 
1, 200 241. 236 223 218 217 
1, 100 247 244 229 223 224 

1,000 254 250 233 228 230 
900 261 256 238 233 237 
800 268 264 243 238 244 
700 278 272 249 244 250 
600 289 282 255 250 256 

500 302 294 262 257 263 
400 315 307 269 264 270 
300 327 319 279 272 '277 
200 362 338 290 283 291 
100 365 365 299 292 304 

。 365 365 310 301 318 

。 C 以上の植物期間の高度分布を求めるとき

の， 1. 5 0C の初日・終日の計算は次式(福井

1941)によった。その結果を第15表に示すc

七回一+0=30ーよLー土

t'.5・・・平均陪期温度l .so C

t. , tb … t，・5 を含む隣接する各月の平均

暗期温度

5・・・ t. から t，・5 までの日数

表によると，同一高度における植物期聞の

長さは， 9∞m 以下の低海抜地域では東山地

方と北陸地方が近似し，東海地方は上記 2 地

方との差が大きく，植物期聞は東海・北陸・

東山の11慣に短くなる。海抜高筑)()~2 ，ぽゆnの

聞は東山・北陸の両地方と東海地方との差が

しだいに少なくなるが，横物期間の長さの順

序は東海・東山・北陸の11闘に短くなる。海抜

高 2 ， 0∞ m 以上になると，各地方聞の植物坊

聞の差はわずかとなり，お互いに近似してく

るが，地域別に見れば東海・東山・北陸の]1民

に植物期聞が短くなる。

植物期間の高度分布曲線は， 5∞m ないし

1 ， 0∞m 以上は直線に近いが， それ以下の高

度ではややゆるやかなカーブをえがく。この

ことは高地では，わずかの植物期間の遣いで

も高度差としては大きく出てくる。一方，低

地ではそれほど大きな高度差とはならないこ

第 16表各垂直分布帯の下限および上

Table 16. Distribution range of the limits of each 

分 布 範 囲 Distribution range (m) 

垂直分布帯
T�ai T�an Hokuriku 

Zone 
Ridge Valley Ridge Valley Ridge 

Lower limit of 1 -zone Above 2 , 150 Above 2 ,050 Above 2 ,050 Above 1, 700 Above 1, 750 

Upper limit of II -zone Above 2 ,250 Above 1,950 Above 2 , 100 Above 1,850 Above 1.850 

Lower limit of II -zone 2 , 150~ 1,350 2 ， 050~1 ， 250 2 ， 050~1 ,300 1, 700~1 ， 150 1 ， 750~1 ， 150 

Upper lirnit of ill-zone 2 , 250~ 1 ,550 1 ， 950~し 300 2 , 100~1 , 450 1, 850~1 ， 350 1, 850~1 , 250 

Lower limit of ill-zone Under 1, 350 Under 1, 250 Under 1,300 Under 1, 150 Under 1, 150 

Upper limit of N-zone 1 ， 550~1 ,000 1 ， 300~ 850 Under 1 , 450 Under 1,350 1 ， 250~ 550 

Upper limit of V-zone Under 1 ,000 Under 850 Under 550 
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とを意味する。この原因は季節的な気温減率の変化に一定の傾向をもつためで，春から秋にかけての減率

はかなり一定した値を示し.しかも秋から春にかけての減率に比してその減率が低い。したがって，低地

では高度の増す割合にくらべて.植物期間は急激に減少するカーブをえがき.高地になると，減率の高い

秋から春にかけての各月は植物期間に関係しないし，また春から秋にかけての減率は各月とも大差ないの

で植物期間は直線的に減少ししかも高度の増す割合には急激に減少しない。

同一地域内の尾根と谷沿いは減率に同一値を用いたから，その植物期間の差は基準暗期温度の差によっ

て左右され，低温な谷沿いは尾根よりも植物期間は短し同一植物期間を示す高きは，谷沿いが尾根より

も常に約 100m 低い所にあり，植物分布高度の較差と近似した値を示す。

各地域における垂直分布帯の分布と植物期間との関連をみるために.各垂直分布帝の限界高度を第16表

に示した。もし，垂直分布帯の分布と植物期間との関係が密接であるならば，前述した同一高度における

各地域の植物期間の長さの11贋序に，各地域のそれぞれの帯の限界高度が低くなるはずである。各垂直分布

帯の限界高度は，尾根あるいは谷沿いのいずれにおいても，植物期間の長さの順序とほぼ同じI1原序で低下

している。また各垂直分布帯の下限および上限の分布範囲を，植物期間に換算した値を第16表に示した。

これによると，各地域・尾根・谷沿いともにそれらの植物期聞は，ほほ近似した値を示している。なお参

考のため，垂直分布の限界高度が各地域で，あるいは尾根と谷沿いで得られた種類のうち.主要なものに

ついて，その植物期間の平均値を示すとつぎのごとくである。

トウヒ下限・2D5日，ツガ上限・ 226日，コメツガ下限・ 216 日. 同上限・ 163 日. ウラタロモミ下限・

243日，向上限・ 198日，シラベ下限・2{)6日，アオモリトドマツ下限・ 19O B ， ハイマツ下限・ 157日，パ

ツコヤナギ上限・ 2ω日，シラカ γパ上限・ 211 日，ダケカ γパ下限・ 211日.ウラタロカンパ下限・ 205 日，

ツノハシバミ上限・却2日，ケヤシヤプシ上限・ 211日，ヤハズハンノキ下限・ 212日，向上限・ 179 日，

ヤマハ γ ノキ下限・ 197日，ウラタロガシ上限・ 262日，コナラ上限・ 244 日， ミズナラ下限・ 283日，向上

限・ 198日，カシワ上限・ 229日司クリ上限・ 232日，プナ下限・ 255臼，向上限・ 192日，ケヤキ上限・ 237

日，ヤマグワ上限・ 237日，ノリウツギ上限・ 193日.ベエパナイチゴ下限・ 178日，ナナカマド下限・ 213

日，同上限・ 158日，ウラタロナナカマド下限・ 172日，夕方ネナナカマド下限・ 160日，ズ E 上限・ 216日，

ミネザクラ下限・ 213 日司ネムノキ上限・ 274日，アカメガシワ上限・ 265日，クロツリパナ下限・ 175日，

オガラパナ下限・ 210日.イタヤカエデ上限・ 202 日. コハウチワカエデ上限・2D1 日， ミネカエデ下限・

限の分布範囲とその植物期間

zone and its relations to vegetative period. 

植 物 期 間 Vegetative period C>tnyc. 1.50C) 

T�ai T�an 
Ayerage 

Riclge Valley Riclge Valley Ridge 

Uncler 176 Uncler 180 Uncler 178 Uncler 191 Uncler 187 Uncler 182 

Uncler 170 Uncler 186 Uncler 176 Uncler 183 Uncler 181 Uncler 179 

176~230 180~232 178~219 191~220 187~221 182~224 

170~217 186~229 176~211 183~210 181~215 179~216 

Above 230 Above 232 Above 219 Above 220 Aboye 221 Above 224 

217~254 229~260 Above 211 Above 210 215~260 216~258 

今Above 254 Above 260 Aboye 260 Above 258 
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207 日，向上限・ 155日，ハウチワカエデ上限・ 197日，ウリハダカエデ上限・ 201日，ヤマブドウ上限・ 206

日，ヒサカキ上限・ 265日，セシノキ上限・ 206日，リヨウプ上限・ 196日，クロウスゴ下限・ 178日.コヨ

ウラクツツク下限・ 213日，向上限・ 154 日， ミヤマホツツタ下限・ 172日，ホツツタと限・ 185日.アラゲ

アオダモ上限・ 209日，コパノトネリコ上限・ 226日，ムラサキシキプ上限・ 235日，コパノガマズミ上限・

231 日 p オオカメノキ上限・ 167 目。

以上の方法の中には.厳密にいえば，誤差のはいる危険がないとはいえない。暗期温度1SC の初日・

終日を求めるときに，毎日の暗期温度の資料が入手できれば，より正確に求めることができょう c

xm 垂直分布帯と治山造林樹種

わが国の治山の歴史は，人口の多い暖地の禿山を中心として発達してきたため.従来研究され.実際に

使用されてきた治山造林樹種もそれらの地域に生育するものが主体をなしている。戦後.カス 1) :ノ台風を

はじめとして司幾多の風水害により要治山地域は全国的に広がると同時に，高寒冷地域の治山造林も行な

われるようになってきた。しかしこれに対する植栽植物の適切な選択が行なわれているとはいし、難いc

この傾向は一般造林においても見られ，ある樹種がその適正地域で好成績を挙げると，その適応環境から

はずれた地域でも植栽が行なわれるとしづ傾向は，十分反省しなければならない。

一定の生育範囲をもっ種をその範囲外にも植栽するためにとられた方法は，品種改良と栽培技術の改良

であるc 前者は種それ自体の生育適応範囲を変えて，生態的には別の種を作り出すことであり，後者はた

とえば温床を利用して植物期間を人為的に長くすることによって，より寒冷地に植栽しうるようにするご

とく環境を植物の生育に適するように変えてやる方法とか.植物の生理的性質の解明によって生育に不利

な点の対策を講ずるものである。

農業や園芸のように集約に栽培しうる場合と異なって，林業においては後者の方法は，よほど大規模な

環境改良法あるいは簡易安価な生理的調節法が樹立されないかぎり応用できない。前者の場合は.交雑に

よる品種改良や‘人為的に生活条件を変化せしめ積のもつ変異の選抜集積による，有利な機能型の固定な

どの方法がとられよう。わが国は環境も多様であり，樹種も豊富であるから交雑による品種改良選抜法は

有利な方法であろう。酒井(1955) は耐寒性のある品種をつくるには，生育期間の短いものをつくること

に注意を払うべきだとのぺ，また MICHURIN ， I. V. (1950) は生育期間の短い品種をつくる一方法とし

て，原産地が地域的に遠く隊れた雑種実生で 5 月中旬ごろまでに発芽したものよりも，気温の高い 6 ...... 

7 月初旬 lこ芽を出した実生苗のうちの若干のもののなかに，早く成長と成熟を終わるものがあり，それら

の性質は往々にして変化せず，固定して残り，生育期間の短い槌物種ができるとのべている。しかしい

ずれにしても現段階の粗放な治山造林事業の場合には，農業のように特定の植物でなければ困るというも

のではなしむしろ，それぞれの地域に適した樹種を選ぶことが.はるかに安全な行きかたであろう c

もっとも天然分布範囲外には，全く造林できないというのではない。たとえば，カラマツは東京でも苗

木はできるし.高山植物も低地に移植するとある程度は生育をつづける。天然分布の範聞というものは.

種子の散布一越冬発芽成長開花一結実種子の散布といった一連の生活現象が，満足に行なわれる

環境の範囲であり，この環がどこかで切れてしまえば，天然分布はみられなくなる。もしその場合に.天

然分布を制限する要因や部分を人為的に調節できれば，天然分布外にも植栽は可能である。しかしこれ

も天然分布範囲から離れるにしたがって，この環はただ 1筒所のみでなく，他の箇所も切れてくるであろ
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う，そこにひとつの限界が存在する。ことに植物の最適成長条件は一般に，原産地の生育環境にきわめて

よく類似することが生理学的に確かめられている。

以上のごとく.植物の天然分布範囲の重要性の認識が.現場にまでさらに浸透する必要性があるととも

に研究面でも，ことに品種改良を計画するための基礎資料として，最も基本となる事項である。

本研究では.個々の種類の生育範囲を明らかにすると同時に，生育範囲の似た種類が集まって幾つかの

垂直分布帯を形づくることを明らかにした。おのおのの垂直分布帯は，隣接する帯とは自然の形で区別し

うることは.人為分類による区分とは応用的意義を異にする。各垂直分布帯は従来の考え方のように.隣

接する帯と一線で境界をひかれるのではなく.お互いにある程度重なり合う形をとっている。このことは

応用的にマイナスではなく，かえって種の選択に融通性が付加されるのであって 2 垂直分布帯に属する

所では，いずれかの帯のより有用な種を選定しうる自由がある c

本項の末尾iこ治山造林に用いうる可能性の高し、種類を各垂直分布帯別に示した。

ここに治山造林に用いうる可能性というのは.事業に直結して使用しうることが保証されるには，不良

な環境に適応する生活型をもつかどうか.また育苗や挿木などの試験段階が必要なためである。しかしな

がら‘ヤナギ属やシモツケ属に所属する種の多くは挿木が容易であるとか，ハンノキ属の種ば崩壊地など

の土砂の不安定な地の先駆種として出現し.被砂に対する根の反応.すなわち不定根を生じやすい(高橋

ら 1960 c )し，肥料木ともなるから初期治山造林樹種として適するというように，属としての生態的な共

通性を各種がもっていることが多い。

そこで.次の諸点を考慮、において‘治山造林樹種として用いうる可能性の高い種類を所生植物の中から

選び出したむ

1. 従来，治山造林樹種として使用され成功している種およびこれに近縁の植物c

2. 根癌菌をもっていて.肥料木として使用されている種類および未使用の根癒菌をもっ種類。

3. 挿木が容易な種類およびこれに近縁の種類(渡辺・高橋ら 1956) 。

4. 荒療地・野渓の初期侵入種，不安定な地に量的に多く侵入する種類。これらは一般に土砂の移動や

強い陽光.気温の日較差の大きし、環境によく適応し 繁殖力も強い植物が多い。

5. )i鏑芽性をもっ種類.これらは地表面の土砂移動を防止する能力が大きし勺また地上部に被害をうけ

ても再生力が強し安全である。

6. 有赫植物〔たとえばパラ属司キイチゴ属の多くの種類)は取扱い上不便であるため除く。

なお.出現したベルト数が少ないため.第 9表に除かれた種類のうち，その所属する垂直分布帯が推定

しうるものも符号(勺をつけて参考に供した。

また，各植物のうち.分布に地域的なかたよりがみられる種類については，多雪地に適する種類?少雪

地に適する種類を明示した。以前，治山造林樹種として広く全国的に使用されてきたヒメヤシヤプシは多

雪地に適する樹種であり，過去雪の少ない地域に植栽された施工地では，その優良な林分はほとんど見ら

れずp 最近では治山造林樹種としての評価が下がっているようであるが，その適した地域に用いられるな

らば且その成果は大いにあがるものと考えられるc これは一例であるがラこれに類似した適地適木を無視

した造林は現今でも行なわれていて，早急にあらためられねばならない。

さらに 1 つの崩壊地をとりあげても?自然に侵入した植生を観察すると.崩壊地の上部と下部では植生

を異にし.植物にとってはその環境の違いが重要であることを示している。しかるに一般には.同一樹種
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を全面に植栽している場合が多く， ~Jをよく使用されるヤナギ類にとると.挿木が活着し成長しているの

は下部で，上部の乾燥した崩壊面のそれは枯死していることが多い。このような違いは一般に土壌湿度の

違いと最も深い関係があるとみられる。しかし，一般にヤナギ類は湿潤地に生ずることが多いけれども，

種類によってはノマツコヤナギやシパヤナギのごとく，比較的乾燥した所にも適応しうるものもあるよう

に，厳密には属や科で適地を判断できない。あくまでも種を単位として適地を選択しなければならない。

主として谷沿いに出る植物，あるいは尾根に出る性質の顕著なものについてもこれを明示した。

各垂直分布帯の治山・治水に用いうる植物は次のごとくである。

I 帯:ハイマツ，ベエパナイチゴ(多雪地に適す.以下多と記す)，ウララロナナカマドァクロツリパナ，

ミヤマホツツラ，クロマメノキ(尾根)，クロウスゴ，オオヒョウタンポク(多)， ミヤマネズ後(尾

根・多) , ミヤマピヤクシシ梼(尾根・多)， ミネヤナギ( レシゲイワヤナギ持.オヤマノエシドウヘ

E帯:カラマツ(少雪地，以下少と記す)， ドロノキ(谷沿い)，オオノてヤナギ(谷沿い・少)， ウラヲロ

ヵ γノマ，ダケカシパ.ヤハズノ、γ ノキ〔谷沿い)， ミヤマハンノキ，ヒロハカツラ(谷沿い)，コマガ

タケスグリ(谷沿し、)，ナナカマド，オガラパナ.スルガヒョウタンポク(谷沿い・少)，オオカメノ

キ， モヤマシグレ発(尾根)。

E帯:ナガパヤナギ(谷沿い).パツコヤナギ，ケヤマハγ ノキ(谷沿い)，ツノハシパモ.コアカソ(谷

沿い)，フサザクラ(谷沿い)，クサポタ γ(谷沿い)，パイカウツギ(谷沿い)，コアラサイ(少) , 

ノリウツギ.タマアラサイ(谷沿い・少).シモツケ，キハギ(少).ユモトマユさ(谷沿い)， アキ

グミ，リヨウブ，ホツツヲ， ミヤマイボタ(谷沿い).アラゲアオダモ，フラウツギ(谷沿い).ツク

パネウツギz.シキウツギ(谷沿い・少)， =-ワトコ(谷沿い)‘ヨグソミネパリ矢ウダイカシノ久

コパノヤマハγ ノキ祷(谷沿い・少)， ヒメヤシヤプシ汽多)，ザリコ三者.ケパイカウツギ後(谷治い).

ヤマアヲサイ持(谷沿い)，イワシモツケ養(多)，イヌエ γ:;ユ矢コマユ E 矢ヒメアオキ養(多).エ

ゾイポタペ谷沿い).コパシタノキ矢カ γ ポク持(谷沿い).タ z ウツギ普(多)，ナガパノコウヤボウ

キ梼(少)。

1v帯:アカマツ，シパヤナギ(少)，ネコヤナギ(谷沿い).コゴメヤナギ(谷沿し、)，イヌコリヤナギ(谷

沿い)，ケヤシヤプシ(少)，カシワ，ケヤキ(谷沿し、)，ヤマグワ(谷沿い)，ウツギ，マルパウツギ

(少)，ガクウツギ(谷沿い・少)，ヤマブキ(谷沿い・少)，ナカ'パモ~:;イチゴ(多)，ズそ.フヲ.

クズ，コマツナギ(谷沿い)，ヤマハギ，マルパハギ(少)，サシショウ(谷沿い).イヌザγ ショウ.

キブシ，ユキツバキ(多).ヤマウコギ(谷沿し、).イボタ(谷沿い). コパノトネリコ，クサギ(谷

沿い)，ムラサキシキプ，キ γ ギ γ ポク(谷沿い・多)， コパノガマズミ(尾根・少)，ガマズミ.

ヤマガマズミ，ケウツギ(少)ヲキツネヤナギ普(谷沿い)， ミヤマカワラハγ ノキ持(谷沿い・多)

コゴメウツギ発(少)，コクサギ者(谷沿い).アサクラザシショウ梼(多).ニシキギ持(少)ラハナイカ

ダ発(谷沿い)， ミツバウツギ餐(谷沿い)。

V帯:オオパヤシヤプシ，イヌピワ(谷沿い)，ネコハギ(谷沿い)，ネムノキ.アカメガシワ，ゴシズイテ

ヒサカキ，ヤブツバキ(少).ツルグさ.アオキ(少)タヤプムラサキ(少).クロマツ発.ヤマモモ矢

ネズさモチ持，クチナシ長.コウヤボウキ努(少)。
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摘要

わが国の森林帯の研究は田中 壌(1田7) の“大日本植物帯調査報告"によって その骨組みが作られ

て以来，多くの研究論議がなされてきた。その結果，わが国の森林帯は相観や特定の穫の分布範囲によっ

て 4 帯ときに 5帯に分けられ，森林帯の概念的な把握がなされてきたっ

各研究者によって分類された，森林帯の緯度的・垂直的な分布範囲は大局的には類似するが.細かく見

るとそれらの分布範囲は一致しない。またカシ帯とプナ帯の聞に.いわゆるクリ帯を認めるか否かについ

ては諸種の観点から論議され，賛否両論があるコこれらの問題はわが国森林の詳細な資料と，その生態学

的・植物地理学的な解析によって解明されていくべきものである。

森林帯の群落学的な研究は，長年の資料の集積による舘脇の“北太平洋諸島の森林生態"などによっ

て，一部体系づけられてきているが.垂直的に見た種(特定の種に限定しない)の分布に.基礎をおく分

析は少なし、。

近時，わが国の森林帯に関する論議がしばしばなされてし、るが.多くの場合，戸森林帯を構成する種の地

理的・群落的資料が不十分であり.豊富な資料と広汎な理解がなければ誤った結論を導くおそれがある。

ことに各森林帯が分布範囲の類似する多くの種によって構成されているのか.あるいは森林には.グルー

プ分げできるような分布範囲の類似する種の集まりは現実には存在せず.おのおのの種の分布範囲は連続

的にうつりかわっていくのかの論議がなされているが，この目的に対して.質的に適当な資料が引用され

ていなし、。これは一面において.森林植物分布の細部資料が少なかったことにも原因がある。

本研究の目的は，森林を形づくる植物の垂直分布を実地に多数調査して，忠実にこれを分析し，森林植

物の垂直分布の上からこれらの筒題を明らかにすることにある。

調査地はわが国の中でも，最も多様な環境をもち，高度差の大きい山岳に富む中部地方をとりあげた。

中部地方は気候的に東海・東山・北陸の 3気候区に分けられ.植物は各気候区でそれぞれ特徴のある分布

を示す。このため，各気候区に分けて植物の垂直分布を調査した。調査地域の具体的な範囲は次のごとく

である。

東海地方:静岡県(伊豆半島を除く)の海抜高 1∞m 以上の地域。

東山地方:長野県(木曽および伊那地方を除く〕の海抜高 7仰冊以上の地域。

北陵地方:福井県北部・石川県(能登半島を除く)・富山県・新潟県南西部の各地方の海抜高 2∞m 以

上の地域。

各地域内の尾根と谷沿いに，低地から高山に至る幅約 10mのベルトを多数設定し.各ベルトは高度 100

mごとに区切って調査単位区とし.その中に天然に分布する木本植物の種類と量を調査した。

本研究によって得られた調査地域の生態的な諸結果は，次のごとくである。

1. 東山・北陸の両地域における各ベルトの位置はそれぞれ広範囲におよび，向一種類の植物でも南に

位置するベルト上と，北に位置するベルト上では上限・下限の高度が異なることが予想される。検討の結

果，東山地方では尾根(ベルト 9 本)においても，谷沿い(ベルト 7本)においても.ベルトの位置が北

になるほと、植物の分布高度は一般に低下し，またベルト聞の緯度の開きに比例して.高度の較差が大とな

る。北陸地方〔尾根のベルト 7本)では.最南のベルト上の植物分布高度は他のベルト上における分布高

度よりも高く，また最北のベルト上の植物分布高度は他のベルト上におけるよりも低いが.それらペルト
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聞における分布高度の較差の大小と，続度の開きとの関係は顕著でなかった。またその他のベルト聞では

植物の分布高度に有意な差はみられなかった。このように東山地方で規則正しい分布高度の変化が見られ

るのに対し.北陸地方で不規則なのは.東山地方ではベルトの緯度的位置が北になるほど積雪量を増し，

緯度による影響とともに低温な環境をもたらし植物分布高度の較差を著しくするが，北陸地方では緯度

にともなって積雪量が増加せず，南北いずれのベルトも多雪であること.また積雪量は尾根の地形が婿尾

根であれば少なく.緩傾斜で小起伏に富む広し、尾棋では多いとかう地形的な影響が司さらに加わっている

ためと考えられる。

2. 各地域ごとに.緯度的に中心となるベルトを基準として.各植物の上限・下限高度の平均値を求め

た。その結果.垂直分布範囲の明らかとなった種類数は東海地方尾根57種類.同谷治い 127種類，東山地

方尾根 79 種類p 同谷沿い 83 種類，北陸地方尾根 49種類である。

3. 各地域において‘尾根と谷沿いの両者に上限あるし、は下限の平均値がえられた種類は東海地方で38

種類.東山地方で47種類である。これらの種類は尾根における限界高度が，谷沿いにおける限界高度より

一般に高い。すなわち.同一高度における尾根と谷沿いの植物に対する温度的な環境は，尾根の方がより

温暖であるといえる。この尾根と谷沿いの一般的な温度環境の違いを，植物分布高度の較差として求める

と.その値は東海地方で 157土45m ， 東山地方で 108土46m となる。

4. 各地域で町分布範囲の明らかとなった種類を用い.各高度の出現種類数を求めると.一般に低地か

ら高山に向かうにしたがい出現種類数は漸次減少する。

5. 各高度における上限および下限の種類数が，各高度の出現種類数に対する百分率を求め，その下限

および上限出現率の高度分布曲線をえがいた。また，尾根と谷沿いに共通な種類の.上限および下限の高

度分布を求めた。これらから各植物の上限および下限がそれぞれある高度範囲内に集まって.幾つかの群

をなすことを明らかにした。このことは植物の垂直分布において，分布範囲の類似した種類からなる種類

群が存在することを示すものと考えられる。東海地方・北陸地方では 5 個.東山地方では 4 個の種類群が

存在し，各種類群をその分布位置によって高山から低地へ， 1 • II ・ E ・ IV ・ V帯と仮称する。 I~V帯

の構成種と従来の垂直分布帯の指標穫の比較からヲ I~Vの各帯は従来の垂直分布帯のいずれに類似する

かを示すと，次のごとくである c

I 帯ー高山帯(指標種ノイマツ)

E帯-1m高山帯(指標種シラベ，アオモリトドマツ.ダケカシパ)

皿帯一低山帯(指標種ブナ.ウララロモミ)

IV帯ークリ帯(指標種モモ.クリ)

V帯ー丘陵帯(指標種スダライ，カシ類.タプ)

従来の垂直分布帯の区分は隣接する帯の間に一線を画した形がとられてきたが，ここで得られた垂直分

布帯はお互いの範囲が重なっても問題とはせず，分布範囲の似た種が作る種類群そのもの，すなわち類型

的な存在そのものをもって垂直分布帯とした。これは方法も対象も従来の研究と異にする結果であって，

いずれが正しいか正しくないかということではなし種類群という見方に立っても，垂直分布帯の存在が

言忍められることを明らかにしたものである。

6. 各垂直分布帯の種類構成を散布型組成(種類数百分率)から見ると，いずれの帯でも散布しやすい

型(風散布型と動物散布型〕がその半ば以上を占めているが，海抜高の低い帯ほど散布カの劣る型(弾飛型
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と重力散布型)の占める割合が多くなっている。このことは海抜高の低い帯よりも高い帯ほど.弾飛型や

重力散布型の種の生存や進化に対して，不利な環境条件が働いたことを示すものであろう。散布型のもつ

生態学的な意義は森林帯という大地域の広がりを対象とする場合には，過去の環境条件と関連をもつもの

と考えられる。

上述した 4~6項の各現象.すなわち高度の増加にともなう出現種類数の減少.分布範囲の類似した種

類の集まりからなる垂直分布帯の存在，散布型組成の高度にともなう変化などは過去の第四紀氷期および

その後における気候の変動などによる自然淘汰や植物自体の適応がもたらした結果と考えられるc

7. 太平洋側山地から日本海側山地にかけて設定した各ベルト上の植物分布資料油、ら.各植物の地域的

な分布様式を検対した結果，多雪地型・少雪地型・広布型の 3 型が分別された。このうち.少雪地型と多

雪地裂の各値物の5Û.9骨菊後[主 東山地方の大町付近を境として南北に分布している。この境は積雪量ある

いは根雪期間の点からも著しい変化の見られる箇所である。また多雪地型の植物には低木の種類が多く，

高木の種類が少なL 、のが著しい特徴である。

8. 種の進化ひいては育種に関連して重要な意味をもち.かっ垂直的なあるいは地域的な環境変化と対

応してあらわれる同位種について.垂直分布の範囲をすみわける同位種.積雪の多少に対してすみわける

同位種の諸例を明ら主:こしたこ

9. 垂直分布帯cつ号布範囲を制限する要因は.研究対象地域ではp 温度要因が最も大きく働いていると

見られようと本研究では.中緯度の温帯の気温年変化形式をもっ地域に適した平均暗期気温1.50 C以上の

継続日数(植物期間)によって，この関係を検討した。その結果.各地域における各垂直分布帯の分布高

度に対し.それぞれはほ-燥な植物期間を示した。

10. 以上の諸結果から.応用的には治山造林の適地適木問題に対しでも一つの見方ができること，すな

わち p 治山造林の樹種選定に際して，各垂直分布帯を~i位地域としてとりあげ，それぞれの構成種の中か

ら.治山造林に使用しうる植物を選定することができる。本研究では各垂直分布帯ごとにそれに適当と思

われる植物を明らかにした戸
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Studies on Vertical Distribution of the Forest in Middle Honsh�. 

Keiji T AKAHASHI 

(Résllm品)

The purpose of this investigation is to confirm existence of the forest zone by the distriｭ

bution groups in the vertical distribution range of ligneous plant5. From the point of 

view of phytogeography or phytosociology ・ it is a very interesting study. For this pllrpose , 
the distribution range of each plant must be accurately investigated. 

The present study was carried out at the mountain district in ;"liddle Honsh� dllring 1956 

~1959. Broadly speaking ヲ Middle Honsh� can be divided into three climatic districts , namely 
Tôkai , T�an and Hokuriku district. They range from the Pacific Ocean to the Sea of ]apan. 

T�ai district on the Pacific side has marine climate , and the precipitation in summer is 
larger than that in winter. Hokuriku district on the side of the Sea of ]apan also has 

marine climate , but the precipitation in summer is smaller than that in winter 司 and the heavy 

snowfall in the cold season which begins in autumn and ends the next spring is remarkable. 

T�an district has ths climate of an inland area , and in the annual range of temperature 

it is the largest of the three district. The annual mean amount oi precipitation is l， OOO~ 

1 ,500 mm  in T�an district. and 2 ， OOO~3 ， 500mm in the others (cf. Table 14). 

The observations of natural distribution of the plants in each clistrict were investigated 

by the belt-transects with about ten meters in width from lowland to highland. 1n each 

district , they were observed both on the ridges and along the valleys except in the Hokuriku 
district where the valleys are waste. The belt was divided to the unit plots with altitude 

range of 100 meters. 

The four classifications of abundance of plant in the unit plot are as follows 

(+) sign indicates rare species. 

( 1) sign indicates occasional species. 

(2) sign indicates frequent species. 

(3) sign indicates abundant or dominant species 

The locality and the investigated altitude of the belts in each district are shown in Table 

1 and Figures 1, 2. 

The results of the writer's research-study are as follows : 

( 1) The distribution data of the plants in the belts are shown in Appended tables 1 ~5. 

(2) The vertical limit of the plant in the present area is influenced by latitude and the 

distribution of the depth of snow cover. The rise of latitude and the depth of snow cover 

bring on the diminution of vegetative period. and consequently they bring down the vertical 

limit of the plant. The depth of snow cover increases northward in T�an district , but in 

Hokuriku district it has wide differences in different places without regard to the latitude. 

and it is influenced by the topography. Therefore. the fluctuation後 of the limit according 

to the latitude is more regular in T�an district than in Hokuriku district (cf. Table 2. 3). 

(3) The average limits持 of each plant in T�ai and Hokuriku district are shown in 

祷 These data in T�an district have already been printed in the iollowing report. 

Keiji TAKAHASHI Vertical distribution of ligneous plants in T�an climatic province. 

Jour. Jap. Forestry Soc. , 43 (1961) 
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Tables 4~6. 

(4) Generally speaking , the vertical range of the species common to the ridge and the 

valley is higher on the ridge than along the valley (cf. Table 7). and the average of these 

differences are as follows : 

Difference (p=0.05) 

T�ai district 157土45m (N=36) 

T�an district 108土46m (N=41) 

(5) ln general the frequency of the upper or the lower limit on each grade in elevation 

of 100 m is not constant , some grades show high frequency and other grades show low 

frequency. The frequency curve to the a:Ititude has symmetrical distribution between. two 

topographical positions. Further , the limits of the species common to the ridge and the 

valley take the form of some groups in the distribution range (cf. Figs. 3~5). 

Although the several species in each group are heterogeneous from the physiological point 

of view , it seems that the above fact demonstrates really the existence of the group in the 

vertical distribution. 

The vertical distribution of ligneous plants in Middle Honsh� indicates five groups by 

the distribution range. The distribution groups have a resemblance to the following vertical 

forest-zones which are divided by forest physiogno�y or the distribution range of special 

plant. 

1 -group'…"Alpine zone 

II -group......Subalpine zone 

皿-group'" …Montane zone represented by Fagus crenata 

IV-group …・ .The zone represented by Abies fir:制a. Castanea crenata , Quercus serrata , etc. 
V-group"…'Submontane zone 

But the distribution range of each group mingles considerably with the range of adjacent 

group. ln view of these facts , it is considered that the zonation of forest may be based on 

the presence of such groups. The component species of each zone (group) are shown in 

Table 9. 

(6) ln general , the number of species in each altitude grade decreases from lowland to 

highland upward , except on alpine region (cf. Table 8). 

(7) From the disseminule type of the plants shown in Table 9 , the percentage distriｭ

bution of the species among the disseminule types in each zone has the following characterｭ

istics (cf. Table 10). 

1 -zone and II -zone are composed of the easily dispersive type such as anemochore and 

zoochore , and these zones are destitute of the disseminule types such as bolochore and 

clitochore. Each of ill- , IV-and V-zone also is mainly composed of anemochore and zoochore , 
but in these zones bolochore and clitochore are commonly seen and gradually increase 

according to the altitude falling from ill -zone to V -zone. 

( 8) From the above biological characteristics , it seems that the existence of the zone 

may be based on the result of the adaptability of a plant to the climate together with natural 

selection by climatic changes in the geologic age such as Quarternary period. 

(9) From the research data of plant distribution in Appended tables 1~5， the main plants 

are divided into three types by their main distribution area. The number of the main plants 

a ttains to 264 species. 

i) Snowy region type : The species belonging to this type are mostly restricted within 
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Hokuriku district and the northern part of T�an district which are covered by deep snow of 

more than 0.5-1.0m every winter. These Iigneous plants are 45 species (Tree 8. Subtree 

6. Shrub 31) in total , and the members are as folJows : 

Cephalotaxus Harringtonia var. nana梼 . Juniperus co抑制unis var. nipponica* , Thujopsis dolabrata , 
Thuja Standishi , Al;抑制5 pendula祷， A. Fauriei*. Magnolia Kobus var. borealis持 ， M. salicifolia , 
Lindera membranarea , Hamamelis jap倒的 var. obtusata* , Spiraea n~片側ica* ， Rubus palmatus , 
R. vernus , Geum pentapetalum , Prunus incisa var. kinkiensis , Skimmia japonica var.γ'eJうens ，

Daphniphyllum macropodum var. humile持 ， Empetrum nigrum var. jap側icum.， Ilex Sugeγoki var. 

brevipedunculata , 1. crenata var. radicans. Acer palmatum var. Matsumurae , A. nippo時icum* ，

A. distylum , Aesculus turbinata. Berchemia longeracemosa , Camellia rusticana , Aucuba japonica 
var. boγealis ， Cornus Kousa , Vaccinium Yatabei , Hugeria japonica , Arcterica 珂ana* , Leucothoe 
Grayana var. glaucinι L. Grayana var. oblongifolia , Gaultheria Miqueliana , G. adenothrix各，
Loiseleuria procumbenS*. Phyllodoce nipp捌ica持 ， Rhododendron lrinerve* , R. nudipes梼 ， R. Fauriae 

var. roseum , R. Albrechti. Epigaea asiatica. Lonicera TSchonoskii , L. Morro叩ii* , Weigela 

hortensis持.

ii) The type of region of Iittle snow cover : The species belonging to this type are 

mostly restricted within T�ai district. and the central and the southern part of Tδzan 

district. These plants are 48 species (Tree 20 , Subtree 6. Shrub.. 22) in total. and the 

members are as fo11ows : 

Picea jezoensis var. hondoensis* , Tsuga Sieboldi伊 ， Abies firma , A. h01冊。'lepis* ， A. Veitchii* , 
Jun争erus rigida後 ， Chamaecyparis pisifera養 . Larix 1，φtolepis ， Pinus 初raiensis* ， Toisusu Urbaniana発，

Belula pla仰hylla var. ja.ρonica. AlnU'S firma var. hirtella者， A. hirsupa var. microphylla九

Carpi:抑制5 Tschonoskii. Castanopsis cuspidata var. Sieboldii , Quercus glauca. Q. salicina , Illicium 
religiosum , Lindera erythrocarpa. Parabenzoin praecox , Deutzia Sieboldiana var. Dipρeliana ， 

Hydrangea hirta , H. involucrata* , Stephanandra incisa , Kerria japonica* , Rubus microphyllus , 

R. palmatus var. coptophyllus*. R. Yabe伊. R. Yabei forma marmoratus , S01仇lS japonica久

Pourthiaea villosa var. laevis持 . Prunus verecunda持 ， Lespedeza Buergeri. L. cyrtobotrya鋳 ， Ilex 

crenata , Euonymus alatus餐 . Acer palmatum var. amoenum. A. argutum九 Meliosma 制:yriantha叱

Pieris jaρonica ， Rhododendron dilatatum , R. macrosepalum , Calli・carρa mollis ， れburnum erosum叱

V. phlebotrichum矢 Weigela sanguinea. W. decora発 ， Pertya scandens. 

iii) Common type : The common species have wide distribution from the Pacific side to 

the side of the Sea of ]apan. The common species are 171 in total, and the main members 

are as folJows : 

Tsuga diversifoli・'a. Abies Mariesii. Chamaecyparis obtusa , Pinus parviflora , P. densiflora , 
P. pumila , Salix sachalinensis. S. integra , Juglans ailanthifolia , Betula Maximowicziana , B. 
grossa , B. rorylifolia , B. Ermani ‘ Alnus hirsuta , A. Matsumu7ae , A. Maximowiczii , Carpinus 
laxiflora , C. japonica , C. cordata , Quercus serrata , Q. mongolica var. grosseserrata. Q. denlala , 
Castanea crenata , Fagus crenata , Ul:抑制 Davidiana var. jap仰ica. Zelkova serrata , Morus bombycis , 
Akebia. quinafa , Magnolia obovat.ι Lindera obtusilC'ba , Ribes japonicum. Deutzia scabra , Hydrangea 
paniculata , H. petiolaris. Spiraea japonica , Rosa multiflora , Rubus Koehneanus , R. parvifolius , 
Sorbus c岬zmixta ， S. Matsumurana , S. sambucifolia , S. alnifolia , Malus Sieboldii, Prunus 

Grayana , P. 持zþρonica ， Lespedeza bicolor forma acufiゲ'olia ， Wisterぜa floribunda , Pueraria lobata , 

持 In T�an district. the species marked with an asterisk are not found southward (i type) 

or northward (ii type) from ﾖmachi. 
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Albizzia Julibrissin , Maackia amurensis var. Buergeri , Mallotus j，吋onicus ， Acer Sieboldianum , A. 
Mo明0 ， A. jaþonicum , A. ukurunduense , A. 押zicranthum ， A. Tschonoskii. Vitis Coignetiae , Tilia 
jaþo叩ira. Eurya ja�onica. Eraeagnus umbellata. Kalopanax pictus ‘ Acanthopanax sciado.ρ，hylloides ， 

Cornus c，仰troversa ， Vaccinium axi1lare , V. Vitis-Idaea , Lyonia ovalifolia var. ellかtica ， Menziesia 

ρentandra ， Fraxinus Sieboldiana , Viburnum Wrightii , V. furcatum , etc. 

Of all the climatic factors ‘ that which ecologically exercises the greatest influence on the 

above distribution may be snow. The important boundary line between the snowy region and 

the region of little snow cover is represented by the isograms of 0.5~1. 0 m in mean annual 

maximum depth of Snow. By this line , Middle Honsh� is ecologically clivided into two 

distinct parts , namely the Pacific sicle ancl the sicle of the Sea of ]apan. 1t is the important 

line of demarcation in Miclclle I-Ionsh� for the ecological distribution of plants. 1n T�an 

clistrict it is through ﾖmachi (cf. Table 11). Towards ti:J.e north beyoncl Ömachi , the 

species belonging to the snowy region type increase especially in number , ancl the species 

belonging to the type of region of little snow cover clecrease sucldenly. 

From the point of view of life form (in a wide sense) , the characteristics of snowy region 
type in comparison with the other type are summarizecl as follows : 

a) The 'plants of the snowy region type are composecl of many species of shrub ancl a 

few species of tree. 

b) Especially , the clominance of evergreen shrubs is characteristic. 

c) Uncler the natural conclitions the neeclle-leavecl trees and such shrubs belonging to 

this type propagate themselves by the pendent under-branch. 

These charactetistics will be due to the presence of cleep snow directly or indirectly. 

(10) The examples of ecological equivalents on related species in Table 12 and 13 show 

the habitat segregation with vertical clistribution of temperature ,and that with the depth of 

snow. In addition to these examples , Abies firma-A. homol，φis-A. Veitchii , Tsuga Sieboldii-T. 
diversifolia , Acer micra河thum-A. Tschonoskii , Rhododendro叩 Fauriae var. roseum-R. aureuJ11., 
Tri�etaleia �aniculata var. latifolia-T. bracteata , Betula grossa-B. corylifolia , Alnus Sieboldianaｭ
A. firma var. hirtella , Quercus serrata-Q. mongolica var. grosseserrata , Sorbus commixta-S. 

Matsumurana or S. sambucifolia , Vitis fle:>:uosa-V. CQignetiae. Viburnum dilatatum-V. Wrightii , 
etc. belong to the former , and Cephalota:cus Harri招gtollia-C. Harringto叩ia var. 河ana ，

Skimmia ja�onica-S. jaρo珂ica var. reþens , Hamamelis japonira-H. ja�onica var. obtusata , 
Lindera umbellata-L. membranacea , Ca:'(Iellia ja�onica-C. rusticana ‘ Magnolia Kobus-M. Kobus 

var. borealis, Aucuba ja�onica-A. ja�onica var. borealis , Ilex crenata-1. crenata var. radicans , 

Rhododendron Wadanum -R. nudiρes ‘ etc. belong to the latter. 

(11) The range of the vertical distribution of each zone in Middle I-Ionsh� has mutllal 

relations with the vegetative periocl (above nyctotemperatllre 1.50C). The nyctotemperature 

was estimated from the minimum and the maximum temperatllre by the following formula. 

tnyc. = tmin. + 1/4(t皿日.ーt皿in.) (From. F. W. WENT 1957) 

As Shown in Table 16. the range of each zone shows the difference among T�ai. Tôzan , 
ancl .Hokuriku district; neverthel.ess the vegetative period of each zor.e does not show any 

remarkable difference among those districts. 
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付表1.木本植物の垂直分布(東海地方，尾根)

Vertical distribution of ligneous plants on the ridges in T�ai district. Appended table 1. 
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植 物 名

Species 

Alnus Maximowiczii 
26 ミヤマハγ ノキ

Carpinus laxiflora 
34 アカシデ

Carpinus Tschonoskii 
35 イ ヌ シァ

Carpinus japo珂ica
33 クマシデ

Caゆinus cordata 
32 サワ ;/ノ、

Ostηa j.唾側ica ア サ ゲ

CashsznuOb}oslids it cuspidata var. 
36 スダラ イ

Quercus glauca 37 ア フ 7J シ

Quercus acuta アカガシ

Qu沼rcus salicina 38 ウララロガシ

Quercus paucidentata 
39 ツクノマネカ*シ

Quercus myrsinaefolia 
40 シラカシ

Quercus serrata 41 コナラ

Quercus mongolica var. 
grosseserrata. 42 ミズナラ

Quercus variabilis アベマキ

Castanea crenata 44 グリ

Fagus crenata 45 プナ

ベル
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Belt 

500 1000 1500 2000 
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2 2 2 2 2 2-2 
3 1 222 -2222 1+ 
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2 1 2 1 1 一一一+
3 + 

2 1 -2 
2 221 一一一 2
3 2 

1 3 333 332 1 + 
2 3 3 33 33332 222 
3 2 3 33 3222 

十一 1 233 3 3 3 2 2 2 2 2 1 1 
2 +1 1 -323 2 2 3 2 1 
3 1 1 1 3 3 2 2 3 1 一+

3 十++
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2 2 2 2 2 2 3 3 3 2 21211 
3 2222 22232 221++ 

+-2 
2 2 1232212111 
3 l 1222212+1 
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植 物 名 |ペル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species 

500 1000 1500 2000 2500 3COO 

Fagus japonica イ 1 2 2222 ー11
2 2 ー -2-21 
3 ++ー 2 321 

Zelkova serrata 46 ケ ヤ l 一一一 2 ー 一一一+
2 +一一 l
3 +1-222 1 

Celtis sinensis var. 
japonzca コ二 ノ キ 3 1 +一一一|一一一+

Celtis jessoensis エゾエノキ 3 + 

Morus bo吻bycis 47 ヤマグワ l 1 2 211 
2 
3 2 一一一 2 2 2 2 1 

Broussonetia Kazinoki 
コ ウ ゾ

Ficus 抗ip争側ica + 

Ficus erecta 49 イヌピワ I l 一一+
2 + 
3 + 

Bo仰neria sμicata 50 コアカソ I 1 2 2 
2 ++ー lー 2 1 ー+
3 2 2 

Trochodendron aralioides 2+ 
ヤマグルマ

Trochodendron Ilralioides forma + 
10ゅ19ifolium ナガノぐノヤマグルマ

Euptelea polyandra 51 フサザクラ l 一一一+
2 +1+ 一一+ー 2 
3 + 

Cercidiρ，hyllum japonicum + 
53 カ ツ フ 2 l 一一

3 

Clematis stans 54 クサボタシ 1 +ー l
2 222 -2 一一一|一一 l
3 1 1 

C伽atis a戸iifolia 55 ポタシツル 11 + 
2 2 2 
3 1+ 

Clematis apiifolia var. + 
biternata メボタンツソレ

bCflgeumipaetdfsicehloJota nica var.|1l  + 
アズマハ γ ショウヅル

Akebia quinata 57 ア ケ ビ I 1 3 2 
2 + 1 
3 2 2 一一十

Akebia frifoliata 58 ミツパアケビ I 1 2222 2 2 222 2++ 
2 2 1 22 1 + 111 -11+ 
3 2 1 1 1 1 2 121 一+

Berberis amurensis var. 2 + 
japonzc，α ヒロハヘピノポラズ

Kadsura japonica ピナシカズラ 2 
1 2 



-6由一本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋)

高抜海-"， JI〆

ト
名~I] 植

3000 

、
ノ1

 
3
 

4, (
 

+
 

円
U
T
L

o
l
l
i
-
-
1
1
1
1
i
l
l
-
-

時

2
+
2
+

内4
1
1
1

2
2
2
1

一

2

1

2

+

+

 

2
1
2

一
一

2
1
2

一
一

2
2
2

一
一

1
2

一
+
一

2

1

2

+

 

2
1
2
 

一
+
一

+

l

 

Altitude 

1000 

122 ー11- 222 1 2
1 22211 + 
1333132++ 

500 
Belt 

1
i

司4
q
U
1
A

内
4
q
υ

、
、
、

Species 

Illiciunz γeligiosunz 
61 シ キ

Magnolia obovata 
62 

勺
4
1
A
q
u

」レ

'γ 

シ
サ

/ 

プ

フ

y
 

オホ

コMag抗olia Kobus 

Schisandγa 叫igγa

1

1

 

2

一
2

q
u
「
4
内4

ヘ4
内4

ウ
ム

勺4

勺
〆
色
丹4

q
Jム
つ
ム
1
A

内
ノ
ム
《JL
「
J
A

内
ノ
ム
内
ノ
ム
ペ

4

内J
L
勺
J
L内J
L

一
2

一

3
2
2
 

司4
司J
ゐ
ペ
ノ
ゐ

つ
&
勺
4
q
Jゐ

内
ノ
ゐ
ウ4
「
4

2

一
つ
ゐ

t
A

勺
L
q
u

〉〆モロ

て"

Li柑dera unzbellata 65 ク

1 2 内
ノ
&ラ

シ
モ
パ

ロ
内
ノ

ク

コ

ゲス
マ

ウ
ヤ

r
 

a
 

v
 

a

a

 

汐U
P
-
­

r

u

 

れ

!
a

u
・ω
d
v

a

叫
a

e
'
η
r
 

g

M

e

 

d

t

d

 

-
附

-
m

L

L

 
T
A

勺
4
つ
u

Lindera obtusiloba 
66 

+
 

内4
1
a

+
2
1
 

+
2
l
 

一
一
ー

ウ
ム
?
ι

勺
4

一
l

一

一
2
+

一
+
2

+
l
l
 

-
A

今
4
q
U
1
A

つ
4
q
u

ム
マ

，
ノ

ギク.
ア

カ
G
 

<
uzγ

'
 Z

7
 

n
6
 

0
 

伊
，

'
H
 

4
6
 

ワE
 

a
 

y
 

ou d
 

n
 

・

1L
 

1
i

ペ4
q
u

ダシコウパイ

Parabenzoi:時 praecox
68 アブラチヤシ

q
u
 

q
u
勺
4

2

2

 

一
2

一
一

2

一

2

一
2

一
1
2

2

一
2

一
2
2

2

2

 

フ
白

<41
2
+
 

2
 

今
，h

'
i
q
J
h
q
u

・
-

2 2 

1 2 

ペ4
q
u
n
J
L

ル

イ

キ

Cinna間onzum Camphora 
グス

Cinnm刊omum japo叩icum
ヤプニッケイ

Actinodaphne lancifolia カゴノキ

ノ

/ 

ブ
Machilus Thunbergii 

69 タ

+ 

+ q
u
q
U
1
4
n

ノ
白

モダロ
、

ンNeolitsea sericea 

+1 シすfヌイNeolitsea aciculata 

2121112222 一 11
2 2 

コマガタケスク.リRibes j.時間icum

2222 1 
十3 

Ribes Maximowiczianum ザリコさ

2 一一一|ー l
+ 

q
u
 

勺
4

内J
L2

1

 

2
2

一

2
2

一

一
1
2

2
2
3
2
+
 

一
2

一
一
3

2
2
2
2

一
2

1
2
2

一
2

一

2
1
2
2

一
2

一
2
1
3
2

一

2
2
2

一
一

勺
ム
内J
A勺
L

T
i
q
u
y
i
q
J
h
q
u
1
A
q
J
h
q
u
 

トガスク.リ

ギ

Deutzia Sieboldiana var 
Dippeliana 73 '7ルノマウツギ

ツウ

Ribes sαchali叫開se

Deutzia scabra 72 



第 142 号林業試験場研究報告-70 ー

高抜海山之 Jレ

ト
名物植

(m) Altitude 

2500 2α)0 1500 

1 1 

1000 500 
Species 

ー
+
+
l

一

2

一
一

2

一
一

2

一
一

一
2

一

+
一
一

一
2

一

一
一

+
一
一
一
一
+

+
 

1
2
3
 

ウツギ

Philadelphus satsumanus 
74 ノ f イカウツギ

ヒメDeutzia gracilis 

2

一
l

《4

内
ノ
ゐ
内

4

ヲ
臼
1
A

-
1
-
2
1
一

2
2
一
2
2
1

3
2
+
2
一
一

2
2
+
一
一
2

2
2
2
一
2
一

2
3
2
一
2
一

2
2
2
一
2
一

2
2
2
一

l

一

2
2
1
一
2
一

2
2
l
一
2
一

2
2
2
一
2
2

2
2
2
1

・
・
2
2

2

2

1

1

A

2

2

 

2

2

2

1

1

2

 

1

1

1

+

2

l

 

1
4

内J
h
q
u

75 コアラサイHydrangea hirta 

めIdrangea scandens 
76 ガクウツギ

-
+
・
勺
4

一

2

l

+

 

一
2

3

+

 

q
u
 

-
A
4
4
q
u
 

t
A
q
Jゐ
の
d

Hydrangea paniculata 
77 ノ リウツギ

一
2

+
一

一
一

一
一

一
一

2

一
一
+2 

Hydrangea macrophylla var. 
acuminata ヤマアヲサイ

Hydrangea involucrata 
78 タマアヲサイ

内4+
l
 

一
一

+
一

一
+
2

2

一
l

一
+

2

+

 

q
4
 

i
2
3
 

1 1 
+ー11 一一十

2

一

勺
4
q
4

2
2

一

一
2

一

2

一
一

一
l

一

一
2

一

一
一
l

一
一
2

一
一
2

十+
 

3 

-
L

今
4
q
J

正ちIdrangea petiolaris ツルアクサイ

Schizophragma hydrangeoides 
79 イワカ事ラ

222-212 
2[一一一一一[一一 2 2 2 

1 213 2 2 1 

'
i

ペJ
h
q
u

クγ サて'<Hamamelis japonica 

1 i 1 
+ 2 

ケツそソS世iraea japonica 

+ 

+-l二lZ12211;;72:i:;117|;?:;;l1

1
2
3
 

コゴメウ、ソギStepha珂andra incisa 

q,h 

qJh

<4

2
2
2
 

2
1
2
 

2
2
1
 

1
i

勺
4
内4

一
2
2

2
2

一

2

内4
?

臼

-
A

内
4
つ
d

パラノ83 Rosa 制叫iltiflora

2 
テリノ、ノイノぐラRosa Wichuraiana 

2 

-
A

勺
4
つ
d

イノマラ

Rubus crataegifolius 
84 クマイ

Rosa Luciae var. 
hakonensis モリ

チゴ

Rubus microphyllus 
85 三カ「イ

+
 

2

一
2

一
一
一

1
1

勺
4
2
1

勺
L

2

2

1

2

2

+

 

2
2
2
2
2
一

2
1
2
2
2
一

一
2
2
一
2
一

2
一
一
2
2
3

つ
L
勺
L
つ
ム
勺
ノ
白
内
ノ
-
q
4

一
2
一
一
一
2

2

2

2

2

2

2

 

2
2
2
2
一
2

2
2
2
2
2

十

2
2
一
2
2
一

2
2
2
一
一

n
J
L

つ
ゐ

-
L

勺
4
q
d

1
4

内J
L
q
d

.
コ

チ

. 
コチイ

Rubus palmatus var. 
coptophyllus 87 キ



本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋) 一 71 ー

植 物 名

Species 

海 抜 高

2500 3000 

Belt 
Altitude (m) 

500 1000 1500 2000 

Rubus Buergeri 88 フユイチゴ I 1 I 222 
212-22 
312  

Rubus minusculus ヒメノマライチゴ 1 2 1 + 
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2 1 2 ~111 
3 1 111 1 
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1 3 
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植 物 名 ベル 海 抜 高

Species Belt 
Altitucle (m) 

500 1000 1500 2000 2500 3( 000 

Amelanchier asiatica ザイフリボク 3 ++  

Prunus jamasakura ヤマザクラ 2 一一 2 2 一一+
2 2-12 一一 2+1
3 2 -2 一一一 -2  

Prunus verecunda :tJ スさザクラ 2 一一一一 l
2 +2 ー 1 1 1 1 
3 1--2 1 1 1 

Prunus spinulosa ンボク 2 222 

Prunus Grayana 1 一一一一一 -2 一一 l 1 1 一+
103 ウワミズザクラ 2 - 1 1 +一 一一一 2 2 

3 一一一一 l 一 -2 1 1 

Prunus Buergeriana イヌザクラ 3 2 

許証制s Maxi宵towiczii l 2 1 
ミヤマザクラ 2 2121-1 

Prunus nippo明ica 104 ミネザクラ 2 2 2 2 2 l 一一 1 1 
2 122 -11 一一
3 2 2 

Lespedeza Buergeri 1 -3 3 3 2 
105 キ ノ、 ギ 2 2 2 -2222 

3 2 2 2 2 

Lespedeza cyrtobotrya マノレノマノ、ギ 2 
2 122 

Lespedeza h01鈍oloba ツクシノ、ギ 222 
2 2 

Lespsedcugzta i/oblkid olof forma 212 
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付表 2. 木本植物の垂直分布(東海地方， ，谷沿い)

Appended tab"te 2. Vertical distribution of ligneous plants alorig the valleys in Tô量ai district. 
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植 物 名 〆~}レ

ト
海 抜高

Altitude (m) 
Species Belt 

500 1000 1500 2000 2500 3000 
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植 物 名 ベル
ト

海 抜 高

Species Belt 
Altitude (m) 

500 1000 1500 2000 25∞吋官.. 3000 
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植 物 名 ベル
ト

海 抜 高

Altitude (m) 
Species Belt 

500 1000 1500 2C コ0 2500 3000 

Viburnum dilatatum 1 1 1 2 2 2 1 1ー 222212
212 ガマズ三 12122221221-2

Vìb叫rnum eros也前コパノガマズミ 1 1 ウ
ム

ハ
ノ
ム

勺
4

勺
'
u

Viburnum Phlebotrichum 1 1 
オトコヨウゾメ

Viburnum Wrightii 1 1 
214 ミヤマガマズミ 1 2 

1 2 +12 1 

1212?222l;2 

Viburnum fwrcatum 1 1 
215 オオカメノキ 1 2 

十一一一|一一 2 ー 2122222
2122222122 一一 l

Viburnum plicatum var. 1 1 1 + 
tomentosum ヤブデマリ 1 2 十一一 111 --1 

Viburnum urceolatum var. 1, 1 
ρrocumbens ミヤマシグレ 1 2 2 

Viburnum Sargenti カシボク 1 1 1 1 1 十

Weigela floribunda ヤプウツギ 1 1 1 2 2 

Weigela sanguinea 1 1 1 2 2 2 2 12 2 2 
216 ケウツギ 12112221222221222

Weigela decora 217 z.シキウツギ 111 1 2221222231z2221 
2 1 1 1 2122222 

Perちla scand鈩s コウヤボウキ 11122221一一 l
2 I 2 1 

、、

Perかa glabrescens 1 1 
ナガノマノコウヤボウキ 1 2 
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Smilax China 218 サルトリイバラ 1 1 1 2 2 ー 1 1ー 22
212222121 一一 2

Smilax Sarumame サノレマメ 1 1 1 1+ 
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付表 3. 木本植物の委直分布(東山地方・尾根〉

Appended table 3. Vertical distribution of ligneous plants on the ridges in T�an district. 

植 物 名 |ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species_ _ 

1000 1500 2000 2500 3000 

: I : I 
Taxus cuspidata イ チ + 

Torreya 珂ucifera 方

+ 
2 ハイイヌガヤ 2 22 22-2 

Abies Veitchii 5 シラベ 5 +ー 1 2 3 3 3 
6 322 3332212 
7 2 3 3 3 3 3 3 
B ++23 33222 
9 1 2 2 2 2 2 2 2 1 

Abies Mariesil 6 アオモリトドマッ I 1 +一一一一 + 1 1 1 1 ++  
2 2-2 2 3 3 2 +1+ 
3 3121111 
4 +1+ 1 2 3 1 1 + 
5 2 3 3 3 2 1 
6 233313 
7 11-222 2 
8 3133333 
9 

Abies homolepis 4 ウララロモミ I 4 22 22 十

5 232 ー 2
6 1 2 2 221 
7 22 2 一一一一 222+ 
8 222-2 2-22 
9 +2-2 2222 

Abies firma モ 、、、 6 十

Tsuga diversifolia .9 コメ ツガ 3-32 32 
2 十一一一一一 -2 222 221 
3 +一一 1-3 3 3 333 321 
4 223 3 3 3 3 3 333 1 
5 2 2 2 2 2 3 333 332 1 
6 2122333 332 
7 1 2 3 3 3 -22 
8 223 3--22 
9 十 2 2 2 3 3 3 322 

Tsuga Sieboldil 10 ツ 22 22 
4 23 332 1 
7 22 22 

Picea jezoensis var. hondoensis 十

8 ト ウ 2 2 2 3 1 
5 1122222 
6 222 2 2222212 
7 222 2 2 222 
8 11-2 1 1 
9 +一一一

Larix leptol，ψis 7 カ 1 1 
4 23222 2 2 一一一 1 -1 
5 1 1 
6 222 2 
8 2133333 
9 2222212 一一++
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植 高物 名 ベル
ト

海 抜

Species Belt 
Altitude (m) 

1000 2000 2500 3000 1500 
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植 物 名 ペル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species Belt 

1.000 1500 2000 2500 3000 

Salix Bakko 15 ノマツコヤナギ 1 1 一一 一+
3 2-1 
4 2 ー 22 一一一 +"':"'2 
5 22 222 
6 2-2-222 +-2+ ー 一+
7 2122 一一 2 2222211 
8 22 2 2 222 2222+11 
9 22 22-22 22 

Salix integra 17 イヌコリヤナギ 5 + 
7 l 
8 1 1 22 一一 l ++ー++
9 22 2 222 2 121 1 

Salix serissae folia コゴメヤナギ + 

Salix Reinii ミネーヤナギ 4 
6 2 
8 + 
9 1-1 1 

Salix sachalinensis ナガパヤナギ 5 2 
B ++  

1鵠Iglans aila叫thifolia 21 オ z グルミ 2 
5 21-1 
7 1 +11 
8 22 2-22 
9 1122221 

Pterocaγya γhoifolia サワグルミ 5 l 
9 2 -1+ 

Alnus pendula ヒメヤシヤプシ 2 一一一
2 222 
3 1 

Alnus firma var , hirtella 2 21-2 
23 ケヤシヤプシ 3 一一一一一 2

4 222-12 
5 十 2

8 212 2 
9 222 

Alnus Maximowiczii 26 ミヤマハγ ノキ 2222 2 2 2 2 2 2 2 
2 22 22333 3 3 
3 2 2 2 2 ー 2 2 332 2 1 
4 21--222 32 
5 2 2 2 1 
6 212 
8 + 
9 22 3 2 

Alnus Matsumurae 25 ヤJ、ズハシノキ 4 2 一一 2
6 +一一一一 一十 l
9 2 1 2 十

Alnus hirsuta var. micコroパ'phノIylfa 6 + 
ヤマハシノキ

A.lnus hirsuta 24 ケヤマハγ ノキ + 
5 2 1 
7 +222 
8 2 ー 222 
9 22 2 1 
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植 名 ベル
ト

海 抜 高物

Species Belt 

2 211 2 Al揖叫s Fa叫riei さヤマカワラハシノキ 2 

Al日開s japonica ノ、 γ'ノキ B 

Betula Ermani 29 ダケカシパ a

2 
3 
4 
5 
6 
7 
B 
9 

Betula coηlifolia 28 ウラクロ方シパ I 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
B 
9 

Betula grossa ヨグソミネパリ 1-3 

4 
5 
6 
7 

Betula Maximowicziana ウダイヵ γパ 1 2 

3 
4 
7 

Beωla Pla仰勿lla var 問。 I ; 
30 シラヵ γ パ 2 

3 
4 
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6 
7 
8 
9 

Betula d，制'urica …… I : CarPinus japonica 33 クマシデ 4

5 
6 

7 
8 
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Caゆinus Ts，εhonoskii イ ヌ シデ 8 

-Car�inus cordata 32 サワ シパ 5 
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抜 T生r
F可

(m) Altitude 

海ベル
ト

Beltl 

名物植

2500 2000 

つ
4
勺
4

一
2

内
ノ
ム
勺
ノ
臼
フ
白
内
ノ
ム
内
J
L

∞
六
2

ロ
ロ
凶
凶

M
M

同
一
2
2
2
2
2

一
2

2
2
1
1

一
2

一
2

一
2

一

2
2

一
1

一

2
2

一

2
2
2
1
2

一
2
2

一
一
2
2
2

2
2
2
2

一
一
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
 

1000 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

ツノノ、シノマミ

Species 

31 Coηlus Sieboldiana 

ー
+
l
l

一

2

+

2

2

 

3
1
1
l
2
2
3
2
 

3
2
2

一

3
3
3
3

勺
4
q
u
q
J
h
q
u
n
J
L
内
ο
q
u
q
u
q
u

q
u
q
u
q
u
ウ
&
つ
4
つ
u
q
u
q
u
つ
ゐ

3
3
2

一
一
3
3
3
2

3
3
3
3
2
2
3
2
2
 

3
3
3
3
2
2
3
3
1
 

q
u
q
u
q
u
q
u
勺
L
q
u
勺
4

q
u
q
u
q
u
q
u
つ
&
令

υ

2

3

2

1

 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

フ

Quercus mongolica var. grosseserrata 
42 ミズナ

ペ
ノ
ム

1
&
1
A
q
4
・l

q
u
T
A
《J
A
つ
ム

2
3
2
2
2
 

・
1
&
q
u
内
喝
U
勺
4
勺
L
つ
U

4
4
1
A
q
u
q
u
q
u
q
u
n
d
 

2
3
2
3
3
3
3
3
3
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

フナコ41 Quercus serrata 

2
3
6
8
9
 

ワシ::IJ 43 Quercus de抗tata

-
A

勺
L

2
2
2
2
 

2
2
3
2
 

2
2
2
3

一

2
3
3
3
3
2
 

内
4
4
4
q
u
q
u
つ
&
q
U
4
4

内
4
1
4
内
4
q
u
q
u
q
u
q
u
つ
4

4
4
勺
L
勺
L
q
u
q
u
q
u
q
u
q
u
勺
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

ク44 Castanea crenata 

1
 

1
 

1
A

ウ
L
勺
4

q
u
勺
L
フ
h

q
J
A
内
4
つ
L

q
d
η
O
つ
d

q
u
q
u
q
u
ペJ
4

つ
'
u
n
d
q
u
勺
L

q
u
T
4
勺
L

勺
L

勺
，h

一

2

l
 

ー
ム
ウ
ム
q
υ
F
D
守
，a
a
u

ナプ45 Fagus cγE筑品ta

22 

Ulmus Davidiana var. japonica 
ノ、 )1〆 + 

2 

2
8
9
 

レ

2 1 
1 -1-2 
22 

7
4
Q
U
Q
J
 

キヤケ46 Zelkova serrata 

1
1
2
 

内4

つ
ム

2
7
8
9
 

ワク. . 守ヤ47 。
。

p
u
 

u
J
 

Z
E
U
 m

 

Au 
zo 

ed u
 

r
 

9
 

M
 



102- 林業試験場研究報告 l 第 142. 号

植 名物

Species 

Trochodendron aralioides forma 
longifolium 、 ナガパノヤマグルマ

Euρtelea polyandra フサザクラ

Cercidiphyllum 問agnificum ヒロハカツラ

CercidiPhyllum japonicum カツラ

Clematis alPina ミヤマハγ ショウヅル

Clematis sta問S クサボタ γ

Clematis aPiifolia 55 ポタシヅル

Clematis apiifolia var. biternata 
メボタンヅル

Akebia trifoliata 58 さツパアケビ

Akebia quinata 57 アケビ

Berberis Sieboldii ヘピノポラズ

Berberis amurensis var. japonica 
ヒロハヘピノポラズ

Berberis Thunbergii メギ

Cocc叫1叫s tγilob鵠S 59 アオツヅラフタ

Magnolia Kobus var. borealis 
キタコブシ

Magnolia .Kobus コブシ

Magnolia obovata 62 ホオノキ

ペル 抜
ト

Altitude (m) 
Belt 

1000 I 1500 2000 

+ 

5 

4 

6 + 

5 

8 221 
9 l 

7 
8 1 1 2 

2 2 
4 2 
5 2 2 
7 2 2 
8 2 
9 22 2-222 

8 

2 2 2 
4 2 
5 2 2 
6 2 一一+
7 2 2 22 -2  1 
9 2 2 22-2+ 

2 l 
6 + 
7 2 212 
8 
9 2212-221 

8 222 

8 222 -2  
9 l 一一 +1+

l 
2 2 
4 2 
7 2 
8 2 
9 2 2 

2 2 

7 十

B +ー l ー|ー+
9 1-11 

2 2 -2-2 
2 211 2 -2 
3 ・ E 2 2 1 2 2 2 2 
4 2 2 2 2 
5 1 2 2 2 一一一1+

l 
十|ート

22 2 一一+

τ台a

I"J 

2500 

1

・
4
，
.

ー



本州中部森林における垂産分布帯の研究(高橋) ~103-

植 ベル
ト

高物 名

Species Beltl 
3000 

Magnolia salicifolia タムシノマ 1 1 

2 
3 
4 
6 

Schisandra nigra マップサ I 4 

5 

Schisandra chinensis チョウセンゴミシ I 8 

Lindera obtusiloba 66 ダシコウバイ I 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Lindera membranacea オオノマクロモヲ I 3 

Lindera umbellata 65 グロモテ I 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Parabenz抑 praecox 68 アプラチヤγI 5 

7 
8 
9 

均drangea pan仰胸 77 ノリウツギ i 1 

1 2 
1 3 
: 4 
5 
6 
7 
8 
9 

Hydrangea macrlゆhylla var. 1 s 
acuminata ヤマアヲサイ I 7 

8 

め'drangea involucrata 78 タマアヲサイ 1 5 
7 
8 

均drangea pe仇laris ツルアテサィ I 4 
5 
6 

Schizophragma hydrangeoides I 2 
79 イワガラ~ 1 3 

4 

5 

~ I 

海 抜
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植 物 名 高

Species 

ル
・
巾

ペ
ト

n
m

海 抜

2500 3000 

Deutzia scabγ品 1
5
7
8
9
 

ギツウっ
“

勺
4

Philadelphus satsumanus forma 1 5 
nikoensis ケノぐイカウツギ 1 7 

8 
9 

PhiladelPhus satsuma抑制S ノマイ jJ ウツギ 1 9 

Ribes sachalinense トガスグリ 1 8 

Ribes Maximowiczianum ザリコミ 1 8 
9 

Hamamelis japonica var. obtusata 
80 マルパマシサグ

Hama悦elis j.仲間:ica マ γ サク

Spiraea n争'ponica イワシモツケ

Spiraea japo悦ica シモツケ

Spiraea chamaedry folia var. pilosa 
アイズシモツケ

St，φha相側dra incisa コゴメウツギ

Chaenomeles japonica クサボケ

Sorbus japonica 99 ウラテロノキ

SJrbus alnifolia 98 アズキナシ

Amelanrhier asiatica ザイフリポク

Pωげthiaea villosa var. laevis 1 4 
100 カマツカ 1 6 

7 
8 
9 
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本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋) -105 

植 物 名 ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species Belt 

1000 I 1500 2000 2500 3000 

Malus 5ieboldii 101 ズ， 、、、 l 22 
2 2 1 22 
3 2 1 
4 2 
5 1 2 22 
6 2 2 22212 
7 22 22222 2 1 ー+
B 22 22 222 22 2 1 十
9 2 2 22222 3 2 2 2 

50rbus sambucifolia 2 2 2 2 2 2 
97- タカネナナカマド 2 222 3 2 

3 2 2 212 
4 212 2 1 
5 2 3 
6 212 
8 2 
9 2122 

50rbus Matsumurana l 2 2 2 2 2 2 2 
96 ウララロナナカマド 2 122 3 22 

3 1 2 212 
4 十 223 322 
5 十 2 2 2 3 
6 2 3 313 
9 21-2 

50γbus c田再加ixta 95 ナナカマド 222 22222 2 2 ー+
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 222 
3 1 2 2222 3 332 
4 22 22222 2 2 2 2 
5 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
6 22222 2 2 2 2 
7 2222 2 2 2 2 2 
B 111-222 22222 
9 222 2 2 2 2 2 

80γbus gracilis ナシキシナナカマド 1 21-2 
2 -22 
3 +11 -2 1 
4 2 2 ー 2 十

5 + 1 

Rubus ρedatus コガネイチゴ 5 212 
6 2 212 
7 22 
9 1 2 

Rubus Ikenoensis 93 ゴヨウイチゴ 4 1 1 1 
5 222212 
6 222212 
8 2 2 2 2 
9 22 

Rubus pseudo-japonicus ヒメゴヨウイチゴ 5 十

Rubus vernus 94 べ三パナイチゴ 222-2 2 2 
2 +122212 
3 1 1 1 
4 2-22 22 
5 222 ー 22 
6 22212 
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植 名 海 抜 高物

Species 

l ベル

Belt 

4 
5 
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Altitude (m) 

Rub叫s Yabei ミヤマウララロイチゴ

1000 1500 2000 3000 

Rubus Yabei forma marmoratus_ 
シナノキイチゴ

Rubus Koehneanus ミヤマエガイチゴ

Rubus Phoenicolasius エピガライチゴ

Rubus crataegifolius 84 クマイチゴ

Rubus palmatus var. cOJうtophyllus
87 キイチゴ

Rubus parvifolius 92 ナワシロイチゴ

Rosa acicularis オオタカネパラ

Rosa multijlora 83 ノイノマラ

Geuin pentapetalum チ γ グルマ

Kerria japonica 82 ヤマブキ
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本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋〕 -107-

植 物 名 海 抜 主I司主

Species IBelt 
Altitude (m) 

1000 1500 2000 2500 3000 

作unus nipponica 104 E ネザクラ I 1 
2 2 2 
3 2 2 2 2 1 
4 2 一一一
5 2 2 2 2 2 2 ー -2 一一 212
6 2 2 2 -1-2212 
7 2 2 2 2 一一 2
8 2 2 2 1 22 一一 2
9 222 

Pγunus Maximowiczii ミヤマザクラ I 7 I 一一一 l 2 2 一一一 1 2 
8 2 2 2 2 2 2 ー 2 2 2 2 2 
9 2122222 2222212 

Prunzts apetala チョウラザクラ 9 2 1 十一一 2

Prunus Grayana 103 ウワミズザクラ 2 ー 一一 22
2 2 2 -222 
3 2 ー 2 2 2 2 2 
4 2 
5 2 ー 一一 22212
6 2 ー 一一一 2 112 ー l
7 2221222 
B 22 2-2 
9 212 

Prunus Sargentii 1 +11 
3 l 
9 

Pγunus 官官γec託nda. 2 
4 2 
5 
6 + 
7 1 1 2 1 一一 2
8 2 ー 一一 2 -212 
9 22 22 

世γu抵抗s Ja#tasak叫刊 十

5 2 
8 2 

Prun:也s incisa 

Pueraria lobata 111 クズ 1 l 
2 l 
4 2 
5 
7 221--2 
8 2 212 2 
9 2 2 

Wisteria floribunda 110 フ 22 ス;1 2
2 
4 2 2 
5 22 2 2 
6 2 1 -2-22 
7 2 2 一一 2
8 22 222 
9 2 2 2 2 2 2 

Lespedeza Buergeri キ ノ、 2 2 
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植 物 名 "":'Jレ

ト
海 抜 高

Species Belt 
1000 1500 2500 3000 

Lespedeza cyrtobotrya 106 ~ノレノマハギ 1 4 
5 
6 
7 

Lespedeza bicolor forma acutifolia 
107 ヤマノ戸ギ

Maackia amurensis var. Buergeri 
イヌエ γ~ユ 2 

3 
5 
7 
8 
9 

Indigo fera pseudo-tinctoria .1 . 5 1 
コマツナギ 1 8 

i 9 

Skimmia j仰仰間的6M |l 
ツノレシキミ 2 

3 
4 
5 
6 
7 

Phellodendron amurense キ ノ、

9 

Orixa japo唱ica コ クサギ|日
9 

Zanthoxylum schinifolium I 4 
114 イヌザγ ショウ 1 6 

7 
8 
9 

Zanthoxylum 抑仇隅 サンショウ I 7 
9 

Picrasma quassioides Z ガキ 1 5 
9 

DaphniPhyllum macropodum var. 1 1 
humile エゾユズリハ 1 2 

3 

Sapium japo明icum シラキ 1 5 

E榔tpetTu隅托igrum var. japonicum j 1 
116 ガシコウラシ 1 2 

3 
4 

5 
8 
9 

Altitude (m) 
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植 名 ベル
ト

高物

Species Belt 

Rhus ambigua 120 ツタウルシ I 3 
5 
7 
8 

胸s trichocaゆ 119 ヤマウルシ I 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Rhus chinensis 118 ヌルデ 1 3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Ilex Sugeroki var. .breviPedunculata I 1 
121 アカミノイヌツゲ I 2 

3 
4 
5 
6 

Ilex crenata var. radicans I 1 
123 ハイイヌツゲ I 2 

3 
4 

5 
6 

Ilex rugosa 124 ツルツゲ I 3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

フウリシウメモドキ I 5 
6 
8 

m アオハダ j 3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

126 ソヨゴ I 3 
4 
5 
6 
7 
8 

Ilex geniculata 

Ilex macropoda 

Ilex ρedunculosa 
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植 名物

Species 

ベル
ト

Belt 

2 
3. 

l 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

3 
4 
5 
6 
7 
8 
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8 
9 
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5. 

2 
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t海 抜 高

Altitude (m) 

1000 . 1500 2000 2500 3000 

Ilex leucoclada ヒメモチ 2 
1 222 

Symρ>[ocos chinensis var. 
leucocarpa forma pilosa 

サワフタギ

Euo町m叫s macγopterus 
132 ヒロノ、ツリノマナ

Euonymus tricarpus 130 クロツリノfナ

Ðuony附us oxyphyllus 
129γ リ ノマナ

Euonymus alatus 三シキギ

Euony例制s alatus forma subtriflorus 
128 コマユミ

Euony削us Sieboldianus var. nikoensis 
131 ユモトマユミ

Euo叩ymus melananthus サワダツ

Celastrus Orbiculatus ツルウメモドキ

Celastrus insularis オオツルウメモドキ
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'
目
畠

噌
i

噌
i

名 高植 物 レ

-
H

ベ
ト
口
町

Species 

Celastrus orbiculatus var.ρapil10sus I 2 
オェツルウメモドキ I 4 

5 
6 
7 
8 
9 

Staρhylea Bumalda ~ツノぐウツギ 1 7 

8 
9 

Acer ukurunduense 142 オガラパナ 1 1 

2 
3 
4 

5 
6 
7 
8 
9 

Acer Tschonωkìì 144 さネカエデ I 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Acer mìcranth附但 143 コミネカエデ 1 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
9 

Acer S�bold�num 139 コハウチワカエデ 1 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

140 ハウチワカエデ I 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
9 

Acer japo珂icum

海 抜
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植 物 名 高

Species 

ベル
ト

Beltl 

海 抜

2500 3000 

Altitude (m) 

1000 1500 2000 

Acer Mono 1
2
3
5
7
8
9
 

『
ア

エカヤタ
,q A

守

Acer pa加atum var. Matsumurae I 1 
137 ヤマモミデ 1 2 

3 
7 
8 

Acer argutum アサノハカエデ I 5 
8 
9 

Acer Ginnala カラコギカエデ 1 2 
9 

Acer rufinerve 135 ウリハダカエデ I 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Acer crataegifolium 134 ウリカエデ

Acer nii帥onic叫隅 T
A

つ
ム
q
u

F
アエカツ-

ア

Acer disち，lum ヒトツパカエデ I 3 
4 
5 
6 

Acer cissifolium ミツデカエデ

Acer caゅinifolium チドリノキ

Aesculus turbinata ト チノ キ

Meliosma myriantha アワブキ

Meliosma tenuis ミヤマハハソ

Rhamnus crenata イ ソ / キ
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本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋) 。
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植 名 ベル

ト
高物

Species Beltl 

Beγcher.耳切 γac，町nosa 勺
L
q
u
7
・

0
O
Q
J

ギナヤマク

Rh加G仰F持m即，冗仰仰21仰仰9招削仰n叫us ja.ゆrpo仰ni，仰rωa クロウメモドキ I 8 

Rhm 
クロツノ可守f ラ I 9 

Ampelopsis brevipedunculata I 2 
147 ノブドウ I 4 

5 
6 
7 
8 
9 

Vitis Coignetiae 149 ヤマブドウ I 2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Vitis Thu仇ii エピヅル I 2 
8 
9 

V町1加伽伽eα仰仰'xu叫仰4
5 
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Parthenocissus tricuspidata 
ツ

8 
タ I 9 
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Actinidia arguta 

Acti:況idia Kolomikta さヤママタタピ I 4 
5 
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8 

S的urus 問問 155 キプシ I 1 
2 
5 
6 
7 

海 抜
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1000 1500 2000 

-
《
ノ
ム

勺
4

つ
ん

つ
L

つ
4

ー
ム
つ
白

内
ノ
ゐ
内
4

T
A

つ
&
つ
ム

2
1
1
 

今
る
つ4

2
2
 

内4
n
Jム

一
一

一
一

2
2
 

勺
4

勺
，
“

ー

+
2つ

ム

十内
ノ
ム

内4

2
2
 

一
2

内
ノ
白
内
4

つ
白

2
2
2
 

っ
“
つ
&
ウ
ム

《J
ム
ハ
ノ
ゐ
《
，

L

1
2
2
2
1
&
 

+
一
2
1
2
2
2

1

一
一
2

一
2
2
2

一
一
一
2

一
一

1

2

一
一
2
2

一

2

2
1

一
一

2

一

2

一
一

1
2
2

今
ゐ
つ
白
つ
白

I 十

l ー|一一 1 2 
1 + 

内
ノ
ゐ

勺
6

1
1
2
 + 1 
2 

2 

2

十

2

っ
“
勺
4

1

一
2
2
2

2
2
2

一

2
2

一

一
一

一

2

つ
4

l
 

l

l

 

一
2
2

一
一

2

1

一

2

1

2

2

2

 

2500 3000 
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植 物 名 ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species Belt 

1000 1500 2000 2500 3000 

Daphne Miyabeana カラスシキミ 1 2 

Elaeagnus multiflora ナツグ 、、、 8 +ー+一一 -1 ー++
9 l 十一 1 ー +ー+

Acanthopanax sciadoρhylloides l 22 2 2 2 2 2 22 
159 コシアプラ 2 11-2222 22 1 22 

3 22 22222 2222 ー+
4 2 2 22222 2222 
5 2222 222 
6 212-222 2222 ー 2+ 
7 22 
8 2 1 一一 一一 l
9 + 

Kalopanax jぅictus 158 セ γ/ キ 2 2 2 
3 2 1 -2 一一 2
5 2 
7 1 1 十 1 1 + 
8 22 一一 2
9 l 一一一 l ー l

Aγalia elata 161 タ フ ノ キ 2 
2 22 一一一 2
3 + 
4 2-22 一一一 2222 
5 2122222 22-2 
6 2-+ 
7 22 22 一一一 -22-1 
8 2-一一一一一 -22 1 十
9 22 --2 一一 2 2-1 

。ρlopanax jap抑icus ノ、 リ ブキ 1 1 
3 1 1 -1 
4 2 
5 122 2 
6 212.2221 
7 1 2 -2 
8 十一 2222
9 22 

ri:vodiopanax �novans タカノツメ 3 1 一一 一+
4 2222 

Acanthopanax spinosus ヤマウコギ 8 2 2 222-2 
9 22 2 

Acanthopanax divaricatus ケヤマウコギ 8 l 

Cornus Kousa ヤマボウシ B 2 一一一一 l

Cornus controversa 164 、、、 ズ キ 2 1 1 1 1 
3 一一一一一 1 1 
5 122 
7 + 
8 22 2 2 2 2 ー -2 
9 22 22-22 l 

Diapensia lapponica var. obovata 2 2 2 
165 イ ワ ウ メ 3 

4 
『 9 2 
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植 ，く Jレ

ト
高物 名

Species IBe ltl 

Clethra barbin_ervi~ 166 1) ヨウプ I 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

励ododendron …m キパナシャクナゲ 1 2 
3 
4 
5 

Rhododendron Fauriae v疵. roseum I 1 

179 シロパナシャクナゲ 1 2 
3 
4 
5 
6 
8 
9 

Rhododendron Metternichii var. I 4 
�entamerum アズマシャクナゲ

Rhododendr，ω~ Wadanum I 9 
トウゴグミツノマツツラ | 

Rhododendr・'On nud伊es I 1 

サイコクミツノぐツツラ 1 2 
3 
4 

励。ωndron t仰erve オオコメツヅラ 11 
2 
3 

Rhododendron KaemPferi I 1 

178 ヤマツツラ 1 2 
3 
4 
5 
6 
7 

Rhododendron japonicum I 1 

181 レンゲツツタ 1 2 
3 
4 
5 
6 
8 
9 

Rhododendron Al brechti 1 1 

180 ムラサキヤシオ 1 2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

ヒカゲツツタ I 4 Rhododendr，仰 Keiskei
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植 名 高物 "，，}レ

ト

Beltl Species 

Arcf，側s a制御s var. ja�onicus I 1 
167 ウラシマツツタ I 2 

3 
4 
5 
6 
9 

Vaccinium uliginosum I 1 
191 クロマメノキ I 2 

3 
4 

5 
6 
8 

Vacci多1Íum axillare 189 クロウスゴ I 1 
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3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

Vaccinium Smallii 187 オオパスノキ I 1 
2 
3 
4 
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6 
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Va仰ium hirtum 186 ウスノキ I 1 
2 
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4 
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6 
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高抜海ベル
ト
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槌 -':'Jレ

ト
海 抜 高名物

Species Belt 
1000 1500 2000 3000 

Lyoゅzia ovalifolia var. elliptica 1 1 
174 ネタキ I 3 

4 
5 
6 
7 
8 

Loiseleuria procumbens 1 1 
173 ミネズオウ 1 2 

3 
5 

Arcterica nana 168 コメパツガザクラ

Phyllodoce niPponica ツガザクラ
2 
3 
9 

Phyllo伽似ica 176 アオノツガザクラ 11 
2 
4 
5 
6 

Vaccinium Vitis-Idaea 1 1 
190 コケモモ 1 2 

3 
4 
5 
6 
Z 
8 
9 

Gaultheria Miqueliana I 1 
171 シラタマノキ 1 2 

3 
4 
5 
6 
7 
8 
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イワヒゲ I 2 
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植 ベル
ト

高物 名

Species Belt 

Styrax japonica 195 エゴノキ I 4 
5 
6 

Ligustrum Tschonos耐 ミヤマイボタ I 8 
9 

Ligustrum Tschonoskii var. I 2 
glabrescens エゾイボタ I 5 

7 
8 
9 

Ligustrum obtusifolium 1 3 
197 イボタ 1 5 

h1 
9 I 

Fraxinus sambucina 3
4
5
6
8
9
 

キ，
ノ

夕、
ン

.
、

ノコ

Fraxinus Sieboldiana var.ρubescens I フ
200 アラゲアオダモ |言

4 
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Fraxinus Sieboldiana 199 コノマノトネリコ 1 , 
2 
3 
4 
5 
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7 
8 
9 

トネリコ I 8 Fraxinus japonica 

Callicarpa japonica ムラサキシキプ 1 5 
7 

Clerodendron trichotomum クサギ 1 5 I 2 

7 1 1 

Thymus quinquecostatus I , 
イブキラヤコウソウ 1 8 

9 

Viburnum urceolatum var. 1 ',: 
ρrocumbens ミヤ 7 シグレ 1 2 

3 
4 

5 
6 
7 
8 
9 

海 抜

Altitude (m) 

1000 1500 2000 
I -- -4- _ -1-

2
3
 

勺
'
u
勺
&
司
A

212222+ 
2122222 

2 
+ 

今
4

+
一十

2 

1
2
1
 

1 1 2 2 
22 

今
4

1

一

勺
4

つ
白
内4

一

2

一

2

一

2

内4

2 

内
ノ
白

内J
aっ
4

2

一

2

一

2
2

一

一
2

一

2
2

一

内4

2 ー12-22211
21ー 2 ー 2 ー12

221一一 1 1 
221222 
2 212 ~ 

2122222 
2122222 

2 -12 
2 2 

2222 

2 ー|ー 1

2 2 

っ
，
“

勺
，
“

内
ノ
ゐ

内J
b
つ
ム
n
J
L

も
内
ノ
ゐ
勺
J
&

今
〆
白
今4

2

1

 

勺
4

勺
，
白

勺
，u

2 一一 1 -1ー 1
2 2 

+ 22212222212 
2212222212 

2-2-2 
222 

2 

212 一一一 2
2 一一， 2 

2500 3000 



-120- 林業試験場研究報告第 142 号

植 名 ベル
ト

海 抜 高物

Species e゚lt 

日burnum furcatum 215 オオカメノキ I 1 
2 

3 , 
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植 ベル
ト

高物 名

Species Belt 

Abeliα spathulα:ta q
u
A
ゐ

r
o

ギツウネ.
、
、

ノクツ

Lonicera Tschonoskii I 1 
208 オオヒョウタシポク I 2 

4 
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Lonicera Konoi コゴメヒョウタンボク 1 8 

Lonicera demissa イボタヒョウタシポク 1 8 

μnicera caeru加 var. e仰hyllocalyx I R 
クロミノウク.イスカグP ラ

Lonicera graciliPes var. glandulosa I 7 
ミヤマウグイスカグラ I 8 
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付表 4. 木本植物の垂直分布(東山地方・谷沿い〉

Appended table 4. Vertical distribution of ligneous plants along the valleys in T�an district. 

植 物 名 |ベル 海 抜 高
.ト

Altitude (m) 
Species IBelt 

1000 1500 2000 2500 300q 

Taxus casρidata イ チ イ 7 

Torreya nucifera カ ヤ 7 2 1 

Cephalotaxus Harringtonia var. nan.a 22 22-2 
2 ノ、イイヌヵーャ 2 222 222 

3 2 2 223 
4 2-22 
6 1 + 
7 2 1 ー l

Abies homolepis 4 ウララロモ E

5 2333 33 
6 222 -222212 
7 2-2 2 2 2 2 2 2 2 222 

Abies Mariesii 6 アオモリトドマッ 1 4 2 一一一 一+ー十一1+
5 21--2 
6 1122332 
7 22 

Abies Veitchii 5 シ フ 2 1 ー 1 22 
6 2 3 332 2-2+ 
7 1123 

Picea jezoensis var. hondoensis 5 2-222 333 
8 ト ウ ヒ 6 212-22 

7 22 22 

Tsuga diversifolia 9 コ メ ツカ「 222212 
2 +一一一一一 一一+
3 1 1 2 ー -1 一一一 1+ 
4 1-2 ー -222+ 
5 2 2 2 2 2 3 3 3 2 322 
6 1-1 2 2 2 2 2 33222 222 1 
7 2122223 3 3 

Tsuga Sieboldii 10 ツ 1 111 
4 2122 
5 232 22 
6 
7 222 2222 

Laγix leptolePis 7 カ
|2221222 3 +植

5 2212222312-2 
6 2 一一一一 222-21+
7 2 植

Pinus pu慨ila 12 ノ、ィ

2 1231333 
3 2 
4 +1-222213 
6 2 1 -2 

Pinus parviflora ゴヨウ 7 ツ 11 十

2 十

5 

Pinus koraiensis チョウセシゴヨゥ I 5 111 2 1 
6 2-1 ー|一一+



本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋〉 -123 ー

植 物 名 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species 

1000 1.:iOO 2000 2500 3000 

Pinus densiflora 11 アカマッ 11 22 
2 3 3 
3 33212 
4 333 
5 322 + 
6 333 1-2 
7 2+  

Thitja Standishi ネ ズ 1 1 l 一一一一|ー 222
2 + 1 1 
3 121 
4 1-一一 22
5 2-1 
6 1 
7 l 一一 l

Chamaecyparis obtusa ヒ ノ 2-2 -2 一一 212
6 2-2 -22 
7 2 

Chamaecyparis ρt・'sifera サ ワ 212-22212 
6 22--2222 22 
7 222 2222212 

Juniperus communis var. nipponica 1 -12 
ミヤマネズ 2 + 

J証叫iPerus rigida ネズミサシ 5 2 
6 一一+

Po，抑lus Mi似;im側iczii o ノ キ 5 
6 

Populus Sieboldi ヤマナラシ 3 十

4 1 2 
5 2 
6 1 1 

Toisusu Urbaniana 1 1 
4 222-2 
5 2 ー 22-22 
6 2 一一一 22 2 3 332 
7 2133333 33 

Salix Reinii 2 -12 
2 
5 11+ 

Salix sachalinensis 19 ナガパヤナギ I 1 222 22 一一 2
2 22 2 一一一 3 222 
3 122 22 
4 2 1 2 2222313 
5 2-2 2222 ー
6 222 -2222 2232212+ 
7 222 333-33 322 

Salix Bakko 15 パツコヤナギ I 1 222 22 
2 222 2 一一一 2
3 222 2-2 
4 222 22 
5 222 
6 222 22222121 ー 2 ー12
7 222 22-2 一一一一一 l
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植 物 名 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species IBelt 

1000 1500 2000 2500 3000 

Salix vulpina キツネヤナギ I ~ + 
2 十

Salix gracilistyla 16 ネコヤナギ I ~ 2 
3 22212 
4 2-2 
5 l 
6 2-2 
7 222 

Salix serissaefolia 20 コゴメヤナギ I 1 22 
2 312 
3 2212 
4 2-2 
5 2 ー十

6 2-2 
7 十

Salix i叫tegγa 17 イヌコリヤナギ I ~ 222 -2  
2 22 
3 33312 
4 22212 
5 222 1 + 
6 222 一一一 2
7 222 

Chosenia bracteosa ケショウヤナギ I 6 
7 22 

Pteγoca:γya γ'hoifolia 22 サワグルミ I ~ 2 2 2222 
2 21222 
3 l 一一 2
4 
5 2 ー 22222111 
6 22 ー+

7 222 2333312322 

Juglans ailanthifolia 21 オエグルミ 11 2 
3 1 -212-1 
4 2-2 
5 221 
6 
7 2 -212 

A Wmamm|2  1 

23 ケヤシヤブシ 3 
(ヤシヤプシを含む) 1 4 2 212 

5 223133232122 
6 2 一一 1 + 

Alηus pe托dula ヒメヤシヤブシ I 1 2 
2 22 ー 22-22 
3 

Alnus Maximowiczii 26 ミヤマハγ ノキ 11 2133333 
2 3133333 33232 
3 23 333 3 、 3 333 
4 2132233 -223313 
5 22-33 3 3 
6 2 3 3 33232 
7 1 
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植 物 名 ,"_r 
l' ヲ1

Species 

Alnus Matsumurae 25 ヤハズハシノキ I 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

Alnus hirsuta var. microPhylla I 3 
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I 4 
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3 
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高抜海~)!­

ト
名物植

(m) Altitude 
Belt 

Carpinus japonica 
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 Quercus mongolica var. grosseserrata 
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植 物 名 |ベル 海 抜 ヲI司ち?

ト
Altitude (例)

Species 
1000 1500 2000 2500 3000 

Ulmus Davidiana var. ja，ρonica 
ノ、 ノレ 三 2212 

4 2 
6 
7 

むl官'zus laci;托，iata オ ヒ ヨ 1 1 1 十
2 1 12 
4 2 一一 1
7 

Zelkova serrata 46 ケ ヤ l 
3 1 2 
4 
7 222 

Morus bombycis 222 
2 2 2 
3 
4 2-2 
5 l 一一一十

7 222 

Broussonetia Kazinoki コ ウ ゾ 7 2 2 

Trochodendron aralioides ヤマグルマ 7 1 十

Trochodendron aralioides forma 7 + 
longifolium ナガパノヤマグルマ

Euptelea polyandra フサザクラ I 5 3 3 -2+  
6 22 一一 2 2 
7 233 3 3 322 

Cerci州問問FCMm ll 1 212 
52 ヒロノ、カツラ 2 2132222 

3 2 ー 33333 
4 2 2 22 
5 2 2 2 2 1 
6 22222 
7 1 2 2 2233112 

b 

Cercidiphyllum japonicul叩 11-1 
k¥ 

53 カ ツ l 
5 十 1 2 
6 21-222 
7 222 

Clematis stans 22 
2 2 

3 212 
4 2122 
5 l 一1-2 -2 十!+
6 2 
7 22 1 222 

Clematis ja.ρonica ノワノショウツル I 1 + 
2 + 
6 十

7 十
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抜海 高

(m) Altitude 

",)[.. 

ト
名物植
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ボタ γ ヅル
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高

(m) 

抜

Altitude 

海", J!.­
ト

名物植

Belt 

Lindera umbellata 
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植 |ベル物 名

Species Belt 

Philadelphus satsumanus 1 1 
74 ノぐイカウツギ I ;2 

3 
4 

Ribω 仲間icum 71 コマガタケスグリ I 1 
2 
3 
6 

Ribes Maximowiczianum ザリコミ I 7 

Corylopsis Gotoana ミヤマトサミズキ I 7 

Hamamelis japonica var. obtusata 1 1 
マルパマ γサク I 2 

3 

Hamamelis japonica マ γ サク 1 1 

3 
4 
5 

イワシモツケ I 1 

2 

Spiraea niPponica 

海
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Sorbus japonica ウラヲロノキ I 5 
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2 
3 
4 

Sorbus sambuci folia 
97 タカネナナカマド
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(サピパナナカマドを含む)
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本州中部森林における垂直分布帯の研究(高橋〕 -131 ー

:物 名植 ~ノレ1

ト l

Beltl Species 

海 抜 高

Altitude (m) 

1000 1500 2000 21591) 3000 
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植 物 名 海 抜 宅『司全r

ト
Altitude (例)

Species 
1000 1500 2000 2500 3000 

Geum 1うentapetalum
22122 
十 2

Kerria japonica 2 
6 22 ー 一一 2

7 222 22-2 

Rosa multiflora 83 ノ イ 22212 
2 222 
3 32 2 22 
4 32-12 
5 2 1 ー 一一一 l

6 222 22-12 
7 

Pγ叫叫:us 鈍i企po抗ica 104 十

2 22 -22 
3 22 
4 1 2 -122212 
5 十一 22222 222 
6 1 2 22222 22222 
7 2 2 2 2 -2 

P問問s Maxim白wiczii 1 
6 2 
7 2 一一 l

Prunus apetala チョウラザクラ 2 十

Prunus Grayana 103 ウワミズザクラ 222 2 2 2 2 
2 222 22222 
3 22 222 
4 2-2 22222 2 1 
5 2 2 2 2 222 22 
6 222 2222211 
7 2 2 ー 2 2 2 2 2 2 2 

Pγ叫捌s Saγ'l!ßntii l 一一 l
2 22 
6 2 
7 十

Prunus verecunda 十

3 2 2 
4 222 
5 十 1 11ー+

Prunus Jamasakura ヤマザクラ 4 
6 2 

Wisteγia florib叫nd.α 110 フ ~ 222 
2 
3 33212 
4 222 
5 222 
6 2221-22 
7 221 
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植 物 名 ~)l〆 海 抜 τf司全r

ト
Altitude (m) 

Species Belt 
1000 1500 2000 2500 3000 

Euonymus Fortunei ツルマサキ 1-1 
2 2 
3 I1I 
7 

Celastrus orbiculatus ツルウメモドキ 22 
2 2 
4 22 ー 2

Celastγus i叫sulaγ"is オオツルウメモドキ 7 l 十

Celastrus orbiculatus var. papillosus l 22 2 一一 2
オェツルウメモドキ 2 222 

3 2-2 2 2 
4 2 
5 2 一一 -2 一一 2

6 2-2 - 2  12211 
7 2 2 2 2 

StaPhylea Bumalda ミツノマウツギ 3 22 
4 l 
6 +一一 一一+
7 2 

Aceγ ukuγ附d世間se 142 オガラパナ l 22 3222212 
2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 
3 十 1 223 3 3 333 322 
4 222 3 3 2 2 ー 2 122 
5 22 ー 2 2 2 2 2 222 
6 +一一 2 23232 32232 
7 111 22 -2 -2222 2 2 

Aceγ Tscho抗oskii 144 ミネカエデ 22212 
2 1-22 一一 2 2 ー 2 2 2 2 2 十

3 2-3 一一 332 
4 2 2 222 一一一 l ー l
5 1 222 2 2-2 
6 22222 2 2 2 2 2 
7 2 2 2 2 

Acer micra柑thum 143 ':Jミネカエデ 1 2 ー -222 
2 22 ー 1 1 
3 十 122

4 2 2 
5 2 2 2222212 
6 十一一 -2222 
7 1 2 2 2 222 2 2 

Aceγ argut叫悦 アサノハカエデ 3 22 
4 1-2 
5 1-2222 ー - 2  
6 1--2222 2 
7 22 2 2 222 2 2 -2 2 

Acer japonicum 140 ハウチワカエデ 11 22 22222 
2 222 22222 
3 21233 1 1 
4 2122222 1 1 
5 22 2222 ー 2 2 十

6 22 -2222 2 
7 2-2 22222 22 -2 1 
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植 物 名 ，、:Jl〆 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species Belt 

10∞ 1500 2000 2500 3000 

Acer Sieboldianum 139 コノ、ウチワカエデ 22212 
2 222 22-22 
3 22 2 2 
4 
5 2212222 
6 2 2!-2 2 2 2 
7 22212222 

Aceγ Mono 141 イタヤカエデ 222 2 2 222 
2 222 2 222 2 
3 2 2 2 2 2 2 
4 212222211 
5 2-1222-22 
6 21-222211 
7 222 22222 22-2 

Acer ρalmatum var. Matsumurae 22 2 2 2 2 
137 ヤマモミヲ 2 222 222 ー l

3 22 22 1 
4 222-21+ 
5 
6 
7 

Aceγ Gi抗抗ala カラコギカエデ l 2 2 
2 2 
3 2 3 313 

Ace:γγ叫fi叫Eγ世e 135 ウリハダカエデ 2 2 22-22 
2 222 22222 
3 22 2 2 2 1 
4 2-2 2222211 
5 22i222-2 2+ 
6 -222 + 
7 2 2 2 2 1 一一 22 

Acer crataegifoliU1河 134 ウリカエデ 3 2212 
4 222 
5 222 
6 22 
7 222 2 2 

Acer distylum ヒトツパカエデ 2212 
2 2 
3 111 2 
4 2 一一 l
5 -1-2 
6 l 
7 22 222 

Aceγ 叫i帥0抗icu:惜 テツカエデ 22222 2-2 
2 222-222 
3 22 
4 22 322 

Acer cissi foli也捌 ミツデカエデ 3 
6 十

7 1 1 1 

Aceγ car会i抵ifoli叫鴨 145 チドリノキ 3 2 
6 1 ー十

7 233 3 322 

Aceγ 叫:ikoense メグスリノキ 3 1 1 1 
7 l 一一 一一一 1 1 
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林業試験場研究報告第 142 号

植 名物

Species 

ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Belt 

1000 1500 2000 2500 3000 

l 2 2 222 
2 212 
3 2122 
4 22 
5 
6 + 
7 222 2223313333 

+ 
5 2 
7 222 

1 
2 

+ 1 ~ 1I 1 7 

3 2 1 
4 222 
5 十

++  
2 + 
3 

7 + 

3 

2 
4 

22 
2 
3 22212 
4 2 -2 
5 + 

2 + 

22 
2 22 
3 22211 
4 221 
5 2 
6 222 
7 

2 十 2

3 十

6 1 1 

I 2 2 22-22 
2 222 222 
3 122 222 
4 2122222 
5 2 
6 1 2 2222212 
7 222 2222212 

2 2 
3 22 
5 2 1 
6 +1一一 1
7 222 

Aesculus turbinata トチノキ

Meliosma myriantha アワプキ

Meliosma tenuis ミヤマノ、ノ、ソ

Rhamnus crenata イソノキ

Rhamnus japonica クロウメモドキ

Rhamnus costata クロカシノマ

Rhaω9 
クロツノマラ

Berchemia pauciflora 
ミヤマグマヤナギ

Berchemia racemosa クマヤナギ

Hovenia dulcis ケンポナシ

Ampeloρsis brevipedunculata 
147 ノブドウ

Vitis Thunbergii エピッ・ル

Vitis Coignetiae 149 ヤマブドウ

Vitis flexuosa 148 サンカクツソレ
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高抜海ベル
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植 物 名 ベル
ト

高

Species Belt 

海 抜

Altitude (m) 

1000 1500 2000 2500 3000 

Acanthopanax divaricatus ケヤマウコギ 1 3 1 212 

Kalゆ仰M 戸ctus 158 セ γ ノキ I 1 
3 
4 
5 
6 
7 

Aralia elata 161 タラノキ 1 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

Oplopanax japo河icus ノ、リプキ 1 1 

2 
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5 
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Cornus controversa 164 ミズキ 1 1 
2 
3 
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5 
6 
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6 
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Aucuba japonica var. borealis 1 1 
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Diapensia lapponica var. obovata 1 2 
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Clethra barbinervis 166 リヨウブ 1 1 
2 
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植 名物
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植 物 名 |ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species 

1000 1500 2000 2500 3000 

Loiseleuria ρrocumbens ミネズオウ 2 212 2 1 

Phyllodoce aleutica 176 アオノツガザクラ 1 十一一一 一一一 2 ー 2 2 
2 2 2 3 2 
4 212 

Phyllodoce n争ρonica 十一一一 2
3 
4 2-1 222 1 

Phyllodoce alpina コツガザクラ

Arcterica nana コメノマツガザクラ 2 

Gaultheria adenothrix 3 2 2 
170 アカモノ 4 

5 

Gaultheria Miqueliana 
171 シラタマノキ 2 

4 
5 1 -2 1 - 1 
6 2 

E世igaea asiatica イ
3 2 
4 

Styγax Obassia ハクウシボク， 3 2 -11 
5 1 1 
6 ++  
7 1 1 1 1 2 

Styrax japonica エゴノ キ 5 2 2 211 
6 322 2 

Ligustrum Tschonoskii 198 ミヤマイボタ 222 2 
2 22 一一一一一:+
3 2 
4 1-2-212 
5 
6 1 222 
7 2122222 

Lí'g呼strum TscÞ,onoskii var. glabrescens 
エゾイボタ 3 十 2

Ligust開制 obtlfsifolium 2 2 
197 イ ボ タ 3 3 2 

4 2 
6 222 
7 2 

Fraxinus mandshurica var. ja戸onica 1+ 
ヤチダモ

Fraxinus sambucina コノぐシラノキ I 1 222 
2 2 
3 22-12 
4 222 222 
5 2-2 -2  
6 2--2 

目
7 2 2 222221 
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植 物 名

Species 

Fraxinus Sieboldiana I 
199 コパノトネリコ I 2 

3 
4 
5 
6 
7 

Fraxinus Sieboldiana var. pubescens 1 1 
200 アラゲアオダモ 1 2 

3 
4 
5 
6 
7 

フラウツギ I 6 
7 

Buddleya japonica 

Clerodendron trichotomum 1 5 
クサギ I 6 

I 7 

Ca伽rpa japonica 204 ムラサキシキブ I ~ 

3 
5 
6 
7 

Thymus quinquecosta似s I 1 
イブキタヤコウソウ I 2 

5 

Viburnum furcatum 出オオカメノキ I ~ 

3 
4 
5 
6 
7 

Viburnum urceolatum var. procumbens 1 5 
ミヤマシク.レ 1 6 

Viburnum phlebotrichum オトコヨウゾメ

Viburnum Wrightii 214 ミヤマガマズミ I 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 

V伽f門n仰um Sa 
3 
4 
6 

Vib伽ur:問'nt仰 ρ凶Hωfωum v刊ar. glaωbrt仰n I 2 
ケナシヤブデマリ

Viburnum erosum 213 コパノガマズミ 1 3 
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泊
告

唱
i

植 物 名 ♂ミ jレ

ト
高

Species Belt 
1500 2000 3000 

Viburnu叩 dilafafum 212 カ'マズミ 1 1 
2 
3 
6 
7 

Weig，出 ho向山 タ三ウツギ 1 1 
2 
3 
4 

Weigela decora 217 0:.シキウツギ 1 5 
6 
7 

Sambucus Sieboldiana 1 1 
210 エワトコ 1 2 

3 
4 
5 
6 
7 

Linnaea boreaTis リ γ ネソウ 1 1 

Abelia Spathulata 211 ツグパネウツギ 1 3 
5 
6 

Lonicera Tschonoskii 1 1 
208 オオヒョウタ γボク I 2 

3 
4 

5 
6 

Lonicera gracil:争es var. glandulosa 1 3 
ミヤマウク.イスカク.ラ 1 4 

Lonicera strophio，ρhora 1 7 
アラゲヒョウタ γ ポク

Lonicera Morrowii' 209 キ γ ギシポク 1 1 

2 
3 
4 

Lo仰m 抑制仰 加スイカズラ 1 3 
4 

5 
6 

Smiμx Siebo凶 ヤマガシユゥ 11
2 
3 
4 
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付表 5. 木本植物の霊直分布(北陸地方・尾根)

Appended table 5. Vertical distrib'!_tion of Iigneous plants on the ridges in Hokuriku district. 

植 物 名 ~Jレ 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Species Belt 

500 1000 1500 2000 2500 3000 

'eya 鈍ucifeγa カ ヤ l 十

(チャボガヤを含む) 2 +2 ー 22 
3 +-2 222 
4 222 22 
5 222 2 一一 l
6 l 十一 一一十

alotaxus Harring，加ziá var. l l 一一 1 1 一一 2 2 1 1 1 1 
wna 2 ノ、イイヌガヤ 2 233 32-1 

3 222 22 2 2 1 2 一一+
4 223 2-2 
5 222 22 1 2 
6 22 2 2 2 2 2 
7 222 一一 2

A 1 Mariesii 6 アオモリトドマツ 222 1 1 2 2 2 2 
2 2133333 332-t-

3 2133333 3333211 
4 +1+2333 3333211 
5 2133333 332211+ 
6 1 2 3 3 3 32+ 
7 12333 3222+ 

a diversifolia 9 コメ ヴヲf 1 22 
2 2 3 222 
3 十 22 22323 3 3 
4 22 2 2 2 2 2 2 
5 1 2 21+ ー+
6 123 33332 221 
7 + 1 1 

Picea jezoensis var. hondoensis 3 1-12212 -1 ー+
ト ウ ヒ 4 +1-22 1 + 2 

Pin s pumila 12 ノ、ィ マツ 十一 1 333 3 3 3 
2 1 1 1 2 3 3 3 3 3 
3 1123333 333 3 
4 十 3 333 3 
5 1 2 +2-33 333 
6 233 3 3 3 
7 1 2 2 1 3 3 3 

s hakkodensis ノ、ツコウダゴヨウ 3 2 3 3 2 
4 
5 2 3 2 

s parvifldγa ゴヨウマツ 2 1 
2 22 
3 212222 ー -2 ー 22 2222 
4 1-1 一一一 22 2 1 
5 122 3 
6 1 1 1 + 2 1 十
7 1-+ ード

s koraiensis チョウセシゴヨウ 3 十一 一 +1+ ー 一+

s densiflor，α11 アカマツ 1 3 3 322 1 
3 2-+11 
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植 物 名 ベル
ト

海 抜 高

Altitude (m) 
Species Belt 

500 1000 1500 2000 2500 3000 

Pinus densiflora アカマツ 4 3 3 
5 33213 
6 22 ー -2  
7 2 1 

Larix leptol，ψis カ フ マツ 6 l 一一+

Thuja Standishi ネ ズ コ 1 2 22 
2 2 -2 1 一一+
3 222 一一 -2233 3222 3 
4 l 一一一 22 22 一一 2
5 122 222 十
6 11+ 
7 1 - 122 

ChamωC沙aris obtusa ヒ ノ キ l 1 2 22 
2 2 
3 +植

Thujo.ρsis dolabrata アスナ ロ 2 2 
4 + 
5 十 l

6 +ー+

Jun伊erus communis var. 2 + nzρρomca ミヤマネズ 3 2 3 3 3 322 222 
4 十一一一一一 一一 2 2 
5 -2-2 ー +ー+
7 2 一一一 2 2 

Juniperus Sargentii 7 十

ミヤマピヤクシ γ

Cryptomeria japonica ス ギ (22 ー 一一一一 2) 2 一一 l
(括弧内植栽木) 2 (3 3 3 222)一一 一一 2

3 。一一 一一一 2 ー 2) 
4 (2)22 211 ー l 一一十
5 (222 22)223 (3)2 3 3 3 2 
6 <333 3 3) 3 2 ー 2 3 3 3 3 3 1 
7 (222 2) 

POρulus Sieboldi ヤマナラシ 2 1 1 1 
2 ナ

3 十

4 + 
6 + 
7 2 

Sa!ix Reinii ミネヤナギ 1 2 22 一一 2
3 十

4 + 
7 l 

Salix Bakko 15 パツコヤナギ 212 22 一一 2 一一一一一 一十
2 21222 1 
3 1-- 1 2 ー l 222 
4 22222 -22 
5 22-2 2 1 1 + 1 + 
6 十

7 222 

Salix sachalinensis 19 ナヵーパヤナギ l l 
3 十

4 十

十+
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植 名 -".)レ

ト
海 抜 高物

Species 
Altitude (m) 

Belt 
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植 名 ，、之ノレ

ト
海 抜 高物

Species 
Altitude (m) 

Belt 
500 1500 2500 3000 1000 2000 
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植 名 高物

Species 

ベル
ト

海 抜

Altitude (m) 

1500 2000 2500 
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2 
4 

5 
6 
7 

Broussonetia .Kazinoki 
コ

2 
ゾ I 3 

5 
6 

Buckl，りa lanèeolata ツクパネ 11
2 
3 
4 

5 
6 

ウ

内
ノ
&
勺U4
・

R
J
V
1
A
4

‘

ラ
ラ
クザ
ツ
サフ
附
カ

c
 

l

n

 

5

0

 

M

u

p

 

d

・

F

抑M
M

仰

O

げ
れ

D

M

 

G

h

F

 

L出
品
叫

o
u
-
-
M

屯

t

m

 

h

y

e

'

 

h

白

Clenωtis stans 
2
3
4
5
6
7
5
6
 

シ
ル
タ
ヅ
ポ
ン
サ
タ
ク
ボ4-
亡
、
d

Clematis api抑lia

Clematis ja，ρonica var. 
breviな~edicellata

アズマハシショウヅル

Belt 
500 1000 

+
 

一
2
2

一
2
1
2
1

一
一
2
2
2

一
一
l

一
1
2

一
2

一
+
2

1

2

2

2

 

l 

+ー;ー 1

1 1 

l 

+ 
寸

22 

2 
212 2 1 
+一一一 l

+ 

+2 
1 

1 1 
22 
+ 

内J
L
1
a

つ
ム

一
一
一
+
+

一
一
一

つ
&
今
必
勺

4

1

2

+

 
2
4
5
6
 

十十+
 

+

2

 

一
2
2

一
2
2
2
2
2

一
2
2
2

一
2

T
A

勺
4

勺
J
a勺
4
2
A

勺
4

2
2
1
2
2
2
2
 

1
&
2
3
4
5
6
7
 

ピヶア7
 

p
h
u
 a

 

a
ι
 a

 
n
 

--u
 

n
u
z
 a

 

--
'nu 

guv 

,R 
A
 

Akebia trlfoliata 58 ~ツバアケビ 1 1 

2 
3 
4 
5 
6 

Beγberis. Thunbergii メ ギ 1 2 1 1 
3 1 十

22 ー122-12122
222122222 
2 
2 
2221-2 
223123322 

3000 

+ 

+ 



-152ー 林業試験場研究報告第 142 号

植 物 名 高

Species 

ベル
ト

海 抜

2500 30CO 

Altitucle (m) 
Belt 
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植 名物

Species 
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植 物 名 ベル 海 抜 r.司討・

ト
Altitude (m) 

Species Belt 
500 1000 1500 2000 2500 3000 

Hamamelis japonica マシサ l ク 一一 l
2 2 2 
3 
4 2 ー
5 一一一一 l 十
6 l 一一 一一 1 1 ー 一一一一十

SJ，河iraea japonica シモツケ +-1 1 -2 
3 22 
5 + 

Keγγia j.ゆ側ic耳 ヤマブキ 1 1 
3 2 1 ー 一一+
4 

Geum pentapetalum チシグルマ 3 2133322 222 
4 l 一一一一 2 222 十

5 1 3 2 -2-3211 
6 2 ー 一一一一 212
7 2 2 32232 

ROsa multiflora 83 ノ イ パヮ 2 2 2 22 
3 2 1 ー 一+
4 2 2 
5 2 2 
6 l 
7 1 

Rosa Luciae var. Onoei 222 2 1 
五オイイバラ 2 1 1 -12 

Rosa acicularis var. nipponensis 7 十

タカネイノマラ

Rubus vernus 94 ベ Zパナイチゴ 212-22212 
2 2 2 -2 2 2 2 
3 22 
4 2112222 
5 十 l 2 3 3 1 1 1+ 
6 222 22222 2 
7 2--2 222 

Rubus Ikenoensis 93 ゴヨウイチゴ 1 222 I 一一一 2
2 22 222 1 ー 2-22 
3 2 
4 22 -222 
5 21222 
6 1112122 222-2 
7 222 211 

Rubus mesogaeus クロイチゴ

2 2 
4 十

5 十一十

Rubus crataegifolius 1 1 1 1 2 一一一一一 一一 2
84 クマイチゴ 2 2 ー 1 2 1 + 2 

3 ー 2 22222 222 1 
4 2 2 2 2 222 -2 1 1 
5 2122222 2222-2 
6 2 2 1 1 2 
7 222 1 2 
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植 物 名

Species 

ベル 海 抜 高
ト

Altitude (m) 
Belt 
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植 名 〆〈ノレ

ト
海 抜 高物

Species 
Altitude (m) 

Belt 
500 1000 1500 2000 2500 3000 
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Prunus a�etala チョウラザクラ 17122212222

Prunus ]amasakura ヤマザクラ 1 1 I 十 11一一一一+

4 1 +一一1+
5 1 1 + 
6 1 1 +十
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Albizzia ]ulibrissi揖
112 ネ

2500 2000 1500 1000 500 

ノ.L. 

1 +十一一|一一一一+
+ 1 

2 
+ー|一一 1 + 

l ー+

2 1 

-
勺

4
4

に
.
U
F
Oマ
r

Maackia amurensis var. Buergeri I 
イヌエ γ ラユ
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植 物 名 '"ノレ
ト

海 高
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抜

Belt 
Altitude (m) 
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Skimmia japonica var. repens 
ツルシキミ

Phellodendron amurense 
キハダ

Picrasma quassioides z.ガキ

Mallotus japonicus 115 ア方メヵ・シワ

DaPhn紗hyllum macropodum var. 
humile エゾユズリハ

Empetrum nigrum var. japonicum 
116 カやシコウラン

Coriaria japonica ドクウツギ

Rhus ambigua 120 ツタウルシ

Rhus trichocaゆa 119 ヤマウルシ

3 l 
4 + 
5 222 
7 

2 2 2 2 
2 十一一一 2 2 2 2 2 -22 
3 2 一一一一一 一一 22 1 2 122 
4 -1++ 
5 22212 
6 222 22222 -2 ー l

7 212 

2 十

3 十

4 
5 
6 +-2212 

2 
3 + 
4 1-+ 

2 1 1 
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4 22211 
5 2 211 十

6 1 
7 2 

l 222 
2 十一 22 2-2 
3 21222 一一 -22 
4 31-222 ー 1 2 一一 +1
5 2122221 -22 十

6 312-232 322 
7 2 2 2 2 222 2222 

l 2 2 -2 
2 2 2 3 3 
3 2122332 3 3 3 3 
4 213333 
5 32 222 
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6 十

1 2 一一 一一一 1 2 2 2 2 2 2 22 
2 222 222-2 一一 2 一一 2 2 
3 221 -222 ー 2-22 ー -22 
4 22-2-2 2 2 2 2 一一十+
5 22--2-21 22 1 
6 212 一一一 2 22-2112 
7 2 ー 一一 2-1 一一一 l

l 222 2 2 222 一一 222 2 1 1 1 
2 1 1 2 2 2 221 十 1 1 
3 2-2 2 2 222 2 2 2 2 2 221 
4 2 2 -22-2 2 2 2 2 2 22 1 
5 22 2 1 -22 -2222 2 1 1 
6 222 2 2 222 22212 2 1 
7 2 1 2 2 2 222 2222212 

ト rq 叶 f
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高抜海Jく Jレ

ト
名物植
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植 物 名 高

Species 

"'"ノレ
ト

Belt 

海 抜

Altitude (m) 
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Euonymus 例elananthus サワダツ 1 2 

Euonymus Sieboldianus 1 3 
マユミ 1 5 
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Euonymus Sieboldianus var. 1 1 
nikoensis ユモトマユさ

Euonymus lanceolatus 1 1 
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Euonymus alatus forma 1 1 
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Celastrus orbiculatus ツルウメモドキ 1 1 
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Tripterygium Regelii グロヅル 1 1 
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植 物 名 《ミ JI〆

ト
海 抜 高

Species Belt 
Altitude (m) 

500 10∞ 1500 2000 2500 3000 
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オオモミ:/

Acer palmatum var. paTmatum 
イロハカエデ

Acer japonicum 140 ノ、ゥチワ方エデ

Acer Sieboldianum 
139 コハウチワカエデ

Acer tenuifolium ヒナウチワカエデ

Acer Shirasawanum 
オオイタヤメイゲツ

5 2 

21-2222 222 
2 2 2 1 2 222-211 
3 22222 22222 1 2 
4 +2  22222 22222 + 2 1 + 
5 2-22 222211+ 
6 122 222 1 112 
7 2 一一 2 2 2 2 2 22222 2 1 

1 1 -2  2 一一 22212
2 l 一一 22222 222 
3 222 22222 222 1 
4 222 22222 -2  
5 212 1 ー+
6 2 一一 l
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植 物 名

Species 

ベル 海 抜 高
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5 1 1 
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Meliosma myriantha アワブキ

Meliosma tenuis ミヤマハハソ

Rhal 

Rhamnus crenata イソノキ

Berchemia pauciflora 
三ヤマグマヤナギ

Berchemia longeracemosa 
ホナガクマヤナギ

Ampelopsis bre官iPedunculata
147 ノブドウ

Parthenocissus tri・'cuspidatà
146 ツタ

4 十 1

1222 
2 2 1 
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4 2 2 ー 2 1 
5 222 
6 222 -2  

l 十

2 十一 一十

l 22 2 1 
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5 + 

2 + 
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植 物 名

Species 

Ligustrum obtusijolium 
197 イボタ

Fraxi抑制s sambucina コノマシヲノキ

Fraxinus Sieboldiana 
199 コノマノトネリコ

Fraxinus Sieboldiana var. 
ρlebescens 200 アラゲアオダモ

Fraxi担us mandshurica var 
Japonica ヤチダモ

Buddleya japonica フラウツギ

Trachelospermum asiaticum 
テイカカズラ

Clerodendron trichotomul仰
203 クサギ

Callicaゆa japonica 
204 ムラサキシキプ

Callicarpa japonica var. 
luxurians オオムラサキシキプ

Thymus quinquecostatus 
イプキラヤコウソウ

Abelia s1うathulata 211 ツクパネウツギ

Lonicera Tschonoskii 
208 オオヒョウタシポク
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